このたびは、スバル車をお買い上げいただき、 
ありがとうございます。 

本書は、ルクラの正しい取り扱いかたや、 

お手入れの方法などについて説明しているほか、 

車を操作するうえで必ず守つていただきたいこと、 

また、万一のときの処置についても記載しています。 

安全で快適なカーライフをお楽しみいただ〈ために、 

ご使用の前に必ずお読みください。 


必読！ドライバーのみなさまへ 


特に重要な事柄です。必ず読んでから操作、あるいは作業に取りかかってください。これらを 
守らないと思わめけがや事故につながったり、車を損傷するおそれがあります。 


を全に ついての 表示 マーク- その他の表示 マーク 


本文中に記載されているマークの意日ホは下記の通りです。 


么警告 

警告事項を守らないと、生命にかかわるけが、あるいは重大な 
けがにつながるおそれがあります。 

么注意 

ま意事項を守らないと、けがや事故、車の破損につながるおそ 
れがあります。 

fe アドバイス 

も'車のために守っていただきたい事項です。 

1オプション/グレード別装倘 

オプション、またはグレードなどにより、装備の有無の異なる 
項目です。 


ご愛車のために 


車種によって取り扱い方法が異なる場合は、車両型まやエンジン型まを確認したうえで操作 
を行って〈ださい。車両型式、エンジン型式は本書の「ご愛車に関するメモ」にあらかじめ 
記入してお〈と便利です。 

保証および点検■整楠については、別冊の「メンテナンスノート」に記載していますので 
お読み〈ださい。 

お車をゆずられる隙は、次のオーナーのために必ず本書を車にがけておいてください。 

■車の仕様変更により、本書の内容やイラストがお車と一部異なる場合がござしなすがご了承〈ださい。 
■本書は別冊の「メンテナンスノート J とともに、いつもおまに保管しておいてください。 

•ご不明な点は、ご購入先のスバル販売店（営業スタッフ）におたずねください。 
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ご愛まに関するメ^ 


記入される記号•番号は、車検証、本ームプしートをご覧くださし、。 


ご愛車の メモ 

車名および型式 

車名： 

型式： 

車台番号 


エンジン型式 

KF - 型エンジン 

総排気量 

658 CC 

車体色(番号） 


トランスミッション 

オートマチックトランスミッション 

CVT 


夕ームプしートは運賠席側ドアを開けたところに貞占り付けしてあります。 
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m 


巧 


お吕巧 

2 


化読！ドライバーのみなさまへ 

11 


走行する前に- 12 

エンジンをかけるときは- 15 

走しているときは- 16 


才ートマチック車について -25 

CVT まについて -28 

お子さまを乗せるときは- 30 


駐停まするときは- 19 

を全な燃料給油のために- 21 

SRS エアバッグについて -23 


お車を長持ちさせるには- 34 

こんなときは- 36 


まを装備 


41 


シート 


42 


ABS 


69 


ン—トヘルト -5 〇 

SRS エアバッグ -62 


まを運拓する前に _73 

ま体各音 P の開閉- 74 

ま体各部の調整- 102 


まを運拓するにあたつて 


メーターのは たらき -108 

表示巧、警告灯のはたらき- 116 

スイッチの使いかた- 127 

運転装置の使いかた- 136 

エンジンのかけかた- 146 


107 


才ートマチック車の運転- 148 

CVT まの運転 -158 


装備品のほいかた 169 

空調 -170 

才—ディオ-185 

室内装備品- 204 

いざといラときに 219 

工具類-220 

いざというときの処置- 224 

まのお手入れ 265 

まのお手入れ- 266 


積雪、寒冷時の取 y 巧い 

283 

積雪、寒;令時の取り扱い- 284 

サー ビスデータ 

291 


さくいん 

297 
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給吕巧 


外観 


属準車 I 

グしードの違い、ソーカーオプションち記載しています。 
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® iu わヴ ー I - 91 

② リわワイバ-133 

③ リわウインドゥデフォッガ-135 

④ ルーフアンテナ -185 

⑥フ□ントワイパ-132 

⑥ フユーエ J レリツド - 95 

⑦ けん引フック-227 

⑧ ボンネツ I - 93 

⑨ ドアミラ -102 

⑩ ドアの開閉- 88 

⑩タイわ交換-229 

® タイわの□-テーシ 3 ン -273 

⑩タイわ チェーツ -286 
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カスタム仕様車 

グしードの違い、ソーカーオプションち記載しています。 
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® iu わヴ ー I - 91 

② リわワイバ-133 

③ リわウインドゥデフォッガ-135 

④ ルーフアンテナ -185 

⑥フ□ントワイパ-132 

⑥ フユーエ J レリツド - 95 

⑦ けん引フック-227 

⑧ ボンネツ I - 93 

⑨ ドアミラ -102 

⑩ ドアの開閉- 88 

⑩タイわ交換-229 

® タイわの□-テーシ 3 ン -273 

⑩タイわ チェーツ -286 
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内装 


ブしードの違い、ベーカーオプションち記載しています。 
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① ルーム ミラ -102 

② ルームランプ-204 

③ サンバイザ-208 

④ ドアの開閉- 88 

⑥ま巧な5の施錠.目军錠- 89 

⑥ 集中ドア□ック- 90 

⑦ バワーウインドウ- 98 

⑧ シートベルト（フ□ント）- 57 

⑨ シートベルト（リわ）- 57 

⑩ 電動巧細すドアミラーつイッチ-103 

⑩フ □ ント t ンターコンソール -212 

@イルミネーシヨッスイッチ-217 

⑩7 □ントシ ー I - 43 

@ iU わシ ー I - 45 

©カーゴルームランプ-206 

饭才_/、_へ、ソドコンソール-211 
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インストルメントパネル 


ブしードの違い、ベーカーオプションち記載しています。 


①② ③ @( D ⑥⑦⑨⑩ 



⑩ ® / /⑩⑩⑩⑩@@@@ 


' マニュアルエアコン装着車 

(1 I 。 卜 1 1 N 1 

才ートエアコン装着車 

n 1 卜 111 

、みも 

もみ 
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① 助ま席 SRS エアバッグ- 62 

② エアコン- "0 

③ 才ーデイオ-185 

④ フ□ン h ワイパー•ウォッシかースイッチ-132 

⑥リわワイパー-ウォッシわースイッチ-133 

⑥ 乂ータ -108 

⑦ 運転席 SRS エアバッグ- 62 

⑧ フォブランプスイッチ-巧4 

⑨ ライテインブスイツチ-128 

⑩ 方向指示しバ- 131 

⑩光軸調整ダイわル- 130 

@ 発が H - 225 

⑩ブ□-ブボックス-210 

@リわウインドゥデフォッガースイッチ-135 

® 非常点滅むスイッチ-131 

颇カップぶルダ-213 

®tz ッターボックス-210 

⑩アク tz サ U _ ソクッ I -208 

喊 tz しクトしバー 

才ートマチック車-149 

CVT 車-158 

@駐車ブしーキ-143 

留)チルトステアリンブしバ-105 

@ホーンスイツチ-13日 

@エッジンスイッチ-136 

@フユーエルリッドオープナーしバ- 97 

留ボツネットオ-プナ- . 94 
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MEMO 
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巧をのためにぜひ巧 y ましよラ 


么 

必読！ 

ドライパーのみなさまへ 

ご巧用の巧に、特に巧つていただまたいこと、 

巧つておいていただきたいことをまとめています。 






警告に値する項目です 

ミ主意に値する項目です 





走巧する前に . 12 

エンジンをかけるときは . 15 

走巧しているときは . 16 

届主停まするときは . 19 

安全な燃料給ミ由のために . 21 

SRS エアバッグについて . 23 

才ートマチックまについて . 25 

CVT まについて . 28 

おモさまを乗せるときは . 30 

おまを長 J 寺ちさせるには . 34 

こんなとまは . 36 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

走巧するおに 


走巧ずる巧に 

お出かけの前になっておいていただきたいこと、お守りいただきたいこ 
とをまとめています。 


日常点検などをかかさず行っ 
てください 

安全で快適な運転をしていただ < ために、 
日常点検-定期点検整備を実施すること 
巧法律で義務付け5れています。 

点検•整備はソンテナンスソート I こした 
巧って実施して < ださい。 

詳し<は別冊の「ベンテナン ：:I y - 卜」 

をご覧 < ださい。 


各部を正しく調整してくださ 
い_ 

シート、5ラー類の位置を正し<調整し 
て < だちし、。 

( シートー 42 ぺージ ) 
( ま体各部の調舊一 102 ページ ) 


シートベルトはしっかりと着 
用してください 

走行する前に必す'運転を、同乗者とち全 
員巧シートベルトを着用して<ださい。 

(リわシートでち必す'シートべん卜を 
着用して < ださい。） 

シートベルトは正し<着用しないと効果 
ヴ半減したり、后陵な場合巧あります。 
化す正しい着用方法を身 I こ付けて <だち 
い。 

( 正しい着用一 55 ぺージ ) 
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化読！ _ドライパーのみなさまへ 

走巧するおに 


妊娠中の方もシートベルトを 
着用してください _ 

妊娠中の方ち下記の要領でシートベルト 
を着用して<だちい。ただし、ち一のと 
き腹部などに強い圧迫を受けるおそれ巧 
ありますので、シートベルトの着用じつ 
いては、医師にご相談のラえ、を意事項 
を確認して <ださい。 

•腰ベルトは、むす'腰骨のできるだけ化 
い位置、お腹の膨己みの下に密着ちせ 
て着用して<ださい。腰ベルト巧腰骨 
な5す'れていると、衝突したときなど 
に腹部に強い圧迫を受け、け巧をする 
おそれ巧あります。 

•眉べルトは、お腹の膨5みをちけ化ザ 
胸部に着用して<ださい。肩ベルトを 
腹部になけていると衝突したときなど 
に、腹部 I こ強い圧迫を受け、け巧をす 
るおそれびあります。 



を険物は持ち込まないでくだ 
さい_ 

車内や荷室内じは、ガソリン、むミ由、シ 
ンナーなどの引义物の入った容器やスプ 
し一生類を持ち化まないで<だちい。黒 
発ガスに引义したり容器巧破損するとホ 
常 I こ盾陵です。 



ペダル操作が確実に行える履 
き物を着用してください 

安全な運転をしていただ<ためじ、ペグ 
ル操作巧確実に行える履き物を着用して 
<ださい。ペグル操作巧確実に巧えない 
と、思わめ事故 I こつな巧るおそれ巧あり 
危陵です。 


運転席足元に物を置かないで 
ください 

走行中に空生などの動きやすい物を足元 
I こ置<と、ブしーキペグルの下に挟まり、 
ブしーキ操作巧できな<なったり、アク 
t ルペグル巧戻己な<なるなどのおそれ 
巧あり危険です。 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

走巧するおに 


まに合わないフ□アマットは 
使用しないでください _ 

• フ□アマットはペダルに引っなな5 
ないよラ、車に合った物を正し<敷い 
て<だちい。また、す'れないよラじ固 
定フックなどでむす'固定して < ださし、。 



• フ□アマットを正し<敷なな巧った 
り、重むて敷<とペダル操作をちまた 
け'、思わめ事故につな巧るおそれびあ 
り危険です。 


タイヤ空気圧の点検をしてく 
ださい 

タイわ空気圧の点検は法的 I こ義務付け5 
れています。 

タイわ空気圧はスペアタイわち含め、最 
低でち月じ1回は点おを行って < ださし、 
タイわ空気圧巧極端じ低いが態のまま走 
行すると、偏摩耗や早期摩耗します。ま 
た、バースト（破裂）など修理できない 
よラな損傷をタイわじあたえたり、思わ 
め事巧につな巧るおそれなあり危険です。 
タイわの点検については、別冊の「イン 
テナンス y — 卜」をご覧<だちし、。 



荷物を積み過ぎないでくださ 
い 


•助手席や I 」わシートに荷物を積み重 
むないで<ださい。視界をちまたげた 
り、ブしーキをなけたときや旋回して 
いるとき I こ荷物巧巧び出してホにあた 
るなどして、思わめけ巧や事故につな 
巧るおそれ巧あり后険です。 

• 重い荷物を積み過ぎないで<ださい。 
車両や走行に悪い影響をおよぼし、思 
わめ事® I こつな巧るおそれ巧あり危険 


です。 
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化読！ H ライパーのみなさまへ 

エンジンをかけるときは 

エンジンをかけるとまは 

エンジンをかけるときに巧っておいていただきたいこと、お守りいただ 
きたいことをまとめています。 


車両後方に可燃物がないこと 
を確認してください 

エンジン始動前 I こ、車両後方や排気管の 
周り I こ可燃物（枯草•紙•木がなど）巧' 
ないな確認して<ださい。可燃物巧ある 
と排気管や排気ガス巧高温になり、义お 
I こなるおそれ巧あり危険です。 



オートマチックま、 CVT まの 
場合にま意していただきたい 
こと _ 

駐車ブしーキをなけたが態で tz しクトし 
バーを 化す'回しンジにして、ブしーキぺ 
グルをしつなり踏みエンジッを始動して 
<ださい。 

( エンジンのかけかた一 146 ぺージ ) 


排気ガスには気を付けてくだ 
さぃ_ 

排気乃:: II こは巧色-巧臭で有喜な一酸化 
炭素巧含まれているため、吸い込むと一 
酸化炭素中毒になるおそれなあり危険で 
す。 

換気の悪い場所（車庫など、周囲巧閉鎖 
ちれた場所）でエンジンを巧けたままに 
しないで<ださい。換気な不十分になり、 
一酸化炭素中毒事故を起こす后険巧あり 
ます。 

排気管はときどき点おして<だちい。排 
気管の異常または排気音の異常など I こ気 
付いたときは、スバル販売店で点検を受 
けてくだちい。そのまま走行すると排気 
ガス巧車内に侵入するおそれびあり危険 
です。 

車内 I こ排気ガス巧侵入してきたと感じた 
己すく'に換気をし、車内 I こ新鮮な空気を 
入れて<ださい。また、ただちじスバル 
販売店で点檢を受けて < ださい。 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

走巧しているときは 


走巧しているとまは 

走行しているときに知っておいていただきたいこと、お守りいただきた 
いことをまとめています。 


走行中はエンジンを止めない 
でください 

走行中にエンジンを止めると、下記のよ 
ラな現を巧起こるおそれびあります。 

• ブしーキの倍力装置けはた白なな<な 
るため、ブしーキの効き巧悪<なり、 
事故につな巧るおそれ好あり危険です。 
• 各警告むな作用しな < なります。 

• 八ンドル操作な'重 < なります。 

• 幽媒装置を損傷するおそれ巧あります。 


下り坂ではエンジンブレーキ 
を併用してください _ 

フットブしーキに頼ると、ブしーキ巧過 
熱し、ブしーキ①タカき巧悪<なり、后険 
です。長い下り坂な どでは シフトグウン 
して、エンジンブしーキを併用しましよ 
ラ。 

1ます'つシフトグウンして<ださい。急 
激なシフトダウンはタイわを□ックちせ、 
スリップなどの原因となり、事巧につな 
けるおそれ巧あり危険です。 

また、めれた路面や、積雪お、凍結おな 
どのスリップしやすい路面では、十分速 
度を落としてシフトダウンして<ださし、。 


エンジンブレーキ 

エンジンブしーキとは、走行中アク tz ル 
ペグルな己足を離したとき I こななるブし 
ーキ①ことです。化速ギわ I こなる I まどよ 
<効きます。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

走巧しているときは 


雨、風の強い日には走行にま 
意してください 

雨や風の強い曰は、スピードを控え目 I こ 
しましよラ。特 I こ橋や±手の上、トンネ 
ルの化□、山の切通しの部分など、横風 
の発生しやすい場所では、 A ンドルをし 
つなり持ち、スピードを落として走行し 
て < だちし、。 


冠水した道路を走行しないで 
ください 

冠水した道路を走行すると、エンストす 
るだけでな<、電装品のショート、エン 
ジンの破損などの重大な車両®障につな 
巧るおそれなあります。 

万一、水中に浸なってしまったときは、 
化す’スバル販売店で点検を受けて < だち 
し、。 


水たまりを走行したあとはブ 
レーキの 効きを確認してくだ 
さぃ_ 

深い水たまりを走行したあとや洗車をし 
たあとは、ブしーキパッド巧しめり、効 
き巧悪<なること巧あります。ブしーキ 
ペグんを軽<踏み、ブしーキの効き具合 
巧正常けを確なめて <だちい。 

効き具合巧悪いときは前後の車に十分を 
意し、ブしーキペダルを軽<踏みなな己 
低速でしば己<走行し、ブしーキのしめ 
りを乾けして <だちい。 



スタック（立ち往生）などし 
たときにはタイヤを高速で回 
おさせないでください 

タイわ巧バースト（破裂）したり、異常 
過熱 I こより思わめ事巧につななるおそれ 
けあります。 


高速道路を走行するときにま 
意していただきたいこと 

•燃料、を巧水、エンジンブイルの量、 
タイわの空気圧、摩耗状態などの点検 
は特に念入りに行って < ださい。 

• 高速での急ブしーキは特に危険です。 
十分な車間距離を取って走行して < だ 
ちし、。 

• ま定速度を守って走巧してくだちい。 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

走巧しているときは 


正しいシート位置で走行して 
ください 

シートを倒した状態で人を乗せたまま走 
行しないで < ださい。 

また、 I 」わシートの背当てを前倒しした 
が態で荷室 I こ人を乗せての走巧ちしない 
で<ださい。急ブしーキをなけたときな 
ど、体ヴ固定ちれす'大変危険です。 

人を乗せて走行するときは必す通常のシ 
ート位置で走行してくだちい。 

(シートー42ぺージ） 


後退するときは子供や障害物 
に気を付けてください 

ルームミラー、ドアミラーなどではお 
認しに<い死角巧あります。安全確認を 
しなび5ゆつ<り後退して<ださい。 


窓から手や顔などを出さない 
でください 

窓な5身を乗り出したり、手や顔を絶が 
I こ化ちないで<ださい。思わめけ巧をす 
るおそれびあります。 


ブレーキペダルに足をのせた 
まま走行しないでください 

ブ しーキ 部品巧早<摩耗したり、ブし一 
キ巧過熱し、効き巧悪<なるおそれびあ 
し J ます。 



ハンドルの中からの操作をし 
ないでください 

走行中にはハンドルの中 I こ手を入れて、 
スイツチなどの操作をしないで<ださし、。 
ハンドル操作のちまたげじなり、万一の 
とき I こ大を盾陵です。 


「急」の付く運転はしないで 
ください 

急激な A ンドル操作、急発進、急加速、 
急ブしーキゃ急激なエンジンブしーキな 
ど「急」の付<運転はちけて<ださい。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

駐停まするときは 

駐停車ずるときは 

駐停まするときに知っておいていただきたいこと、お守りいただきたい 
ことをまとめています。 


長時間駐まするときにま意し 
ていただきたいこと 

エンジンをむす止めて駐車して < ださい。 
思わめ事® I こつな巧るおそれ巧あります。 


駐停まのときは駐車ブレーキ 
をかけてください 

駐車するときは、化す'駐車ブしーキを巧 
け、 t しクトしバーを回しンジじ入れま 
す。坂道で駐車するときは、ち5に輪止 
めを置いて駐車すると安全です。 

停車な長け<ときは、ブしーキペダルを 
踏んだままで駐車ブしーキを巧け、ち己 
I こ t しクトしバーを回しンジじ入れます。 





燃えやすい物のそばにまを止 
めないでください 

排気管や排気ガスは高温になり、可燃物 
(枯草.紙•木がなど）巧あると、义災 
じなるおそれ巧あり危険です。車の後方 
I こ可燃物びあるときは、車両を端を 
30 cm じし h 離して止めて < ださし、。 

際間巧かないと排気ガス I こよつてを色や 
変形したり、义おになるおそれびあり后 
険です。また、可燃物（枯草•紙-木な 
など）の上で走行したり、車を止めたり 
しないで < ださし、。 


まから離れるときにま意して 
いただきたいこと 

車な5離れるときは、エンジンを止め、 
駐車ブしーキをなけ、必す'ドアを施錠し 
て < だ'ちし、。 

車巧動き化したり、車両盗難、貴重品盜 
難のおそれ巧あります。 

また、呈しが巧のみを車内 I こ残して車を離 
れないで<ださい。お天下での車内の温 
度は、想像1^(上1こ高<なり盾険です。 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

駐停まするときは 


仮旧するときは必ずエンジン 
を止めてください 

エンジン巧ななったが態のままで仮眠す 
ると、巧意識 I こ tz しクトしバーを動なし 
たり、アク tz ルペダルを踏み込んだりし 
て、車の不意な発進やエンジン過熱じよ 
る义災など、思わめ事巧じつな巧るおそ 
れ抒'あり危険です。 

また、排気管巧損傷していた場合、風通 
しの良<ない巧や、風向きによっては排 
気ガスの侵入により、一酸化炭素中毒事 
古女を起こすおそれ巧あります。 



高速道路で停まするときにま 
意していただきたいこと 

高速道路で、巧障などのためやわを得す' 
停車するときは道路の端じよせ、むす'停 
止表示板（停止表示む）を置いて<だち 
い。 

万一のために停止表示板（停止表示む） 
は車に常備しましよラ。高速道路では停 
止表示板（停止表示む）①設置は法律で 
義務付け5れています。 



高温になっている場所には触 
れないでください 

•荷物の積み降ろし時などに、手や足巧 
マフラーじ 目虫れないよ ラに して<だち 
し、。エンジン巧ななっているときやエ 
ンジン停止直後の マフラーは 高温 I こな 
っているため、やけどをするおそれ巧 
あります。 

•タイわ交換時などじ、ディスクホイ 
ールやブしーキ回り I こ触れないよラに 
して<ださい。走行後のディスクホ 
イールやブしーキ回りは高温になって 
いるため、やけどをするおそれ巧あり 
ます。 


夕ーボまは走行後にアイドリ 
ングを行ってください 

高まおよび登坂走行の直後 I こエンジンを 
止めるときは、停車後、1分程度アイド 
リンブの状態でエンジンを ) 令やしてな己 
エンジンを止めて < ださい。 


まが雪でおおわれたときにま 
意していただきたいこと 

雪巧積ちった場巧や降雪時 I こ駐車すると 
きは、エンジンをなけたままにしないで 
<ださい。エンジンをなけた状態で車の 
周り I こ雪が積ちると、排気方'スな車内に 
侵入して一酸化炭素中毒事故を起こすお 
それげあり后険です。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

巧をな燃お給油のために 


ままな燃お給油のために 

七ルフガソリンスタンドなどで、お客様自身で燃料給油する場合にミロ 
つておいていただきたいこと、お守りいただきたいこと、特にミ主意して 
いただきたいことをまとめています。 

よくお読みになり、ま全に給油を行ってください。 


必ず指定燃料をご使用くださ 
い 


燃料給油時には、必ず下記の 
ことをお守りください 


必す’、無鉛しギュラーガソリンを使用し 
て < だちし、。 

給ミ由時に、指定ちれている燃料であるこ 
とを確認して < ださい。 

指定 L 乂外の燃料（粗悪なガソリン、アル 
コール系燃料、軽ミ由、なミ由など）を使用 
すると、エンジンの始動性な悪<なった 
り、タツキングや化力の低下など巧発生 
する場合巧あります。また、そのまま使 
用していると、エンジンや燃料系部品を 
損傷するおそれびあります。 



燃料は引义しやすいため、やけどなど重 
大な傷害を受けるおそれけあり危険です。 
化す下記のことをお守リ < だちい。 

• エンジンはむす'止めて < ださし、。 

•車のドア、窓は閉めて<ださい。 
•タバコを D 及ラなど、义気を近付けない 
で< だちし、。 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

巧をな燃巧給油のために 


• フューエル キ わ、 ソプを開ける前に、 
むす'車体または給ミ由機などの金属部分 
に軸れて、身体の静電気除去を巧って 
<ださい。 

身イ本に静電気を帯ひ'ていると、放電に 
よる义巧で引义するなどして、やけど 
のおそれ巧あり危険です。 

• 給ミ由中に再ひ'車内のシートに晒れたり、 
座ったり、また乂や物 I こ融れると再帯 
電する場合巧あります。このよラなと 
きは再び給ミ由機などの金属部分に触れ 
て静電気除ちを巧って < ださい。 

• フューエルキわ、ソプを開けるなどの 
給ミ由操作は、むす'静電気除去を巧った 
方お一人で巧って <ださい。 

• フューエルキわ、ソプを開ける際は、 
むす'キわ、ソプのツマミ部分を持ち、ゆ 
っ<りと開けて<ださい。気温巧高い 
ときなどは燃料タンク内の圧力巧高< 
なり、給油□な5燃料巧吹き返すおそ 
れ巧あります。 



• フューエル キ わ、 ソプをかしゆるめた 
ときに「シュー」といラ音巧する場合 
は、それ上開けす'じ、その音巧止ま 
るのを確認してな己ゆつ<りと開けて 
<ださい。 


• 給ミ由中 I こ燃料巧こぽれた場合はただち 
に給ミ由を止め、こぼれた燃料を巧など 
でみき取って < ださし、。 

• こほれた燃料巧'車の塗装面に付着した 
場合は水洗いをおすすめします。付着 
したままで放置すると、塗装面巧劣化 
するおそれがあります。 

• 給ミ由□にほなの人をお付けないで<だ 
ちし、。 

•給ミ由するときは、給油□に y ブルを確 
実 I こ挿入して<だちし''。また、オート 
スト、ソプ作動後の継ぎ足し給ミ由は行わ 
ないで<ださい。給油□な己燃料巧吹 
きこぽれるおそれ巧あります。 

•給ミ由終3後、 フユーエル キゎップを 
閉める眉合「カチ、ソ」といラ音巧一度 
するまでちに回し、確実に閉まってい 
ることをお認して <だちし、。 



•指定品の フユーエル キゎップ L 乂外は 
使用しないで < ださい。 

•その他、ガソリンスタンド内 I こ掲示 
ちれているを意事項を守って<ださい。 


燃料の気化ガスを吸わないよ 
うにしてください 

燃料 I こは、人体 I こ有害な発ガン性物質を 
含んでいる物もありますので、ごを意< 
だちい。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

SRS エアバッグについて 


SRS エアバッグについて 

SRS ェアバツグのぺージも併せてお読みください。 


シートベルトを着用してくだ 
さぃ_ 

SRS エアバッグの効果を発揮ちせるため、 
必す'シートベルトと併用して<ださい。 
いざといラとき効果を発揮しないばヴり 
でな<、重大な事巧Iこつなびるおそれ巧 
あります。 


修埋、分解、取りかしをしな 
いでください 

修理、分解、取り外しなどをお客様自身 
で行わないで<ださい。修理の際は、最 
寄りのスバル販売店じご連絡 < ださい。 


パツド部、インストルメント 
パネルにステツカーなどを貼 
らないでください 

パッド部、インつトルベントパネルにス 
テツカーを貼ったりカバーでおおラと、 
いざといラとき SRS エアバッグ巧正常Iこ 
作動しないおそれ巧あります。 



インストルメントパネルに物 
を置かないでください 

イツストルソントパネルの上Iこちき剤な 
ど物を置いたり傘を立てなけたりしない 
で<ださい。 SRS エアバッグ巧膨己んだ 
ときの衝撃で飛ばちれたり、 SRS エアパ' 
ッブ巧正常Iこ作動しないおそれヴありま 
す。 



付きすぎたりしないで<ださい。おすち 
まをインストルベントパネルの前に立た 
せたりしないで<ださい。 

また、インストルベントパネルにちたれ 
なな5ないで<ださい。 SRS エアバッグ 
び膨5んだとき①衝撃で重大な傷害を受 
けるおそれ巧あり危険です。 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

SRS エアバッグについて 


チャイルドシートは正しく取 
り付けてください 

助手席にチゎイルドシート（ベビーシ 
ート）を取リイ寸けたり、チゎイルドシー 
卜を後ろ向きに取り付けないで < ださし、。 
SRS エアバツグ巧膨己んだときの衝撃で 
重大な傷害を受けるおそれ巧あります。 
取り付け可否については、化す'チゎイル 
ドシートの適用を件をご確認<ださい。 


(SRS エアバッグー 62 ぺージ ) 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

才ートマチックまについて 


才ート7チックまについて 

才ートマチック車の運おのべージも併せてお読みください。 


オートマチックまの特性や操 
作上でま意していただきたい 
こと _ 

ブートマチック車には、い<つ巧の特性 
巧あります。思わめ事巧じつな巧るおそ 
れ巧ありますので、正し<理解し、操作 
する習慣を身 I こ付けて < ださい。 


クリープ現象 

エンジン巧な好っているとき、 tz しクト 
しバーた''回、回しンジ1ツ外の位置では、 
動力好'つな巧った状態になり、アク tz ル 
を踏まな<てちゆっ<りと車巧動き化し 
ます。 

停車中は平坦路であってち車げ動なない 
ようじブしーキペダルをしっ灯りと踏み、 
必要に応じて駐車ブしーキを巧けてくだ 
さし、。 


キックダウン 

走行中 I こアク tz ルペダルを踏み込むと、 
自動的 I こ低まギわじ切り菅わり、エッジ' 
ン①回転数な上びり、強<加速します。 
滑りやすい路面やカーブ走行中では、急 
激なアクわんペグルの操作はちけて<だ 
ちし、。 


エンジンをかける前にペダル 
の位置を確認してください 

ペグルの踏み間違え好ないよラ I こ、ち足 
でペダルの位置をお認し、必す ' tz しクト 
しバーな回しンジの位置になっているこ 
とを確認して < ださい。 


ブレーキ ペダルは右足で操作 
してください 

ブしーキペダルはアク tz ルペグルと同 
じち足で操作する習慣を身 I こ付けて<だ 
さし、 0 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

才ートマチックまについて 


スタートするときはブ レー キ 
ペダルを踏んだまま七レクト 
レバーを操作してください 

tz しクトしバー巧どの位置にある巧をベ 
ーター巧のインジクーターを必す'目で見 
て確認し、化す'ち足でブしーキペダルを 
しつなりと踏んだまま tz しクトしバーを 
操作して <ださい。 

また、アク tz ルペダルを踏んでの tz しク 
卜しバー操作はしないで<ださし、。 


走行中は七レクトレバーを回 
レンジの位置に入れないでく 
ださい 

走行中は tz しクトしバーを回しンジ'に入 
れると、エンジンブしーキ巧全<効巧す' 
思わめ事故の原因となります。 

また、下り坂などでは必す'シフトダウン 
をして、エンジンブしーキを使って<だ 
ちい。ブしーキペダルを踏み続けること 
はやめて < ださし、。 


(運転のしかた一152ぺージ) 


坂道などでま意していただき 
たいこと 

坂道などでは、 tz しクトしパーを画、回 
しンジ'または回しンジ' I こ入れたまま惰性 
で後退したり、回しッジ’ I こ入れたまま惰 
性で前進することは絶巧にやめて < だち 
い。 

エンストを起こし、ブしーキの効き巧悪 
<なったり、/\ンドん巧重<なるなど、 
思わめ事がや®障の原因となるおそれな 
あり危険です。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

才ートマチックまについて 


駐車、停まするときは 

駐車するときは、化す t しクトしバーを 
回しツジの位置じし、しつなりと駐車ブ 
しーキをなけて<だちい。停車中はわし 
クトしバーを回しツジの位置にし、ち足 
でしつ巧りとブしーキペグルを踏んで< 
だちい。 

また、車巧完全 I こ停止するまで tz しクト 
しバーを回しンジ'には入れないで< だち 
し、。 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

CVT まについて 


CVT 車について 

CVT まの運転のページも併せてお読みください。 


CVT まの特性や操作上でま 意 
していただきたいこと 

CVT 車には、い< つなの 特性巧あります。 
思わめ事®につな巧るおそれ巧あります 
ので、正し<理稱し、操作する習慣を身 
に付けて < ださい。 


クリープ現象 

エンジン巧巧なっているとき、 tz しクト 
しバー巧回、回しンジ1ツ外の位置では、 
動力びつな巧った状態になり、アク tz ル 
を踏まな<てちゆっ<りと車巧動き化し 
ます。 

停車中は平担おであってち車巧動なない 
よラじブしーキペグルをしっけりと踏み、 
化要に応じて駐車ブしーキを巧けて < だ 
ちし、。 


エンジンをかける前にペダル 
の位置を巧認してください 

ペグんの踏み間違え巧ないよラ I こ、ち足 
でペダルの位置を確認し、化す' tz しクト 
しバー巧回しンジの位置 I こなっているこ 
とをお認して <だちい。 


ブレーキ ペダルは右足で操作 
してください 

ブしーキペダルはアク tz ルペグルと同 
じち足で操作する習慣を身に付けて<だ 
ちし、。 



スター トするときはブ レー キ 
ペダルを踏んだまま七レクト 
レバーを 操作してください 

t しクトしバー巧どの位置じあるなをべ 
ーター内のインジ'クーターをむす'目で見 
て確認し、化す'ち足でブしーキペグルを 
しつ巧りと踏んだまま tz しクトしバーを 
操作して < ださい。 

また、アク tz ルペダルを踏んでの tz しク 
卜しバー操作はしないで<ださし、。 

( 運転のしかた一 161 ぺージ ) 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

CVT まについて 


走行中は七レクトレバーを回 
レンジの位置に入れないでく 
ださい 

走行中は t しクトしバーを回しンジに入 
れると、エンジンブしーキ巧全<効なす' 
思わめ事®の原因となります。 

また、下り坂などではむす'シフトダウン 
をして、エンジンブしーキを使って<だ 
ちい。ブしーキペダルを踏み続けること 
はやめて < ださい。 


駐車、停まするときは 

駐車するときは、化す‘ tz しクトしバーを 
回しンジの位置 I こし、しつなりと駐車ブ 
しーキをなけて<だちい。停車中はわし 
クトしバーを画しンジの位置にし、ち足 
でしつなりとブしーキペダルを踏んで< 
だちい。 

また、車好完全 I こ停止するまで tz しクト 
しバーを回しンジ'には入れないで< だち 
し、。 



しンジまたは回しンジ'に入れたまま惰性 
でを退したり、回しンジ I こ入れたまま惰 
性で前進することは絶が I こやめて<だち 
い。 

エンストを起こし、ブしーキ①効きび悪 
<なったり、ハンドル巧重<なるなど、 
思わめ事巧や®障の原因となるおそれ巧 
あり后険です。 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

お子さまを柔せるときは 


お子さまを柔せるとまは 


ドアの開閉は、大人がま意し 
ながら操作してください 

ドアを閉めるときなど、特 I こお子ちまの 
手や足を挟まないよラを意しましよラ。 
開閉、施錠は大人巧行い、安全のためじ 
ちチゎイルドプルーフを使用して<だち 
い。 

( ま体各部の開閉一 74 ぺージ） 



お子ちまのいたす'己 I こよる車の発進、义 
ぶなど思わめ事故巧起こるおそれ巧あり 
危険です。また、お天下での車内の温度 
は想像上 I こ高<なり、危険です。 

化す’おすちまと一緒 I こ車を離れて <だち 
し、。 



お子さまは大人と一緒に後部 
座席にお座りください 

助手席ではお子ちまの動作巧気じなり、 
運転のちまたげ I こなるだけでな<、お子 
ちま巧運転装置 I こ融れて思わめ事故 I こつ 
な巧るおそれびあります。 

また、万一のとき、お子ちまびインスト 
ルベントパネルに頭を/忍つけたり、放り 
江!ちれるおそれ巧あります。 



お子さまを巧室に乗せたり、 
遊ばせないでください 

荷室は、シートのが態にななわ己す'人び 
乗る構造 I こなっていないため、絶巧にお 
すちまを乗せないで<ださい。急ブし一 
キ時などじ、思わめ事故 I こつな好るおそ 
れ巧あります。 

また、停車中であってもお子ちまを荷室 
で遊ばせないで < ださい。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

お子さまを柔せるときは 


お子さまにもシートベルトを 
着用させてください _ 

•おすちまにちむす'シートベルトを着 
用ちせて<ださい。急ブしーキ時など 
体巧'固定ちれす'大変危険です。 

また、おすちまをひざ I こ抱いて走行し 
ないで<ださい。ひざの上でお子ちま 
を抱いていてち、衝突したときなど十 
分 I こをえること巧できす、おすちま巧 
重大な傷害を受けるおそれ巧あり后険 
です。 

•シートべん卜け首やあご I こ当たる場 
合や腰骨 I こ巧な5ないよラな小ちなお 
子ちまには、チゎイルドシートを使 
用して < ださい。 

通常のシートベルトでは衝突のとき 
首などじ強い圧迫を受け、け巧をする 
おそれ巧あり后険です。 

また、ひとり座りのできない小ちなお 
子ちまはチわイルドシート（ベビー 
シート）を使用して<ださし、。 

•チゎイルドシートのご購入、ご使用 
に際しては最寄りのスバル販売店じご 
ホ目談< だちい。 

選択の目を旧〇 FIX 対応 （ テザータイプ） 


取りがけ状態 

体重 

身長 

参考年齡 

後ろ向きの 

取り付け 

9 kg 未満 

70 cm 未満 

目か月が下 

前向きの 

取り付け 

9〜18切 
未満 

70 〜 100 cm 
下 

9 かち〜 4 ホ 


選択の目を旧0 FIX 対応な外 



体重 

身長 

参考年齢 

チャイルド 
シート 
(ベビ-兼用) 

ベ 

ビ 

10 kg 未満 

70 cm 未満 

新生児 

9かち 

チ 

ヤ 

イ 

ル 

ド' 

9〜 18 kg 
ホ満 

70〜100 cm 
ホ満 

9か月〜4ホ 

ジュニア 

シ-卜 

1日〜36 kg 

100〜150 cm 
切下 

3〜12才 


•チわイルドシートを取り付けたとき 
は、お実に取り付け5れていることを 
お認して<ださい。取り付け要領は、 
それぞれのシートに付属の取扱説巧書 
をよ < 読んで < ださし、。 

• おすちまを乗せていないときでちチわ 
イルドシートは、しつ方 ' U とシート 
に取り付ける巧、荷室へ収納して<だ 
ちし、。 

シートな己取り外した状態で室内 I こ放 
置すると、ブしーキをなけたときなど 
に乗員や物などに当たるなどして思ね 
め事故につな巧るおそれ巧あります。 

•リわシートの左ち席 I こ、 IS び FIX が応 
ISO FIX 固定 パー&テヴーアンカー巧 
応のチわイルドシートを取り付ける 
こと巧できます。 

(ISO FIX 巧応 ISO FIX 固定バ ー & 
テザーアンカ ー- >51ぺージ） 


一 ISOI ま Interna 甘 onal Organization 千 or 
Standardization ( 国隙標準化槪構）①略 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

お子さまを柔せるときは 


シートベルトでお子さまを遊 
ばせないでください 

お子ちまをシートベルトで遊ばせないで 
<ださい。万ーシートベルト好首 I こ巻き 
付いた場合、窒息などの重大な傷喜を受 
けるおそれびあり危険です。 

誤ってそのよラな状態になってしまい、 
シートベルトのバックルち外せない場合 
は、はちみなどでシートベルトを切断し 
て < だちし、。 


チャイルドシートは正しく取 
り付けてください 

助手席にチゎイルドシート（ベビーシ 
ート）を取り付けたり、チゎイルドシー 
卜ををろ向きに取り付けないで<だちし、 
SRS エアバッブ巧膨5んだとき①衝撃で 
重大な傷富を受けるおそれなあります。 
取り付け可否については、必す'チゎイル 
ドシートの適用を件をご確認<ださい。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

お子さまを柔せるときは 


パワーウインドゥはお子さま 
に操作させないでください 

パワーウインドゥは大変強い力で開閉し 
ますので、開閉するとき、手•腕-頭- 
首などを挟んだり巻き込んだりして、重 
大な傷喜を受けるおそれ巧あり危険です。 
□ックスイ、ソチを " OFF " にすると、運 
転席ウインドゥガラス1ツ外は開閉できな 
<なります。おすちまを乗せているとき 
は、□ツクスイ、ソチを " OFF " にして< 
だちい。 



お子さまが窓から手や顔を出 
さないようにま意しましよう 

走行中に限白す‘、お子ちまび窓な白ずや 
顔を化ちないよラにを意しましよラ。思 
わめけびをするおそれ巧あります。 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

お軍を長持ちさせるには 


おまを長持ちさせるには 

点検整備を行いましょう I I 無鉛ガソリンのみ使用してく 

ださい 


車は日頃の管理な大切です。安全、快適 
I こご使用いただ<ため、化す'実施して< 
ださい。 

• 日常点検 
• 新車時点検 
• 定期点検 

• 定期交換部品の交換整備 
これ己の点検整備はま令で定め5れてい 
るちのと、スバん巧お奨するちのに基づ 
し、ています。 

詳し<は別冊の「ベンテナン ：:;I y - 卜」 
をご覧 < ださい。 


エンジン冷却水温がほい間 
は、エンジンに負担のかかる 
運転をさけてください 

• エンジン)ち却水温巧低い間は、急激な 
空ぷ巧し-急加ま-高ま走行をちけた 
運起でエンジンを暖機ちせて <ださし、。 
暖機不足のが態で、急激な空ぶなし- 
急加ま•高ま走行をすると、エンジン 
に悪い影響をあたえたり、軸媒装置の 
損傷の原因 I こなるおそれ巧あります。 
•暖機は水温表示な巧消むすれば十分で 
す。 


化す、無鉛しギュラーガソリンを使用し 
て< だちし、。 

給ミ由時に、指定ちれている燃料であるこ 
とを確認して < ださい。 

指定外の燃料（粗悪なガソリン、アル 
コール系燃料、軽ミ由、な油など）を使用 
すると、エンジンの始動性巧悪<なった 
り、タツキングや化力の低下など巧発生 
する場合けあります。また、をのまま使 
用していると、エンジンや燃料系部品を 
損傷するおそれ巧あります。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

おまを長持ちさせるには 


まの改造や自己流の調整はし 
ないでください 

• 車の性能や機能 I こ適ちない部品を装着 
したり、自己流のエンジン調整や配線 
などを行わないで<だ'ちい。正常な性 
能を発揮できななったり、故障や义災 
など思わめ事巧につな巧るおそれびあ 
ります。 

• 国±交通省に届け化をした部品た(外の 
物を装着すると、違ま改造になること 
巧あります。 

• ガラス面 I こ、着色フイルムやステツカ 
一などを貞占り付けないで<だちい。運 
転のちまたげになり危険です。特じフ 
□ント方ラスおよびフ□ントドア左 
ちの方ラスへのおり付けはま令で禁止 
ちれています。 

• タイわを交換するときは、指定た(外の 
物を装着しないで<ださい。また、ホ 
イール、ホイール取り付けナットを交 
換するときは、この車専用む>外の物を 
装着しないで<ださい。性能や機能に 
支障をきたし、安全な走行巧できな< 
なります。交換するときは、スバル販 
売店にご相談 < ださい。 

• 無線機やスバル指定部品 L 乂外の電装品 
などの取り付け、取り扱い方ま巧適切 
でない場合、電子機器部品に悪影響を 
およぽしたり、巧障や义おなど思わめ 
事®につな巧るおそれびあり危険です。 
3 / \'ル販売店にご相談 < だちい。 

• バッテリー端子にスバル指定部品 L 乂外 
の電装品や アース 線を直接つなげない 
で<ださい。バッテリーあ巧りや义災 
など思わめ事® I こつな巧るおそれ好あ 
り后険です。 


• お客様自身での/\ンドんの取り外しは 
しないで<ださい。ハンドル I こは SRS 
エアバッグ巧内蔵ちれているため、不 
適切に扱ラと誤作動につな巧り、重大 
な傷喜を受けるおそれ巧あり后おです。 


指定部品を使いましょう 

部品を交換する盾合は「スバル指定部 
品」のご使用をおすすめします。 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

こんなときは 


こんなとまは 

警告なが点な、点滅したとき 

警告む類巧異常を知5せたとき、そのま 
ま走行すると后険な場合なあります。安 
全な場所 I こ停車し、正しい阻置を行って 
<ださい。 

(警告’灯一120ぺージ） 


才ーパーヒートしたとさ 

水温警告む巧点滅•点むしたときは、ブ 
ーバーヒート巧考え己れます。そのとき 
ボンネツトな己黒気巧化ている場合は、 

絕巧にボンネツトを開けないで<ださし、。 
また、あわてて)ち却水を入□を外ちない 
で < ださい。熱湯巧吹き化し、やけどを 
するおそれびあります。 

(才ーバーヒートの処置一236ぺージ） 


エンストしたとき 

エンストしたときは落ち着いて操作して 
<ださい。 

ブしーキの倍力装置やパフーステアリン 
ブ装置巧作動しな<なり、ブしーキの効 
きな悪<なったり、ノ\ンドル巧重<なっ 
たりします。この場合、制動力などびな 
<なったわけではありませんので、通常 
よリカを入れて A ンドルやブしーキを操 
作して < ださし、。 


パンクしたとき 

走行中にパンクやバースト（破裂）をし 
たときは、ハンドルをしっなり持って 
徐々にブしーキをなけてスピードを落と 
して<だちい。急ブしーキをなけると/\ 
ンドルを強<取5れ后険です。 

(タイヤ交換一229ベージ） 


巧下に強い衝撃を感じたとき 

車体の床下に強い衝撃を感じたときは、 
すく'に安全な場所に車を停車し、下回り 
を点おして < ださい。 

ブしーキミ夜や燃料の漏れ、損傷など巧見 
つ巧った場合はそのまま運転すると思わ 
め事故につな巧るおそれ巧あります。3 
/りレ販売店で点おを受けて <ださい。 


いつもと違うとき 

地面 I こミ由や液の漏れたあと巧残つている 
ときや、異臭、異音、振動などじ気付し、 
たときは、車に異常のおそれなあります。 
このよラなときは、スバル販売店で点検 
を受けて < ださし、。 
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化読！ _ドライパーのみなさまへ 

こんなときは 


車両の火災につながるおそれ 
があるため、下記の点にま意 
をしてください 

•車内（特にインストルベントパネル 
の上など） I こ、ライターなどの発义物 
や炭酸飲料を置なないで<だちい。車 
内巧高温 I こなり义災や爆発につなびる 
おそれ巧あり后険です。 

• ライターを車内（ブ□ーブボックス 
内など） I こ放置したまま I こしないで< 
だちい。荷物を押し込んだときや、シ 
ートを動巧したとき I こ、ライターの操 
作部巧誤作動し、义災になるおそれ巧 
あり后険です。 



•ウインドウガラス I こは吸盤を付けな 
し、で<ださい。また、インストルイン 
トパネルの上 I こ芳香剤などの容器を 
置なないで<ださい。吸盤や容器巧し 
ンブのはた己きをして、义災じなるお 
それ巧あり后険です。 



• シルバーを などの金属熏着フイルムを 
曲面ガラスに貼った盾合は、ドアやウ 
インドウガラスを開けたまま放置し 
ないで<ださい。ドアやウインドウ 
ガラ:::^を開けたまま放置すると、直射 
日光巧曲面ガラスの内側に反射し、し 
ンブのはた己きをして、义災じなるお 
それ巧あり后険です。 


LUCRA L455F-0000051 -0007592, L465F-0000051 -0002059 


37 




化読！ドライバーのみなさまへ 

こんなときは 


こんな点にもま意をしてくだ 
さぃ_ 

• が天下での駐車は高温じなりますので、 
ベガネなどを車内に放置したり、小物 
入れなど I こ入れたまま I こしないで<だ 
ちい。お天下では車内巧高温になるた 
め、しッブやフしーム、耐熱性の低い 
物は、変お-ひけ割れを起こすことが 
あります。 

• 車内のスイッチ I こ飲み物などをこぽし 
たり、雨水など巧なな己ないよラを意 
して<だちし、。インストルベントパ 
ネルやドアなどにあるスイ、ソチになな 
ると、巧障の原因となったり、車両义 
お I こつな巧るおそれなあり后険です。 
万一、スイッチ I こ飲み物、雨水などが 
ななった場合は、すみや巧にスバル販 
売店にご相談 < ださい。 

•イツストルベントパネルの上 I こ物を 
置いたまま走行しないで<ださい。運 
転者の視界をちまたげたり、発進時や 
走行時 I こ動いて思わめ事故につな好る 
おそれ巧あります。 

•運転ちは"ンブフリーし乂か①自動車 
電話や携帯電話などを走行中に使用し 
ないで<ださい。思わめ事® I こつな巧 
るおそれげあります。 

•運転者は走行中、テしビを見たり、力 
ーナビヴーシヨンを操作しないで< 
だちい。思わめ事巧じつなびるおそれ 
巧あります。 

•リわシートの調整および収納が態巧 
白元に戻したときはむす□ック巧なな 
ったことをお認して<だちい。□ック 
行行 巧っていないが態での走行は思わ 
め事®につな巧るおそれ巧あります。 


• タイわは4輪とち指定サイブで、同一 
ヴイブ、同ーベーカー、同一銘柄およ 
ぴ同ートしツドパターン（溝模様） 
①物を装着して < ださい。 

• 摩耗差の著しいタイわは使用しないで 
<ださい。 


ま止めなどにま意をしてくだ 
さぃ_ 

下記のよラな場合には、スポイラー、大 
型バンパーなどを損傷するおそれ巧あり 
ますので、十分にミち意して<ださい。 

• 車止めのある場巧への駐車 
• 路肩に沿っての駐車 
• 路肩など段差のある場所への乗り降り 
• 凹凸やわだちのある道路の走行 
• <ぼみ（巧）のある場巧の通過 
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まを装備 

車を運面するラえで乗員のままを巧護するための 
装備について説明しています。 



■シ ー h ■ ABS 

正しい運転姿勢-42 ABS 正 BD 付）-69 

フ□ントシー!-43 

I 」わシ ー I -4已 

シートアしンジ-50 

ISO 円 X 巧府 SO FIX 固定バ ー & 

テザーアンカ-51 

■ シートベルト 

正しし、着用- 

3点式 ELR シートベル!- 

プリ テンシヨナー & 巧を□-ド 
I 」呈'リター機構付シートベルト 
シートベルトによる 
チわイルドシートの取り付け 


■ SRS エアバッグ 

SRS エアパツグ -62 

SRS エアパツグ警告む -68 


SRS エアバッグ ] ンピユータ -68 


55 

57 

59 
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シ—卜 


正しい運転姿敦 


安全な運起操作を巧ラため、正しい運賠 
資勢が取れるよラに、下記のことじ注意 
してシートを調整してくださし、。 

• ペダル類げ十分に踏み化めること 
•背当てな5背中を離すことなく、/\ン 
ドル操作が'できること 
•シートベルトげ正しく着用できるこ 
と 

•ヘッドしスト中央の高さが曰の後ち 
じなること 



A 警告 _ 

• 走行中は運転席シートの調整を絶巧に 
しないでください。シートが突が動 
き、運転を誤り思わぬ事故につながる 
おそれがあります。 

• シートを必要上に倒して走行しない 
でください。シートベルトの性能が 
発揮されません。正しい運転姿勢を取 
りましょう。 

• 背当てと背中の間にクッションなどを 
入れないでください。正しい姿勢が取 
れないばかりか、衝突したときシート 
ベルトなどの拘束保護装置の効果が十 
分に発揮されず重大な傷害を受けるお 
それがあり危険です。 

( シートベルトー 55 ぺージ ) 


A 注意 _ 

• シートを調整するときは同乗者や荷物 
に当てないように注意してください。 
同乗者がけがをしたり、荷物をこわし 
たりするおそれがあります。 

•シートの調整は、指や手を挟まないよ 
うに十分に注意して巧ってください。 

•シートを調整しているときは、シート 
の下や動いている部分に手を近付けな 
いでください。おや手を挟みけがをす 
るおそれがあります。 
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をを装偏 


齒 



シートスライド調整 


▼ 調整を巧ラ前 I こ 

A 警告 _ 

•スライド調整は必ず運転前に行い、調 
整後はシートを前後に軽くゆすり、シ 
-卜が確実に固定されたことを確認し 
てください。シートが固定されていな 
いとシートが動き思わめ事故につなが 
るおそれがあります。 


▼調整ちを 

シート下のスライドしバーを引き上げな 
巧己、前後 I こシートをスライドします。 



リクライニング調整 

▼ 調整を巧ラ前に 

A 警告 _ 

• リクライニング調整は必ず運転前に行 
い、調整後は背当てを磨くゆすり、背 
当てが確実に固定されたことを確認し 
てください。背当てが固定されていな 
いと走行中に背当てが動き思わめ事故 

_につながるおそれがあります。_ 

▼調整方ま 

リクライニングしバーを引き上げな巧己 
背当ての角度を調整します。 



A 注意 _ 

• リクライニングレバーを引き上げる 
ときは背当てにあまリカをかけないで 
ください。背当てに強い力がかかって 
いると急に背当てが倒れ、けがをする 
おそれがあります。 


▼背当てを元に戻すときは 

A 注意 _ 

• 背当てが急に戻るおそれがありますの 
で、必ず背当てを手で押さえながら操 
作してください。 
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ヘッドレストの調整 

▼ 調碧を巧ラ前 I こ 

A 警告 _ 

■ヘッドレストを外した状態で走行し 
ないでください。衝突時などに重大な 
傷害を受けるおそれがあり危険です。 
走行前に必ず取り付け、ヘッドレス 
卜中央が耳の後方になるように高さを 
調整してください。 

■ヘッドレストを前後をに取り付けな 
いでください。いざというとき、効ま 

_を発揮しません。_ 

▼調舊ちま 

そのまま持ち上げて調整します。 

下げるときは固定解除ボタッを押しな巧 
5「カチッ」といラ音巧する位置で固定 
して < ださし、。 

取り外すときは固定解除ボタンを押しな 
巧己引き抜きます。 



挂申占席シートリノター 

シー ト全体の高さ調整を巧ラこと巧でき 
ます。 

▼ 操作を巧ラ前に 

A 警告 _ 

• 調整は必ず運転前に巧ってください。 
走行中に調整を行うと思わぬ事故につ 

_ながるおそれがあります。_ 

▼調整方法 

シートリフターしパ'一を引き上げるご 
とじシート全体げ上昇し、押し下げるご 
とじシート全体げ下降します。 
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アーム レスト 

オプション/グレード別装備 
▼ 使用方ま 

前に倒して使用します。 



fe アドバイス _ 

• シートのリクライニング調整やスライ 
ド調整を行うと、アームレストも同 
時に動きます。 


ヤシ—卜 


A 注意 _ 

•荷室には人を乗せないでください。人 
が乗る構造になっていないため、急ブ 
レーキ時などに思わぬ事故につながる 
おそれがあります。 

•荷物はフロントシートの背当てより 
高く積まないでください。後方視界の 
さまたげになるだけでなく、急ブレー 
キ時などに前方に荷物が投げ出される 
おそれがあります。 



醒 L 侃卜麵。日 1 ~瞧 92 丄 46 日卜。醒卜誦 59 < 5 么 













シートスライド調整 

▼ 調整を巧ラ前に 

A 注意 _ 

• スライド調整は必ず停車中に行い、調 
整後はシートを前後に超くゆすり、シ 
-卜が確実に固定されたことを確認し 
てください。シートが固定されていな 
いと走行中にシートが動き思わぬ事故 
につながるおそれがあります。 

•リッド（フタ）はリヤシートと連動 
して動きます。リヤシートのスライ 
ド調整をするときは、下記のことにま 
意してください。 

.カーゴルームで作業している人が、 
手を挟むおそれがあるので注意してく 
ださい。 

•リツド（フタ）に置いた荷物が倒れる 
おそれがあるのでミ主意してください。 



▼調整方法 

シート下の又ライドしバーを引き上げな 
巧ら、 前後じシートをスライドします。 



fe アドバイス _ 

•シートをスライドさせるとき、左右両 
側のシートが一体で動きます。 
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リクライニング調整 

▼ 調整を巧ラ前に 

A 注意 _ 

• リクライニング調整は必ず停車中に巧 
い、調整後は背当てを軽くゆすり、背 
当てが確実に固定されたことを確認し 
てください。背当てが固定されていな 
いと走行中に背当てが動き思わぬ事故 
につながるおそれがあります。 


▼調整方ま 

リクライニングしバ'一を引きなげ5、背 
当ての角度を調整します。 



A 注意 _ 

• リクライニングレバーを引き上げる 
ときは背当てにあまリカをかけないで 
ください。背当てに強い力がかかって 
いると急に背当てが倒れ、けがをする 
おそれがあります。 


▼背当てを元に戻すときは 

A ま意 _ 

• 背当てが急に戻るおそれがありますの 
で、必ず背当てを手で押さえながら操 
作してください。 


ヘッドレストの取りかし 

▼ 操作を巧ラ前に 

A 警告 _ 

• リヤシートに人を乗せるときは、へ 
ッドレストを外したまま、または下 
げた状態のまま走行しないでくださ 
い。衝突時などに、首に大きな衝撃が 
加わり、重大な傷害を受けるおそれが 
あり危険です。ヘッドレストは必ず 
上げた状態で使用してください。 
•ヘッドレストを前後逆に取り付けな 
いでください。いざというとき、効果 

_を発揮しません。_ 

▼ 操作方法 

取り外すときは、固定解除ボタンを押し 
なげ5引き抜きます。取り付けるときは、 
「カチ、ソ」という音好'する位置で固定し 
てくださし、。 



fe アドバイス _ 

• 左右独立してリクライニング調整する 
ことができます。 


LUCRA L455F-0000051 〜 0007592, L465F-0000051 〜0002059 


47 


























背当ての前倒し 

UP シートを操作することで、カーゴ 
ルームを広<することができます。 

▼ 操作を巧ラ前 I こ 

A 警告 _ 

• 走行中はシートの操作を巧わないでく 
ださい。ブレーキをかけたときや衝突 
したときなどに、生命にかかわる重大 
な傷害を受けるおそれがありを険で 
す。 


A 注意 _ 

•シートを操作するとき、または元に戻 
すときは、手や足などを挟まないよう 
にま意してください。 

•背当てを前に倒すときは、背当てが急 
に倒れるおそれがあります。必ず背当 
てを手で押さえながら操作してくださ 
い。 

•倒した背当ての上、または荷室に人を 
乗せて走巧しないでください。急ブレ 
ーキ時など体が固定されず危険です。 


fe アドバイス _ 

•背当てを倒すとき、または倒した背当 
てを元に戻すときは、シートベルト 
がシートにかみ込むことを防ぐため 
に、必ず格納ホルダーにシートベル 
卜をかけてから操作してください。 


▼ 操作方法 

I 巧み逊み防止のため、格納ホルダー 
じシートベルトをなけます。 



2各リクライニングしパーを引きな巧 
5背当てを前 I こ倒します。 



48 


LUCRA L 455 F -0000051 〜0007592, L 465 F -0000051 〜0002059 




















▼ 元 I こ戻すときは 
背当てを引き起こします。 

A ま意 _ 

• 背 当てが確実に固定されたことを確認 
してください。 背 当てが固定されてい 
ないと、走行中に 背 当てが動き思わめ 
けがをするおそれがあります。 


アーム レスト 

オプション/グレード別装備 
▼ 使巧ち法 

前 I こ倒して使用します。 



堅アドバイス _ 

• シートのリクライニング調整やスライ 
ド調整を行うと、アームレストも同 
時に動きます。 
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▼ 操作を巧ラ前に 

A 警告 _ 

• 走行中はシートの操作を行わないでく 
ださい。ブレーキをかけたときや衝突 
したときなどに、生命にかかわる重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 


A ま意 _ 

•ソフトフラットシートにした状態で 
人を乗せたまま走行しないでくださ 
い。急ブレーキ時など体が固定されず 
危険です。 

•ソフトフラットシートにした状態 
で、シートの上を動き回ったりしない 
でください。 

•シートの上を移動するときは、足を踏 
み外すおそれがあり危険です。シート 
の中央を踏んでゆっくり移動してくだ 
さい。 

•ソフトフラットシート状態はを全な 
場所にまを止めて化息するときに使用 
してください。 


▼ 操作方ま 

/. リわシートのヘッドしストを一番 
下の位置にします。 

之リわシートをを方いっぱいまでスラ 
イドちせます。 

3 . リわシートの背当てを倒します。 

4 . フ□ントシートのへ'ソドしストを 
外します。 

5 . フ□ントシートを前方いっぱいまで 
スライドちせます。 

6 . フ□ントシートの背当てを I 」わシ 
-卜のクッシヨンと同じ高ち I こなる 
まで倒します。 



▼ 元に戻すときは 

逆の手順で操作して < ださい。 
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にぴ円 X 対応 
に0 FIX 固定バ ー& 
テザーアンカー 


〇リヤシート 

ISO FIX 巧励 so 円 X 固定バ ー& テザーア 
ツカー巧応のチゎイルドシートを取りが 
けるための ISO 円 X 巧応 ISO FIX 固定バ ー& 
テザーアンカー巧装備ちれています。 

この ISO FIX 巧応吃0 FIX 固定バ ー& テザー 
アンカーには、この車専苗の道路運送車 
両①保ま基準に適合するチゎイルドシー 
卜眼〇 FIX 巧応吃0円 X 固定バ ー& テヴー 
ァンカー巧応①スバル純正チゎイルド シ 
-卜）のみ取り付けることヴできます。 
詳し <はスバル目反売店にご相談 <ださい。 
堅アドバイス _ 

•シートベルトで固定するタイプのチ 
ャイルドシートの取り付け方法とは 
異なります。 

(シートベルトによるチャイルドシート 
の取り付け一60ぺージ ） 


▼ 取り付け方る 

1 . ISO FIX 巧応 ISO 円 X 固定/ T - &テヴー 
ァンカーの位置を確認し ます。 



之リわシートのヘッドしストを最上 
段にします。 

3 . 適合するチゎイルドシートの取り付 
け金具を ISO FIX 巧脑 so FIX 固定バー 
&テザーアンカーに連結して取り付 
けます。（取り付けちまは、商品じ 
付属の取扱説明書をよ<読んで<だ 
ちい。） 

4 . 取り付けたチゎイルドシートを軽< 
ゆすり、確実じ取り付け5れている 
ことを確認します。 


International Organiza 甘 on for 
Standardization ( 国際標準化機構）の田各 
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チャイルドシート取り付け時の 
ンート lii 置 

この取 U 巧い要領はこ①車専田です。 
ほヴ①車種には適用ちれません。 

▼チゎイルドシートを前向き I こ取りがける場 

公 

/. I 」わシートを一番後ろの位置にしま 
す。 

2 . フ□ントシートの後端巧 tz ンター 
ピラー後側 (A 部）より前 I こなるよ 
ラにフ□ントシートのシートスラ 
イド位置-リクライニング位置を調 
整します。 


センターピラー A 



センターピラー A 



fe アドバイス _ 

•正しい運転姿勢を確保するため、運転 
席シートの後端がセンターピラー後 
側（前図 A 部）より後ろになる場合 
は、運転席シート後方にに0 FIX 対応チ 
ヤイルドシートを取り付けることが 
できません。助手席シート後方に取り 
付けてください。 

(正しい運転姿勢一42ぺージ) 
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▼チゎイルドシートをを S 向きに取り付ける 
揚合 

チゎイルドシートを取り付けたあと、チ 
ゎイルドシート前部とフ□ントシート 
のヘッドしスト、または背当てな接する 
よラじ、フ□ントシートの前後位置•リ 
クライニングおよひ'リわシートの前後位 
置を調整して < ださい。 



A 警告 _ 

•シート位置の決定後は、シートを動か 
さないでください。衝突したときなど 
に重大な傷害を受けるおそれがあり危 
険です。 

•取り付け、取り外し要領は、チャイル 
ドシートに付属の取扱説明書をよく 
読んで、確実に取り付けてください。 

•チャイルドシートを取り付けるとき 
は 、 ISO FIX 巧応に0 FIX 固定バ ー& テザ 
-アンカー周辺に異物がないこと、 
シートベルトなどのかみ込みがない 
ことを確認してください。 

異物やシートベルトなどをかみ込む 
とチャイルドシートが固定されず、 
衝突したときなどに重大な傷害を受け 
るおそれがあり危険です。 


A 警告 _ 

•チャイルドシートを取り付けるとき 
は、リヤシートのヘッドレストを最 
上段にしてから、テザーアンカーに 
固定してください。ヘッドレストを 
下げたままだと、テザーベルトがへ 
ッドレストに当たってたるみ、衝突 
したときなどにチャイルドシートが 
動いて重大な傷害を受けるおそれがあ 
り危険です。 



•チャイルドシートを取り外したまま 
室内に放置すると、ブレーキをかけた 
ときなどに人や物に当たるなどして、 
思わぬ事故につながるおそれがあり危 
険です。 
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齒寶 f - 

堅アドバイス _ 

•チャイルドシートをリヤシートの運 
転席側に取り付けたときに、正しい運 
転姿勢が確保できない場合は、リヤ 
シートの助手席側に取り付けてくださ 
い。 

(正しい運転姿勢一42ぺージ) 

•チャイルドシートを長時間使用しな 
い場合は、荷室に収納するか、車両か 
ら外して保管してください。シートに 
取り付けたままにしておくと、シート 
が変色したり、型くずれするおそれが 
あります。 
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をを装偏 C 7) 

シートベルト^^ 


シートベルト 


正しい着用 


運転着は車を運転する前に、下記のこと 
にミち意してシートベルトを着巧し、应す' 
同乗者じち着用ちだて<ださい。シート 
ベルトは正し <着用しないと効果が半減 
したり、ち険な場合ヴあります。 

シートベルトの使用方まを十分に理解し、 
正しい取り扱いかたを身に巧けて<だち 
し、。 



• シートを調整し、上がを起こし深<腰 
かけて座ること 

•シートベルトにねじれヴないこと 
•シートベルトヴ肩に十分ななってい 
ること、また化す腰骨のできるだけ低 
い位置じ密着ちせること 


A 警告 _ 

•シートベルトの着用は腹部をさけ、 
必ず腰骨の位置にしてください。衝突 
したときなどに腹部に強い圧迫を受 
け、シートベルトによりけがをする 
おそれがあります。 

•シートベルトの肩にかかる部分を脇 
の下に a して着用しないでください。 
シートベルトが肩に十分かかってい 
ないと衝突したときなどに体が前方に 
投げ出されるおそれがあります。 

•シートベルトの経路をさまたげる荷 
物の積みかたはしないでください。衝 
突したときなどに効まが十分発揮され 
ません。 



• リヤシートベルトの格納ホルダーは 
背当てを前に倒したときにシートべ 
ルトを固定するための物です。シート 
ベルト着用時には格納ホルダーからか 
して使用してください。 


醒 L 侃卜麵。日 1 ~瞧 92 丄 46 日卜。醒卜誦 59 $ 5 么 


















に 71 巧を装偏 
^シートベルト 


A 警告 _ 

• 1人で座ることのできない乳幼児の場 
合はスバル純正のチャイルドシート 
(ベビーシート）（別売）を使用し 
てください。大人がシートベルトを 
してから抱くことは絶対にしないでく 
ださい。衝突時などインストルメント 
パネルやフロントシートの背当てと 
の間に押しつぶされるおそれがありま 
す。 

•お子さまもシートベルトを着用させ 
てください。ただし、シートベルト 
が首やあごに当たる場合や腰骨にかか 
らないような体の小さなお子さまの場 
合は、衝突したときなど強い圧迫を受 
け、シートベルトによりけがをする 
おそれがあります。 

スバル純正のチャイルドシート（別 
売）を使用してください。 

•妊娠中の方もシートベルトを着用し 
てください。ただし、万一のとき腹部 
などに強い圧迫を受けるおそれがあり 
ますので、シートベルトの着用につ 
いては、医師に相談のうえ、を意事項 
を確認してください。 

•腰ベルトは、必ず腰骨のできるだけほ 
い位置、お腹の膨らみの下に密着させ 
て着用してください。腰ベルトが腰骨 
からずれていると、衝突したときなど 
に腹部に強い圧迫を受け、けがをする 
おそれがあります。 

•肩ベルトは、お腹の膨らみをさけ必ず 
胸部に着用してください。肩ベルトを 
腹部にかけていると衝突したときなど 
に、腹部に強い圧迫を受け、けがをす 
るおそれがあります。 


A 警告 _ 

♦シートベルトは1人用です。2人上 
で1本のシートベルトを使用しない 
でください。衝突時にシートベルト 
が正常に動かず、けがをするおそれが 
あります。 



• シートの背当てを必要 1 U 上に倒して走 
巧しないでください。衝突時に体がシ 
ートベルトの下にもぐり、ベルトが 
腰骨にかからず腹部にかかることにな 
り、シートベルトによりけがをする 
おそれがあります。 

• ハンドルやメーターに必要上に近付 
いて運転しないでください。衝突した 
ときなどシートベルトの効果が発揮 
されません。 

♦シートベルト使用時、洗濯ばさみや 
クリップなどでたるみをつけないでく 
ださい。衝突時など劾果を発揮しなく 
なります。 
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まを装備に 7) 
シートベルト^^ 


A 警告 _ 

• シートベルトが巧れた場合は中性洗 
剤を使用してください。ベンジンなど 
の有機溶剤を使用すると、シートべ 
ルトの性能が落ち、十分な効果を発揮 
できません。同様にシートベルトの 
脱色や染色もやめてください。 

•シートベルトを着用した状態で万一 
事故にあった場合は、スバル販売店で 
シートベル!-一式を交換してくださ 
い。シートベルト自体が損傷してい 
る場合があり、性能を十分発揮できな 
いおそれがあります。 

•常にシートベルトにほつれや、擦り 
切れなどの異常がないかを点検してく 
ださい。異常がある状態で使用をする 
と衝突時に正常にはたらかず、性能を 
十分発揮できないおそれがありますの 
で、スバル販売店で交換してくださ 
い。 

• バックルや巻き取り装置の内部に異物 
などを入れないようにしてください。 
また、シートベルトの改造や取り付 
け、取り外しをしないでください。衝 
突時に十分な効果を発揮できないおそ 
れがあります。 



3点式 ELR シー 


長ち調整の必要はあ U ません。通常は体 
の動きに合わせて伸縮しますが、緊急時 
には□ックし、体を固定します。 


▼着用するとき 

/. 正しい運転姿勢巧取れる位置にシー 
卜を調整します。 

之プしートをつなんでゆつ < り引き止! 
し、ベルト好む!じれていないことを 
確認したのち、バックんの中 I こプし 
ートを「カチッ」と音けするまで差 
し込みます。 



A 警告 _ 

• 3 点式 ELR シートベルトは、脇の下に 
通して着用しないでください。ベルト 
が十分肩にかかっていないと十分な効 
果を発揮しません。 


A 注意 _ 

•プレートを差し込むとき、プレートで 
バックルを無理にこじらないでくださ 
い。 


LUCRA L 455 F -0000051 〜0007592, L 465 F -0000051 〜0002059 


57 














に 71 巧を装偏 

^シートベルト 


堅アドバイス _ 

• ベルトがロックし引き出せない場合 
は、ベルトをゆるめてからゆっくり引 
き出してください。それでも引き出せ 
ない場合は、一度ベルトを強く引いて 
からベルトをゆるめ、もう一度ゆっく 
り引き出してください。 

•運転席シートベルトは、シートベル 
卜を着用していない状態（警告灯が点 
滅状態）で、約 20 km / hJU 上で走行す 
ると、ブザーが約2分間鳴ります。 

(シートベルト警告■な 
一123ぺージ） 

5腰部ベルトは化す'腰骨のできるだけ 
化い位置に巧なるよラ I こし、肩部べ 
ルトを引いて腰部に密着ちせます。 



▼ かすとき 

バックルのボタンを押します。ベルトは 
自動的に収納ちれますので、ねじれや引 
つななりなど巧ないなをお認します。 



ンヨ J レター/ンヤ乂夕一 

シー ト ベルトガ肩に十分ななるよラに、 
シートベルトの高さを調整すること巧で 
ぎます。 

シートベルトガ首に当たったり、肩な5 
外れて腕にななってしまラときに使用し 
ます。 

▼シートベルトを下げるとき 
/. y ブの側面をつまみなな白引き、 □ 
ックを解除します。 

之シートベルトを「カチ、ソ」といラ音 
巧する位置まで下げます。 

▼シートベルトを上げるとき 
/. y ブの側面をつまみなな白引き、 □ 
ックを解除します。 

之シートべん卜を「カチ、ソ」といラ音 
巧する位置まで上げます。 



堅アドバイス _ 

•4 段階に調整できますので、最適な位 
置で固定してください。 
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をを装備 C 71 
シートベルト^^ 


プリテンシヨナ ー& 

可変□-ドリミッター機構付 
シートベルト 


〇フロントシート 

A 警告 _ 

•プリテンシヨナ ー& 可変口ードリミッ 
ター機構付シートベルトは絶巧に取 
り外さないでください。また、分解、 
改造もしないでください。 

• 下記のような場合は必ずスバル販売店 
にご相談ください。お客様自身で行う 
と、プリテンシヨナー機構が思いがけ 
なく作動するおそれがあるほか、故障 
や思わめ事故につながるおそれがあり 
ます。 

•車両前部を修理するとき 
.無線機を取り付けるとき 
• 廃車にするとき 


プリテンシヨナー機構 

前ちな5の強い衝撃を受けるとプリテン 
シヨナー機構ヴ作動し、シートベルトを 
瞬時に引き化み、上がをシートにしっけ 
U と固定してシートベルトや SRS エアバ 
ツグの効果をいっそラ高めます。 

A ま意 _ 

•プリテンシヨナー機構付シートベル 
卜は一度作動すると再使用できませ 
ん。最寄りのスバル販売店で交換して 
ください。 


fe アドバイス _ 

•プリテンシ ヨナー 機構はシートベル 
卜を着用していなくても前方からの強 
い衝撃を受けると作動します。 


可変□-ドリミッター機構 

前ちな5の強い衝撃を受けた場合、シー 
トベルトじある一定①窗重巧かなつ 
たときに作動し、それじ1上荷重ガなな5 
ないよラにする機構で、乗員の胸に加わ 
る力を減少ちだます。 

A ま意 _ 

•可変口ードリミッター機構付シート 
ベルトは一度作動するとち使用できま 
せん。最寄りのスバル販売店で交換し 
てください。 


醒 L 侃卜麵。日 1 ~瞧 92 丄 46 日卜。醒卜誦 59 $ 9 么 














に 71 巧を装偏 

^シートベルト 


シートベルトによる 
チャイルドシートの取り付け 


▼チゎイルドシートを取り付ける前に 

A 警告 _ 

•チャイルドシートは様々なタイプの 
物があります。取り付け要領はタイプ 
により異なりますので、必ず十分に確 
認したうえで取り付けを巧ってくださ 
い。万一のとき効果を発揮しないおそ 
れがあります。 

•お子さまをシートベルトで遊ばせな 
いでください。万ーシートベルトが 
首に巻き付いた場合、窒息などの重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 

誤ってそのような状態になってしま 
い、シートベルトのバックルも外せ 
ない場合は、はさみなどでシートべ 
J レトを切断してください。 


A 注意 _ 

♦標準装備のシートベルトは大人用で 
す。肩ベルトに首がかかるような小さ 
なお子さまにはシートベルトの着用 
はさけ、スバル純正のお子さま専用シ 
ートの使用をおすすめします。取り付 
けはお子さま専用シートに付属の取扱 
説明書をよく読んで、確実に取り付け 
てください。 

•シートベルトに損傷をあたえないよ 
う、取り付けにあたっては十分注意し 
てくださし、。 


fe アドバイス _ 

•満6歳未満のお子さまは、お子さま専 
用シート（チャイルドシート）の着 
用が法律で義務付けられています。 
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をを装備 C 71 

シートベルト^^ 


▼チゎイルドシート>の取りがけなた 
/. チゎイルドシートを I 」わシートに 
置きます。 

2 . プしートをつなん/でゆつ< り引き出 
し、べん h 巧〇じれていないことを 
確認してけ5、チわイ ■) レドシートの 
中に通します。 



3 . バックルの中 I こプしートを「カチ 
、ソ」と音巧するまで差し込みます。 

A 注意 _ 

•プレートを差し込むとき、プレートで 
バックルを無理にこじらないでくださ 
い。 


4 . チゎイルドシートにシートベルト 
の固定装置好'付いていない揚含は、 
□、ソキンブクリップを使用して固定 
します。 



fe アドバイス 


• ロッキングクリップの取り付けは、 
お子さまき用シートに付属の取扱説明 
書をよく読んで、確実に取り付けてく 
ださい。 

また、ロッキングクリップの購入に 
ついては、スバル販売店にご相談くだ 
さい。 


5 . チゎイルドシートを軽<ゆすり、お 
実じ固をちれていることを確認して 
<ださい。 

A ま意 _ 

•チャイルドシートを固定したあと、 
シートペルトでチャイルドシートが 
ロックされていることを必ず確認して 
ください。万一のとき効果を発揮しな 
いおそれがあります。 


* イラストは説明のための物であり、実際のチ 
わイルドシートの形がとは異なります。 


LUCRA L 455 F -0000051 〜0007592, L 465 F -0000051 〜0002059 


61 









巧を装偏 _ 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグ 



SRS エアバッグは、車両前ちな己の強い 
衝撃により、 tz ンサーが一定上の衝撃 
(重大な危害がおよぶよラな強い衝擊） 
を感知すると瞬時に膨5みます。 


運転席 SRS エアバッグ 


シートベルトで体を拘束するはた己きヒ 
併せて、運転者の頭や胸への衝撃をやわ 
5げる装置です。 



シートベルトで体を拘束するはた己きヒ 
併だて、助手席同乗者の頭や胸への衝撃 
をやわ己げる装置です。 



A 警告 _ 

•シートベルトは必ず着用してくださ 
い。 SRS エアバッグはシートベルトと 
併用して効果が出る装置でシートべ 
ルトの代わりではありません。 

•シートベルトを正しく着用してくだ 
さい。シートベルトを着用していな 
いと、急ブレーキなどで放り出される 
と同時に SRS エアバッグが膨らんだ場 
合、強い衝撃を受けを険です。 

(正しい着用一55ぺージ) 

• シートを正しい位置に調整してくださ 
い。シートを正しい位置に調整しない 
と、 SRS エアバッグの効まを発揮させ 
ることができず、衝突したときなど重 
大な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 

• 正しい姿勢でシートに座ってくださ 
い。正しい姿勢で座らないと SRS エア 
バッグの効まを発揮させることができ 
ません。また、運転席 SRS エアバッグ 
はハンドルに近付きすぎると、 SRS エ 
アバッグが膨らんだときに重大な傷害 
を受けるおそれがあります。 

•ハンドル、インストルメントパネル 
は、絶対に取り外したり、分解しない 
でください。また、強い衝撃もあたえ 
ないでください。いざというときに作 
動しないおそれがあります。 


* Supplemental Restraint System (ヴプリべツタ 
ルしストしイントシステム）①略で、乗員 
保護巧助装置の意巧です。 

62 


LUCRA L 455 F -0000051 -0007592, L 465 F -0000051 -0002059 






























をを装偏に 

SRS エアバッグ(苗 


A 警告 _ 

■ SRS エアバッグは、絶巧に改造や分解 
をしないでください。 

■ SRS エアバッグが膨らんだあとに、そ 
の構成部品に触れないでください。非 
常に熱くなっているのでやけどをする 
おそれがあります。 

• 助手席 SRS エアバッグについては必ず 
下記のミ主意事項をお守りください。 

•シートの前端に座ったり、インストル 
メントパネルにもたれかかったりし 
ないでください。また、お子さまをイ 
ンストルメントパネルの前に立たせ 
たり、ひざの上に抱いたりしないでく 
ださい。 

巧手席 SRS エアバッグは瞬時に車室内 
に大きく膨らみますので、 SRS エアパ 
ッグが膨らんだときの強 L N 衝撃で重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 



A 警告 _ 

•お子さまはリヤシートに座らせて、 
必ずシートベルトを着用させてくだ 
さい。 

•シートベルトを正しく着用できない 
小さなお子さまは、チャイルドシー 
卜をリヤシートに装着して使用して 
ください。 

•助!手席にチャイルドシート（ベビー 
シート）を取り付けたり、チャイルド 
シートを後ろ向きに取り付けないでく 
ださい。チャイルドシートの背面 
が、 SRS エアバッグに近すぎるため、 
SRS エアバッグが膨らんだときの強い 
衝撃で重大な傷害を受けるおそれがあ 
り危険です。 



醒 L 侃卜圓日1~瞧92丄46日卜。醒卜誦59 63么 




























巧を装偏 _ 

SRS エアバッグ 


A 警告 _ 

•チャイルドシートの取り付け可否に 
ついては、必ずチャイルドシートの 
適用条件をご確認ください。 

• SRS エアバッグの展開部にステッカー 
を貝占ったり、 カバーを付けないでくだ 
さい。いざというときにパッド部が開 
かず SRS エアバッグが作動しないおそ 
れがあります。 

•インストルメントパネルの上にジュ 
-スや物を置かないでください。 SRS 
エアバッグが膨らむときの衝撃でけが 
をするおそれがあります。 



開部は、強くたたくなど過度の力を加 
えないでください。 

SRS エアバッグが正常に作動しなくな 
るなどして、重大な傷害を受けるおそ 
れがあり危険です。 


A 警告 _ 

• SRS エアバッグの効力を十分に発揮さ 
せるため、下記の事項を必ず守ってく 
ださい。 

• サスペンションを改造しないでくださ 
い。ま高が変わったり、サスペンショ 
ンの硬さが変わると SRS エアバッグの 
誤作動につながるおそれがあります。 

•車両前部にグリルガードなどを装着 
する場合は、最寄りのスバル販売店に 
ご相談ください。 

•巧線機の電波などは、 SRS エアバッグ 
を作動させるコンピューターに悪影響 
をあたえるおそれがありますので、無 
線機などを取り付けるときは、スバル 
P お売店にご相談ください。 

• SRS エアバッグは非常に速いま度で膨 
らむため、 SRS エアバッグとの接触に 
よりすり傷、やけど、巧撲などを受け 
ることがあります。 
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をを装偏に 

SRS エアバッグ(苗 


A ま意 _ 

• SRS エアバッグが作動すると作動音と 
ともに白い煙のようなガスが発生しま 
すが、火災ではありません。このガス 
を吸うと、喘息などの呼吸器をを患っ 
た経緯のある方は、呼吸がましくなる 
ことがあります。 

この場合は、乗員がま外に出てもを全 
であることを確認して、車外に出てく 
ださい。なお、車外に出ることができ 
ない場合は、窓やドアを開けて新鮮な 
空気を入れてください。 

また、 SRS エアバッグ作動時の残留物 
(カスなど）が目や皮膚に付着したと 
きは、できるだけ早く水で洗い流して 
ください。巧膚のおい方は、まれに巧 
膚を刺激する場合があります。 

• 衝突時などに助手席 SRS エアバッグが 
膨らむことによって、車両のフロント 
ウインドゥガラスが破損することが 
あります。 

• SRS エアバッグは一度作動すると再使 
用できません。必ずスバル販売店で交 
換してください。 


A ま意 _ 

• 下記のような場合は必ずスバル販売店 
にご相談ください。 

お客様自身で行うと、 SRS エアバッグ 
が思いがけなく作動し、故障や思わぬ 
事故につながるおそれがあります。 

• ハンドルを取り外すとき 
• ま両前部を修理するとき 
• 車や SRS エアバッグを廃童するときは 
必ずスバル販売店にご相談ください。 
SRS エアバッグが思いがけず作動し、 
けがをするおそれがあります。 

• SRS エア バッグが収納されているパッ 
卜部に傷が付いていたり、ひび割れが 
あるときは、そのまま使巧せずスバル 
販売店で交換してください。衝突した 
ときなどに SRS エア バッグが正常に作 
動せず、けがをするおそれがありま 
す。 


醒 L 侃卜麵。日1~瞧92丄46日卜。醒卜誦59 65么 






巧を装偏 _ 

SRS エアバッグ 


作動する場合 

SRS エアバッグは車両前ちな5フ[:ット 
バンバーに強い衝撃を受けたとき作動し 
ます。また、同時 I こプリテンシヨナー機 
構ち作動します。 

走巧中じ路面などか 5 車両下部に強い衝 
撃を受けたときは、まれに SRS エアバッ 
ブガ作動することがあります。 

• 高速で縁石などに衝突したとき 


縁石など 



• 深い巧や溝 I こ落ち込んだとき 


深い巧や溝 



• ジわンプして地面に衝突したとき 



作動しない場合 

下記のよラに前ちか己の衝撃好弱い場合 
や、衝撃が車体によ U 十分吸収ちれた場 
合など、車両の損傷が大き<てち作動し 
ないことがあります。 

• コンク1」ートの壁じ約 20 km / ht (下の 
ま度で正面衝突したとき 



• 電柱などポール状の物に正面衝巧した 
とぎ 



• 前方約30 ‘ liLh の角度でコンクリート 
の壁やガードしールなどじ衝突した 
とぎ 
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をを装偏に 

SRS エアバッグ(苗 


• SRS エアバッブ警告む点む時 



•大型トラックの後部荷台下にちく'り込 
んだとき 



下記のよラなときち作動しないことがあ 
り効果を発揮しまだん。 

• 側面や後方巧己衝撃を受けたとき 


• 車両巧横転、転覆したとき 



下記のよラなときは、 SRS エアバッグが 
作動しまだん。 

•エンジン スイッチ巧 " LOCK " 、 
" ACC " の位置のときに衝突したとき 
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巧を装偏 _ 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグ警告な 


ベーター巧に警告ちれます。 

巧 

• エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると点打し、数秒後に消打します。 

• エンジンスイッチが " ON " の位置で、 
下記のシステムに異常がおると点むし 
ます。 

▼ 異甫な'あると点打するシステム 
• SRS エアバッグ 

( SRS エアバッグー62ぺージ） 

• プリテンシヨナー機構 

(プリテンシヨナー機構 
一59ぺージ） 

A ま意 _ 

点口した場合 

• 車両にできるだけショックをあたえず 
に走行し、ただちにスバル販売店で点 
検を受けてください。 


SRS エアバッグ 
コンピューター 


SRS エアバッグを制御する装置です。 



A ま意 _ 

• SRS エアバッグコンピューターは、絶 
巧に取り外したり、分解しないでくだ 
さい。 

SRS エアバッグが誤つて展開したり、 
いざというときに作動しないおそれが 
あります。 

• SRS エアバッグコンピューターには、 
7 j <、 ジュースなどをかけないようにミ主 
意してください。 

• SRS エアバッグコンピューターおよび 
その近くを強くたたいたり、徽つたり 
しないでください。 

• SRS エアバッグが一度作動すると再使 
用できません。スバル販売店で交換し 
てください。 
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ABS 


ABS * ( EBD 付) 


急制動時や滑りやすい路面における制動 
時には、車輪が□ックして方向ま定性と 
操航能力が低下することザあります。 
ABS は、このよラな状況下に発生する車 
輸□ックを防止して操拡能力を確保しよ 
ラとする装置です。 

また、緊急制動時などブしーキペダルザ 
強<踏めすブしーキ性能を十分に発揮で 
きない場合に、運転者のペダル踏力を増 
加ちだて、制動力を確保する下記の装置 
を備えています。 

• ベカニカル2段アシスト機能付 
ブ しー キ 

▼ 团 D 

曰 ectronic Brake force Distribution [電ゴ 
制動力配分制御）の略で、車両の走巧が 
態や積載状態に応じて最適な制動力配分 
を巧ラ機能です。積載時のブしーキの効 
きをお保すること巧できます。 


A ま意 _ 

• ABS を過信しないでください。 ABS が 
作動した状態でも車両の方向を定性や 
操お性の確保には限界があり、思わぬ 
事故につながるおそれがあります。 

• 下記の場合などには ABS の付いていな 
い車両に比べ、制動距離が長くなるこ 
とがあり、事故につながるおそれがあ 
ります。速度を控えて十分に車間距離 
を取ってください。 

•砂利道、新雪路を走行しているとき 
•タイヤチェーンを装着しているとき 
• 道路の継ぎ目などの段差を乗り越える 
とさ 

• 凹凸道などの悪路を走行しているとき 
• タイヤ空気圧が適正空気圧より高いと 
きに荒れた路面を走行したとき 


* ABS は、 Anti-lock Brake System (アンチ□ッ 
クブしーキシステム）の略です。 
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巧を装偏 

ABS 


堅アドバイス _ 

• ほ速（約 lOkm / hJU 下）では、 ABS は 
作動せず、普通のブレーキと同じ作動 
になります。 

•エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると、メーター内の ABS 警告口が点 
なし、数抄後に消‘なします。 

•エンジン始動後に ABS 警告灯が数秒間 
点‘灯しても、その後、消'‘なすれば異常 
ではありません。ただし、同じ現象が 
巧度発生した場合は、スバル販売店で 
点検を受けてください。 

• エンジン始動時や始動後の発進直後に 
エンジン ルー ムから モー ターなどの 
音が聞こえることがあります。これ 
は、システムの作動をチェックしてい 
るときの音で、異常ではありません。 

• 走行中に ABS 警告‘なが点灯した場合、 
通常のブレーキとしての性能は確保さ 
れていますが （ ABS としての作動はし 
ません）、スバル販売店で点検を受け 
てください。 

• ABS の作動中および作動後は、ブレー 
キ ペダルが奥に入り込むことがあり 
ます。また、 ABS が正常に作動してい 
るときは、ブレーキペダルを踏むと 
ペダルがこきざみに動き「カタカタ」 

と作動音がすることがありますが、シ 
ステムの異常ではありません。 

■雨の日にマンホールのふた、橋の継ぎ 
目などの滑りやすい場所でブレーキを 
踏むと ABS が作動しやすくなります。 

•急ブレーキ時は、ブレーキペダルを 
強く踏み続けてください。ブレーキを 
ゆるめると ABS が効まを発揮できませ 
ん。 


fe アドバイス _ 

• 急ブレーキ時にポンピンク' ブ レー キ 4 
はしないでください。ポンピングブ 
レーキをすると制動距離が長くなりま 
す。 


ブしーキぺダんを数回に分けてこきざみに 
踏むブしーキのなけ灯た 
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車を運おずる巧に 

車を運おする前にかまなさ SB の開巧、調壁、点な 
について説巧しています。 


■ 車体各部の開閉_ 

キ-74 

電波式 i 」 t コンドア□ック——7已 

キーしスアク tz ス- 77 

盗難警報装置-85 

ドマの開閉-88 

チゎイ J レドプルーフ- 90 

集中ドア□ック-90 

キー抜ぎ忘れ警告ブヴ-91 

リわヴ ー I -91 

ボンタッ I -93 

フユーエルリッド- 9 已 

ハ°フーウインドウ- 98 


■ 車体各部の調整 


ルーム ミラ -102 

ドアミラ -102 

電動格納式ヒーテッド 

ドアミラ -104 

チ J レトステアリンブ-10日 
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5^ まを運起する前に _ 

™ まな:さがの開閉 


ま巧を部の開巧 


キ— 


キーはエンジンの始動や停止のほかに、 
ドアの施結、瞄錠など車を操作するため 
にな<てはな5ない物です。大切に管理 
して < ださし、。 


電ぷ式リモコンドアロック装着ま 
メインキー スペアキー 




fe アドバイス _ 

• キーはメインキーとスペアキーを用 
意しております。スペアキーは、い 
ざというときのために予備として使用 
してください。 

• メインキーは4枚まで設定すること 
ができます。 


キーレスアクセス装着車 



A 注意 _ 

• メカニカルキーは、必ずアクセスキ 
一に格納しておいてください。アクセ 
スキーは電池の消‘耗などにより、突 
巧使用できなくなることがあります。 
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車を運拓する巧に £r 

まな:さがの開閉^ 


堅アドバイス _ 

•アクセスキー（メカニカルキー内 
蔵）とメインキーを用意しておりま 
す。メインキーは、大切に保管して 
おいてください。 

• キーを紛失されたときは、巧登録が必 
要となります。スバル販売店にご連絡 
いただければ、指定キーを作ることが 
できます。 

なお、メインキーと、アク七スキー 
はそれぞれ最大4枚（合わせて8枚） 

まで設定することができます。 

キーナンパーについて 
• お客様 lil 外にキーナンパーがわから 
ないように、キーではなくプレートに 
キーナンパーを巧刻してあります。 



• キー ナンパー プレートをま両 1 U 外の 
場所に大切に保管してください。 

万一、キーを紛失したときに、キー 
ナンバーをスバル販売店にご連絡いた 
だければ、指定キーを作ることができ 
ます。 

航空巧に乗るときは 

•航空機にメインキー(電波式リモコ 
ンドアロック）、アクセスキー 
(キーレスアクセス）を持ち込む場 
合は、航空機内で" LOCK " , 
" UNLOCK " のボタンを押さないでく 
ださい。また、かばんなどに保管する 
場合でも、簡単にボタンが押されない 
ように保管してください。ボタンが押 
されると電波が発信され、航空機の運 
行に支障をおよぼすおそれがありま 
す。 



オプション/グレード別装備 


ドアの施錠、お錠をベイツキーで巧ラこ 
とができます。 

▼ 作動範旧 

車両中/らな5周旧約 3m し乂巧です。 



▼ 操作方ま 

ドア巧施錠ちれたが態で、ベインキーの 
"UNLOCK" ボタツを押すと、インジク 
ーターび1回点滅し、すべてのドアは解 
錠ちれます。 

"LOCK" ボタンを押すとインジ’クーター 
け1回点滅し、すべてのドアは施錠ちれ 
ます。 
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5^ まを運起する前に 

™ まな:さがの開閉 


堅アドバイス _ 

•メインキーは誤って操作しないため 
に、凸側が " LOCK " ボタン、凹側が 
" UNLOCK " ボタンになっています。 

• " UNLOCK " ボタンを押し、ドアロッ 
クが解錠されたあと、ドアの開閉を巧 
わなかった場合は約30秒後、自動的 
にすベてのドアが施錠されます。（自 
動ロック機能） 

•メインキーと車両中んの距離が約 3 m 
iU 上離れているときは正確に作動しな 
いことがあります。また、近くに TV 塔 
や発電所、故送局があるなど周囲のが 
況により正確に作動しないことがあり 
ます。 

•キーがエンジンスイッチのキー挿入 
口に差し込まれている場合、またはい 
ずれかのドアが開いている場合は作動 
しません。 

•メインキーには精密な電子部品が組 
み込まれています。さ女障の原因となり 
ますので下記のことをお守りくださ 
い。 

• 直射日光や高温下にが置しないでくだ 
さい。 

• 強い衝撃や圧力を加えないでくださ 
い。 

•水にぬらしたり、ゴミ、ほこりなどが 
入らないようにしてくださし、。 

•車を離れるときは、ドアハンドル、 
またはリヤゲートハンドルを引き、 
確実にドアが施錠されていることを確 
認してください。 


堅アドバイス _ 

•メインキーの電ミ也寿命は、1日10回 
を降時で約2年です。 

電ミ せの ミ 肖巧について 

• ボタンを押しても作動しない場合や、 
著しく作動可能距離が短くなった場 
合、またはインジケーターが点滅しな 
くなった場合は、電池の消'耗が考えら 
れます。 

(キーの電池交換一259ぺージ） 


作動完了の確認方法 

非常点滅むと室内照巧じより、電波すリ 
t コッドア□ックの作動完3をお認す 
ること巧できます。 

▼ 確認方ミモ 

ドアの施錠•解錠と連動して、非常点滅 
むと室内照明（スイッチ好 DOOR 位置の 
とき）巧下表の通り作動します。（アン 
サー パック） 

これ I こより、電波式 i 」 t コンドア□、ソ 
ク①作動完3を確認して < ださい。 


作動 

部位 

アンサーバック 

LOCK 時 

非常点減灯 

1回点減 

室内照明 

減光し、その後消灯 

UNLOCK 時 

巧常点減灯 

2回点滅 

室内照明 

約15秒間点灯 


fe アドバイス _ 

• 室内照明の点な時間を変更することが 
できます。詳しくはスバル販売店にご 
相談ください。 


76 


LUCRA L 455 F -0000051 -0007592, L 465 F -0000051 -0002059 

















車を運拓する巧に巨； 

まな:さがの開閉^ 


キーレスアク七ス 


オプション/グレード別装備 

アンテナな己発する電波をアクわスキー 

ヴ感知することによって、下記の操作を 

巧ラことができます。 

• フ□ントドア/\ンドル、およびリわ 
ヴート/\ンドル下側のスイッチを巧 
すことで、ドアの施錠•解綻ガできま 
す。 

• キーの差し化み操作なしでエッジンの 
始動、停止ヴできます。 

(エンジンスイツチー136ぺージ) 

• イ亡ビライザー機能（車両盗難防止機 
自巨）を備えています。 

(イ亡ビライザー機能一141ぺージ) 

fe アドバイス _ 

•アクセスキーは必ず運転者が所持 
し、管理してください。エンジン回転 
中は通信を停止するため、特にキーを 
紛失しやすくなります。また、メイン 
キーは大切に保管しておいてくださ 
い。 

• アクセスキー-メインキーを紛失し 
た場合は、再登録が必要になります。 
スバル販売店にごネ目談ください。 

• アク七スキーの電池寿命は、使用状 
況によりますが、約1〜3年程度で 
す。（全く使用していなくても電池は 
消耗します） 


fe アドバイス _ 

• アクセスキー-メインキーには精密 
な電子部品が組み込まれています。故 
障の原因になりますので、下記のこと 
を守り、取り扱いにはま意してくださ 
い。 

•アクセスキーをズボンなどの後ろポ 
ケットに入れないでください。 

• 直射日光や高温下に放置しないでくだ 
さい。 

• 強い衝撃や圧力を加えないでくださ 
い。 

• 水にめらさないでください。 

• 分解しないでください。 

• 超音戚洗浄機などにかけないでくださ 
い。 

• 磁気を帯びたキーホルダーなどを付 
けないでください。 

• 下記のような強い電波を発するおそれ 
のある機器の近くに、アクセスキー 
を置かないでください。アクセスキ 
一が常時通信状態になり、電池が著し 
く消'耗します。 

•テレビ 
-才ーディオ 
-パソコン 

■携帯電話、コードレス電話 
-電気スタンド 

-ほ周波治療器などの医療用電気機器 
• メインキーと、アクセスキーはそれ 
ぞれ最大4枚（合わせて8枚）まで設 
定することができます。ご購入方法、 

ご使用方法についてはスバル販売店に 
ごネ目談ください。 
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5^ まを運起する前に 

™ まな:さがの開閉 


アンテナ 

A 警告 _ 

植込み型ム脇ぺースメーカー、およびお这み 

型除細動おを使用されている方へ 

• 車室かアンテナ-車室内アンテナから 
約22 cmJU 内に近づかないようにして 
ください。電波により、植込み型ム臓 
ぺースメーカー、および植込み型除 
細動器の作動に影響をあたえるおそれ 
があります。 

• 車室外アンテナ-車室内アンテナから 
約22 cmJU 内に近づかなければ、電波 
による影響を受けるおそれはありませ 
んが、不要な電波の発信を避けるた 
め、アクセスキーは、必ず運転者が 
所持したまま乗車してください。 

また、電池の消'耗などにより、アク七 
スキーで操作できないときは、アク 
セスキーを所持していない状態と同 
じですので、を意してください。 

(アクセスキーで操作できない場合 
一83ぺージ） 

•植込み型,じ、臓ぺースメーカー、およ 
び植込み型除細動器 JU 外の医療用電気 
機器を使用されている方は、電波によ 
る影響について、医療用電気機器製造 
業者などに事前に確認してください。 
電波により、医療用電気機器の作動に 
影響をあたえるおそれがあります。 


堅アドバイス _ 

•アクセスキーを所持していないが態 
では、車室外アンテナは常に電波を発 
しています。 

•アクセスキーを所持していないが態 
で、ドアを開閉すると、ま室外アンテ 
ナ.ま室内アンテナから電波が発され 
ます。この場合、エンジンスイッチ 
にメインキーを差し込むと、電波の 
発信が停止されます。 

• アンテナから発する電波を停止（キー 
レス アク七スを停止）させることも 
できます。詳しくは、最寄りのスバル 
販売店にご相談ください。 

• アンテナから発する電波を停止させた 
とき、エンジンの始動-停止は、キー 
の差し込み操作なしで行うことができ 
なくなります。（電波式リモコンド 
アロックによるドアの施錠•解錠は 
巧えます） 
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車を運拓する巧に £r 

まな:さがの開閉^ 


▼ 車室かアンテナ 

tz ンターピラー左ちと運お席側リわバ 
ツバー付近にあります。巧力巧） 


アンテナ 



▼ 車室内アンテナ 

インストルベントパネル中央とリわシ 
-卜中央巧近にあります。ロカ巧） 



アク七スキーの使いかた 

アク t スキーは下記のよラな場合、ドア 
の施結-お錠やエンジンの始動ができな 
いなど、正常に作動しないことがあ U ま 
す。 

• 近<1こ TV 塔や発電巧、放送局、電化揭 
示板など強い電波を発生する設備があ 
るとぎ 

• お線機や携帯電話などの巧線通信機器 
や他車①アク t スキーと一緒に携巧 
したとぎ 

• 本体巧金属製の物と接しているとき 
•アク t つキー①電ミ也が消耗している 
とぎ 

このよラな場合、アクたつキーに内蔵ち 
れているベカニカルキーを使用してドア 
の施結-解錠やエンジンの始動を巧って 
<ださい。 

(アク tz スキーで操作できない場合 
一83ぺージ） 

A 注意 _ 

• メカニカルキーは、必ずアクセスキ 
一に格納しておいてください。アクセ 
スキーは電池の消‘耗などにより、突 
が使用できなくなることがあります。 


醒 L 侃卜圓日1~瞧92丄46日卜。醒卜誦59 79么 






















5^ まを運起する前に 

™ まな:さがの開閉 


堅アドバイス _ 

• アクセスキーは、人体に影響しない 
程度の微弱な電波を使用しています。 

■車両のお状により、キーレスアクセ 
ス操作-電波式リモコンドアロック 
が作動しにくい場所があります。 

•エンジンスイッチが" ACC ". 

" ON " の位置のとき、またはいずれか 
のドアが開いている場合は、キーレス 
アク七ス操作-電波式リモコンドア 
ロックは作動しません。 

•エンジンスイッチのキー挿入口にメ 
カニカルキー、またはメインキーが 
差し込まれているときは、キーレス 
アクセス操作-電波式リモコンドア 
ロックは作動しません。 

• キーレスアクセス操作-電波式リモ 
コンドアロックにより、ドアロッ 
クが解錠されたあと、ドアの開閉を行 
わなかった場合は約30秒後、自動的 
にすベてのドアが施錠されます。（自 
動ロック機能） 

電化の消‘耗について 

• ボタンを押しても作動しない場合や、 
著しく作動可能距離が短くなった場 
合、またはインジケーターが点滅しな 
くなった場合は、電ミ也の消‘耗が考えら 
れます。 

(キーの電ミせ交換一259ぺージ） 


〇キーレスアクセス操作 

アク tz スキーを所持して作動範囲内に入 
り、フ□ントドアハンドル、およぴリ 
わヴート八ンドル下側のスイ、ソチを押 
すごとに、すべてのドアの施錠-お錠が 
繰り返ちれます。 

フロントドア 
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車を運拓する巧に巨； 

軍な:さがの開閉^ 


▼ 作動範困 

各フ□ントドア/\ンドル、およびリわ 
ヴート/\ンドルな5周旧約 SOcmtl 内で 
す。 



ドア A ンドル、リヤゲート A ンドル 
か6約 80 cm なの 


堅アドバイス _ 

•周囲のが況により、作動範囲は変化す 
ることがあります。 

•ドアガラスやドアハンドル、または 
リヤゲートハンドルに近付きすぎた 
場合などは、施錠•解錠されないこと 
があります。 

•スイッチを早押しした場合、施錠-解 
錠されないことがあります。 

•施錠•解錠するときは、フロントド 
了 ハンドル、およびリヤゲートハ 
ンドル下側のスイッチを確実に押して 
施錠•解錠されたことを確認してくだ 
さい。 

•アクセスキーが各ドアの作動範囲内 
にあれば、アクセスキーを所持して 
いる人 LU 外でも、スイッチで施錠-解 
錠を行うことができます。 

• アクセスキーが作動範囲内にあって 
も、アクセスキーが化面の近くや高 
い場所にあるときは、正常に作動しな 
い場合があります。 

•アクセスキーの持ちかたにより、作 
動しにくい場合があります。 
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5^ まを運起する前に 

™ まな:さがの開閉 


〇電波式リモコンドアロック 

ドアけ施錠ちれた状態で、アク t スキー 
の " UNLOCK " ボタンを押すと、インジ' 
クーター巧1回点滅し、すべてのドアは 
解錠ちれます。 

" LOCK " ボタンを押すとインジクーター 
巧1回点滅し、すべてのドアは施錠ちれ 
ます。 



▼ 作動範困 

車両中&な5周旧約■巧です。 



〇作動完了の確認方法 
非常点滅むと室内照巧とブザーにより、 
キーしスアク t ス操作•電波式リ亡コッ 
ドア□ック①作動完3を確認することが 
できます。 

▼ お認ちま 

ドアの施錠•解錠と連動して、非常点滅 
むと室内照 B ずとブザー巧下表の通り作動 
します。（アンサーバック） 

これ I こより、キーしスアク t ス操作•電 
波式 |」 t コンドア□ックの作動完3を 
お認して <だちい。 


作動 

部位 

アンサーバック 

LOCK 時 

非常点減灯 

1回点減 

室内照明 

減光し、その後消な 

ブザー 

1回 

UNLOCK 時 

非常点減灯 

2回点減 

室内照明 

約15秒間点灯 

ブザー 

2回 


fe アドバイス _ 

• 室内照明の点な時間とブザーの音量を 
変更することができます。詳しくはス 
バル販売店にご相談ください。 


ルー ムラップ•イル5 ネーシヨンは スイ'ソ 
チけ DOOR 位置のとき 
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車を運拓する巧に £r 

まな:さがの開閉^ 


アク 七スキーで 
操作できない場合 

電池の消耗などにより、アク tz スキーで 
ドアの施錠-瞄錠ガできない場合、アク 
わスキーに内蔵ちれているべカニカル 
キーを使用して < ださい。 

A 警告 _ 

•電ミ也の消耗などにより、アクセスキ 
一で操作できない場合でも、アンテナ 
は常に電波を発信していますので、植 
込み型ム臓ペースメーカー、および 
植込み型除細動器を使用されている方 
は、車室かアンテナ•車室内アンテナ 
から約22 cm な内に巧づかないように 
してください。 

(アンテナー78ぺージ） 


A ま意 _ 

• メカニカルキーを使用したあとは、 
必ずアクセスキーに格納してくださ 
い。アクセスキーは電ミせの消‘耗など 
により、ちが使用できなくなることが 
あります。 


〇メカニカルキーの取り出しかた 
イカニカルキーはアク tz スキーに内蔵 
ちれています。 

▼取り出しなた 

アク tz スキーの y ブを矢印のち向にスラ 
イドちせたまま、アク tz ス キーわら、乂 
カニカルキーを引き抜きます。 



〇メカニカルキーの格納のしかた 

▼ 巧お方ま 

/. アク tz スキーのタブを矢印のち向に 
スライドちせたまま、イカニカルキ 
一を下図のよラに差し込みます。 



2 y ブを戻して□ツクします。 
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5^ まを運起する前に _ 

™ まな:さがの開閉 


〇メカニカルキーによるドアの 
施錠-解錠 

▼ 操作方ま 

キーを確実に差し込んでな己回します。 
キーを車両前側じ回すと施錠ちれ、後ろ 
側 I こ回すと解錠ちれます。 



堅アドバイス _ 

を難警お篇置が七ットされている場合 
• アクセスキ ー JU 外でドアを解錠して 
ドアを開けると、を難警報装置の警報 
が作動します。 

• 盜難警報装置の警報が作動した場合 
は、1次警報ブザーが作動している 
10抄間に、エンジンスイッチを 
" ON " の位置にして、警報を停止さ 
せてください。 

(メカニカルキーによるエンジン 
の始動一139ぺージ) 
• 10巧 JU 上経過すると、2次警報のホ 
-ンが鳴りはじめますので、ごを意く 
ださい。 


メイン キー 

アク t スキーを紛失、または破損したと 
きなど、ベカニカルキーも使用できない 
場合は、巧属のべインキーを使用して< 
ださい。 



〇メインキーによるドアの施錠、 

解錠 

▼ 操作方ミち 

キーをお実 I こ差し込んでな5回します。 
キーを車両前側に回すと施錠ちれ、後ろ 
側に回すと解錠ちれます。 
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車を運拓する巧に £r 

軍な:さがの開閉^ 


堅アドバイス _ 

なお曹巧篇置が七ットされている場合 
• アク七スキ ー JU 外でドアを解錠して 
ドアを開けると、を難警報装置の警報 
が作動します。 

• 盗難警報装置の警報が作動した場合 
は、1次警報ブザーが作動している 
10抄間に、エンジンスイッチを 
" ON " の位置にして、警報を停止さ 
せてください。 

• 10巧 JU 上経過すると、2次警報のホ 
-ンが鳴りはじめますので、ごを意く 
ださい。 


を難警報装置 


盗難警報装置は、すべてのドアを閉め、 
電波す IJ 亡コンドア□ツク（またはキ 
-しつアク t つの電波すリ亡コンドア 
□、リク•キーしスアク t つ操作）でドア 
を施結した場合に、盗難に対する警巧を 
開始します。 

電波すリ t コンドア□ツク（またはキ 
-しつアク t つの電波すリ亡コンドア 
□、リク•キーしスアク t つ操作）じ I かの 
操作でドアを開けると、警報を発して周 
旧に異常を知己だます。 

堅アドバイス _ 

•盜難警報装置は、周囲に異常をミ日らせ 
る機能です。室内への侵入を防ぐ機能 
はありません。 

• ほかの方にお車を貸したときや、を難 
警報装置の作動についてミ日らない方が 
運転するときは、を難警報装置につい 
て十分ご説明ください。 

盜難警報装置の作動についてミ日らない 
方が操作を誤った場合、警報が作動し 
周辺への迷惑になります。 

• たとえを難警報装置をセツトしていて 
も、現金や貴重品は車内に放置しない 
でください。 
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5^ まを運起する前に 

™ まな:さがの開閉 


盗難警報装置の七ット方法 

すべてのドアを閉め、電波す ijt コンド 
ア□ツク（またはキーしつアク t スの 
電波すリ亡コンドア□、リク•キーしス 
アク t ス操作）でドアを拖錠すると 、 t 
キユリティ表示打巧点むし、 t ットを開 
始します。 

30秒をに t ットガ終3し、盗難警報装置 
は警戒が態にな U ます。 

警巧中は、 tz キユリテイ表示むが点滅し 
ます。 



堅アドバイス _ 

•電ぶ式リモコンドアロック（または 
キーレスアクセスの電波式リモコン 
ドアロック■キーレスアクセス操 
作） U 外の操作でドアを施錠した場 
合、盗難警報装置はセットされませ 
ん。（電波式リモコンドアロック- 
キーレスアクセスの自動ロック機能 
で施錠された場合は、セットされま 
す） 

•セキュリティ表示なが点なしてから30 
抄 1 U 内に下記の操作をした場合、を難 
警報装置の七ットは中断されます。 

• 運転席ドアを解錠したとき 

• ドアを開けたとき 

•キーがエンジンスイッチのキー挿入 
口に差し込まれたとき（またはキーレ 
スアク七ス装着まで、エンジンスイ 
ッチを " ON " の位置にしたとき） 

キーレスアクセス 装着まの場合 
•セキュリティ表示なは、イモビライザ 
-機能と兼用しているため、を難警報 
装置を解除しても、エンジンスイッ 
チを " ACC " の位置にするまでミ肖灯し 
ません。 

また、エンジンスイッチを " ACC " 
から " LOCK " の位置にすると点滅し 
ます。 
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車を運拓する巧に £r 

まな:さがの開閉^ 


警戒中の作動 

警戒中に電波すリ亡コッドア□ック 
(またはキーしつアク t ス①電波すリモ 
コンドア□ック•キーしつアク t ス操 
作） lii 外でドアを開けると、警報が作動 
します。 (1 巧警報） 

この間、警報が解除されななった場合、 

さ5に警報ヴ作動します。口次警報） 

fe アドバイス _ 

•警報作動中にドアを閉めても、警報は 
停止しません。 

•警報終了後、ドアを閉めると、を難警 
報装置が再び警戒状態になりますが、 
施錠はされません。お車を離れる際は 
確実に施錠してください。 


〇を難警報装置警報 

▼ 1巧警報 

• tz キユリテイ表示むガ点滅 
• 非常点滅む巧 10 秒間点滅 

• 室内ブザー巧 10 秒間断続して鳴る 

▼ 2 巧警報 

• tz キユリテイ表示むガ点滅 
• 非常点滅む巧 30 秒間点滅 

• 室内ブザー巧 30 秒間断続して鳴る 
• 巧ーン巧 30 砂間断続して鳴る 


を難警報装置の解除方法 

電波す IJ 亡コンドア□ック（またはキ 
-しつアク t つの電波すリ亡コンドア 
□ック•キーしスアク t つ操作）でドア 
を解錠するな、エンジンスイッチを 
" ON " ①位置にすると解除できます。 
fe アドバイス _ 

•を難警報装置は、ま内に人が乗ってい 
るときや、ドアウインドゥガラスが 
開いているときにも作動します。を難 
警報装置を誤作動させないために、車 
内に人が乗っているときや、ドアウ 
インドゥガラスが開いているとき 
は、盗難警報装置を七ットしないでく 
ださい。 


警おの停止方法 

すべてのドアを閉め、電波すリモコンド 
ア□ック（またはキーしスアク t スの 
電波すリ亡コンドア□ック•キーしつ 
アク tz ス操作）で施錠するな、エンジン 
スイッチを " ON " の位置にします。 
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5^ まを運起する前に 

™ まな:さがの開閉 


を難警報装置の作動履歴の確認 

盗難警報装置の t ット中に警報 （2 巧警 
報まで作動した場合のみ）ザ作動したこ 
とを確認するこヒガできます。 

▼確認方ま 

エンジンスイ、ソチを " ON " の位置にす 
ると、室内ブヴー巧「ピーッピッ」と鳴 
り、2巧警報まで作動したことを知己せ 
ます。 

堅アドバイス _ 

• 作動履歴の確認は、2次警報作動後、1 
回のみ行うことができます。 


ドアの開閉 


▼ 操作を巧ラ前に 

A 警告 _ 

• ドアの開閉は確実に巧ってください。 
ドアが確実に閉まっていないと、走行 
中にドアが開き、思わめ事故につなが 
ったり、運転者や同乗者、または荷物 
が車から投げ出されるおそれがありま 
す。 

• 走行中は絶対にドアを開けないでくだ 
さい。思わぬ事故につながるおそれが 
あります。 

• ドアを開けるときは、周囲の安全を十 
分確認してください。いきなり開ける 
と後続車にぶつかるおそれがあり危険 
です。風が強いときは特に注意してド 
アを開けてください。 

•車から離れるときは、法的にも義務付 
けられていますので、必ずエンジンを 
止め施錠してください。無人で車が動 
き出したり、車両盗難のおそれがあり 
ます。 

• お子さまに各ドアの開閉をさせたり、 
いたずらをさせないでください。思わ 
ぬ事故の原因となるおそれがありま 
す。 

• ドアを閉めるとき指などを挟まないよ 
うに注意してください。 


堅アドバイス _ 

• ドアを施錠している場合でも、まを離 
れるときは貴重品などはまの中に置い 
たままにしないでください。 
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車を運拓する巧に £r 

まな:さがの開閉^ 


まかからの施錠、解錠 

キーを確実に差し込んでな己回します。 
キーを車両前側じ回すと施錠ちれ、後ろ 
側 I こ回すと解錠ちれます。 



fe アドバイス _ 

• ドアのキー挿入口は助手席側には設定 
していません。 


まかからキーを使わない施錠 
fe アドバイス _ 

• キーを車内に置きちれないようにして 
ください。不ミ主意によリキーをま内に 
閉じ込めてしまう場合があります。 

• キーを使用せずにドアを施錠するとき 
にキーを手に持っていることを確認し 
てからドアを閉める習慣を身に付けれ 
ば、ま内にキーを閉じ込めてしまうこ 
とを防止できます。 

•キーレスアクセス装着車で、アクセ 
スキー使用時は、この方法での施錠 
はできません。 


〇フロントドア 

▼ 操作方る 


ま内からの施錠、解錠 

□ツクしバーを押し込むと施錠できます。 
□ツクしバーを手前に引<と解錠できイ 
ンナーハンドルを引<とドア好開きます。 



□ツクしバーを巧し込み、ドア A ンド 
ルを引いたままドアを閉めて施錠します。 



〇リヤドア 


▼ 操作方る 


□ツクしバーを押し込み、ドアを閉めて 
胞錠します。 
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5^ まを運起する前に _ 

™ まな:さがの開閉 


チャイルドプルーフ 


お子ちまのを全のため、チわイルドプル 
-フを左ちリわドア後部に設けています。 
▼ 操作ちま 

しバーを"施錠"側にしてお<と車内の 
ドア八ンドんを引いてちドアを開巧な< 
すること巧できます。ドアを開けるとき 
は、車外のドアハンドルで操作します。 



A ま意 _ 

• お子さまを後部座席に乗せるときは必 
ずチャイルドプルーフを使用してく 
ださい。 



運転席ドアの□ックしバーを操作すると、 
連動して助ず席ドア•左ちリわドア•リ 
わグート巧施錠、解錠ちれます。 
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車を運拓する巧に £r 

軍な:さがの開閉^ 


キー 抜き忘れ警告 ブザー 


エンジンスイツチにキーヴ差し込まれて 
いるとき " LOCK " または " ACC " の位置 
でいす'れなのドアを開けるヒブザー（断 
続音）ガ鳴り、キーの抜き忘れを警告し 
ます。 


リヤゲート 


▼ 操作を巧ラ前じ 

A 注意 _ 

•リヤゲートを開けたときは、ドアが 
確実に開いていることを確認してくだ 
さい。不十分な開けかたではリヤゲ 
ートが不意に閉まるおそれがありま 
す。特に傾斜した場所では、リヤゲ 
-卜の開閉がしにくい場合がありま 
す。平坦な場所で開閉を巧ってくださ 
い。 

• リヤゲートを閉めるときにほかの人 
の手などを挟まないようにま意してく 
ださい。 

•リヤゲートを閉めたときはリヤゲー 
卜端部などを持ってドアを軽くゆすり 
確実にロックされていることを確認し 
てください。走行中にドアが開くと大 
変を険です。また、荷物が道路に落下 
するなど思わぬ事故につながるおそれ 
があります。 

•リヤゲートからの乗り降りはしない 
でください。思わめ事がの原因となり 
ます。 

• 荷物の積み下ろしでやむを得ずリヤ 
ゲートから乗り降りするときは、ドア 
をちえているステーに手をかけないで 
ください。リヤゲートを支えている 
ステーのお割を果たさず不意にリヤ 
ゲートが閉まるおそれがあります。 

•エンジンをかけた状態でリヤゲート 
から手荷物の出し入れをするときは排 
気管の後ろになたないようにしてくだ 
さい。衣服が巧れたり、排気ガスによ 
り体に悪影響をおよぼすおそれがあり 
ます。 
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5^ まを運起する前に 

™ まな:さがの開閉 


A ま意 _ 

•リヤゲートにはリヤゲートを支える 
ためのダン パーステーが 取り付けら 
れています。ダン パーステーの破損 
や作動不良、また手の巧み込みを防ぐ 
ため、下記のことをお守りください。 

•ステーを持ってリヤゲートを閉めた 
り、ぶら下がらないでください。手を 
挟んだり、ステーが破損するなどし 
て、思わぬ事がにつながるおそれがあ 
ります。 

• ステーに 手をかけて乗り降りしたり、 
横方向に力をかけないでください。ス 
テーが曲がり、リヤゲートが開閉で 
きなくなるおそれがあります。 

• ビニール 片 ■ステッカー. 姑着材など 
の異物が ステーの ロッド部（メッキし 
てある棒部）に付着しないようにして 
ください。また、繊維などの付着を防 
止するため、ロッド部を軍手などで触 
れないでください。異物が付着する 
と、 ステーが 円滑に動かなくなった 
り、開けたときの保持力が損なわれる 
おそれがあります。 



• リヤゲートにスバル}旨定用品]; i 外の 
アクセサリーを取り付けないでくださ 
い。リヤゲートの重量が極端に重く 
なると、開けたときにステーが支えら 
れなくなるおそれがあります。 


車内からの施錠、解錠 

〇リヤゲート連動集中ドアロック 
運転席ドアの□ツクしバーを操作すると、 
連動してリわヴートぜ施錠、解綻ちれま 
す。このとき度)ず席ドア•リわドアち同 
時に施綻、昭錠ちれます。 

▼ 拖旋方る 

運転席ドアの□ックしパーを押し込わと 
飽錠できます。 


▼ 瞄捉方ま 

運転席ドアの□ックしバーを手前じ弓1< 
ヒ解錠できます。 



92 


LUCRA L 455 F -0000051 -0007592, L 465 F -0000051 -0002059 

















車を運拓する巧に £r 

まな:さがの開閉^ 


リヤゲートの開閉 

▼開けるとき 

解錠したあとで I 」わヴート A ンドルを 
引き上げるとドア巧開きます。 



▼ 閉めるとき 

リわヴートを静巧 I こ手で巧ちえ、そのま 
ま閉めます。 

〇リヤゲートインナーハンドル 
リわグートを下げるときに便利です。 


リヤゲートインナー八ンドル 



A 注意 _ 

•リヤゲートインナーハンドルで直 
接リヤゲートを閉めないでくださ 
い。手や腕を挟み、けがをするおそれ 
があります。リヤゲートは、必ず外 
から巧して閉めてください。 


ボンネッ 


▼ 操作を巧ラ前じ 

A 警告 _ 

•エンジンルームは大変高温になって 
いることがあるため、下記のことをお 
ずりください。 

• やけどをするおそれがありますので、 
点検するときは、十分に;令めてから行 
ってください。 

•点検したあとは、エンジンルーム内 
に工具や巧を置き忘れていないことを 
確認してください。点検や清掃に使用 
した工具や巧などをエンジンルーム 
内に置き忘れていると、が障の原因と 
なったり、車両火災につながるおそれ 
があり危険です。 


A 注意 _ 

•ボンネットを閉めたあとは、ボンネッ 
卜が確実にロックしたことを確認して 
ください。ボンネットが確実に閉まっ 
ていないと、走行中に開くおそれがあ 
り大変危険です。 

• ボンネットを開けているとき風にあお 
られるとステーが外れボンネットが不 
意に閉まるおそれがあります。特に風 
の強い日はごミ主意ください。 

• お子さまにボンネットの開閉はさせな 
いでください。ボンネットは大変重 
く、開閉中うっかり手を離すと思わぬ 
けがにつながるおそれがあります。 


醒 L 侃卜圓日1~瞧92丄46日卜。醒卜誦59 93么 






















5^ まを運起する前に 

™ まな:さがの開閉 


開けかた 

▼ 操作手順 

/. インストルベントパネルち下のブー 
プナーを手前 I こ引<と、ボンネット 
前部巧みし澤き上巧ります。 



么ボンネット前部中央にあるキゎ 、ソチ 
フックのしバーを夕印①方向 I こ引き 
上げ、ちラー方の手でボンネットを 
持ち上げます。 



3 . ボンネットをステーで確実に支えま 
す。 



A 注意 _ 

•エンジン回転中や停止直後は、ステー 
が熱くなっていることがあります。や 
けどや思わぬ事故につながるおそれが 
ありますので、ステーを持つ前に必ず 
確認してください。 

• ステーを確実に固定巧に差し込んでく 
ださい。ステーが外れると大変危険で 
す。 


fe アドバイス _ 

• ワイパーを起こしたままでボンネット 
を開けると、ワイパーがボンネットに 
当たり、傷付くことがあります。 


A 注意 _ 

•エンジン回転中や停止後は、レバーが 
熱くなっていることがあります。やけ 
どや思わぬ事故につながるおそれがあ 
りますので、レバーを持つ前に必ず確 
認してください。 
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車を運拓する巧に £r 

まな:さがの開閉^ 


閉めかた 


▼ 操作手順 

1. ボンネットを片手で支えて、 ステー 
を元の位置へ戻します。 



ぶボンネットを静か I こ下げ、手で押ち 
えるようじして閉めます。 

fe アドバイス _ 

•ボンネットを閉めるとき、手で強くキ甲 
さえすぎないでください。 



▼ 操作を巧ラ前じ 

A 警告 


•燃料は引火しやすいため、下記のこと 
を守らないと火災につながり、やけど 
など重大な傷害を受けるおそれがあり 
危険です。 

. エンジンは必ず止めてください。 

.まのドア、窓は閉めてください。 

•タバコを巧うなど、火気を巧付けない 
でください。 

•フユーエルキャップを開ける前に、 
必ずま体または給油機などの金属部分 
に触れて、身体の静電気除去を行って 
ください。身体に静電気を帯びている 
と、放電による火花が引火するなどし 
て、やけどのおそれがあります。 

•フユーエルキャップを開けるなどの 
給ミ由操作は、必ず静電気除去を行った 
方お一人で巧ってください。 

•給油中に再び車内のシートに触れた 
り、座ったり、また人や物に触れると 
再帯電する場合があります。このよう 
なときは再び給ミ由機などの金属部分に 
触れて静電気除去を巧ってください。 

•フユーエルキャップを開ける際は、 
おずキャップのツマミ部分を持ち、ゆ 
っくりと開けてください。気温が高い 
ときなどは燃料タンク内の圧力が高く 
なり、給油口から燃料が吹き返すおそ 
れがあります。 


醒 L 侃卜麵。日1~瞧92丄46日卜。醒卜誦59 95么 
















まを運起する前に 

ま巧ち SR の開閉 


A 警告 _ 

•フューエルキャップを少しゆるめた 
時に「シュー」という音がする場合 
は、それ U 上開けずに、その音が止ま 
るのを確認してからゆっくりと開けて 
ください。 

• 給油中に燃料がこぼれた場合はただち 
に給油を止め、こぼれた燃料を巧きれ 
などでふき取ってください。 

• こぼれた燃料が車の塗装面に付着した 
場合は水洗いをおすすめします。付着 
したままで放置すると、塗装面が劣化 
するおそれがあります。 

• 給油口にほかの人を近付けないでくだ 
さい。 

•給油するときは、給油口にノズルを確 
実に挿入してください。また、オート 
ストップ作動後の継ぎ足し給ミ由は行わ 
ないでください。給油口から燃料がか 
きこぼれるおそれがあります。 

•給油終了後、 フューエル キャップを 
閉める場合「カチッ」という音が一度 
するまで右に回し、確実に巧まってい 
ることを確認してください。 

•スバル指定フューエルキャップな外 
は使用しないでください。燃料漏れな 
どを起こすおそれがあり危険です。 

•その化ガソリンスタンド内に掲示さ 
れているミ主意事項を守ってください。 

• が料には、人体に有害な発ガン性物質 
を含んでいる物もありますので、燃料 
の気化ガスを吸わないようにごミち意く 
ださい。 


A ま意 _ 

• 指定燃料はお鉛レギュラーガソリン 
です。 

•給ミ由時に、指定されている燃料である 
ことを確認してください。 

•指定な外の燃料（粗悪なガソリン、ア 
ルコール 系燃料、軽ミ由、灯油など）を 
使用すると、エンジンの始動性が悪く 
なったり、ノッキングや出力の低下な 
どが発生する場合があります。また、 
そのまま利用していると、エンジンや 
燃料系部品を損傷するおそれがありま 
す。 
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車を運拓する巧に £r 

まな:さがの開閉^ 


フユーエル リツドの開閉 


fe アドバイス 



▼開けるとき 

インスト ルベントパネルのち下にあるフ 
ユーエルリツドオープナーしバーを引 
き上げます。 



フユーエル キャップの開閉 

▼開けるとき 
左に回して開けます。 




▼給ミ由するとき 

外した フユーエル キわ'ソプを フユー エん 
リツド裏側にあるハンガーになけてお< 
ことなできます。 



▼ 閉めるとき 

「カチ、ソ」といラ音好一度するまで、ち 
I こ回して閉めます。 


▼ 閉めるとき 

リツドを押して閉めます。 
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5^ まを運起する前に _ 

™ まな:さがの開閉 


パワ—ウイン 


スイッチ操作により運転席、助ま席、後 

席のウイッドウの開閉ができます。 

▼ 操作を巧ラ前 I こ 

A 警告 _ 

•パワーウインドゥは大変強い力で開 
閑しますので、開閉するとさは、ほか 
の人の手■腕■頭-首などを挟んだり 
巻き込んだりしないよう注意してくだ 
さい。重大な傷害を受けるおそれがあ 
り危険です。 

•お子さまにパワーウインドゥの操作 
をさせないでください。開閉すると 
き、手■腕■頭-首などを挟んだり卷 
き込んだりして、重大な傷害を受ける 
おそれがあり危険です。お子さまを乗 
せているときは、ロックスイッチを 
"OFF" にしてください。 


堅アドバイス _ 

• 運転席スイッチとほかのスイッチを同 
時に逆方向へ動かさないでください。 
故障の原因となるおそれがあります。 

• ウインドゥを完全に開閉した状態でス 
イッチを押し続けるとが障の原因とな 
りますので、操作完了後はすぐに手を 
離してください。 

•パワーウインドゥの開閉はなるべく 
エンジン回転中に行ってください。エ 
ンジン停止時に行うと、バッテリーあ 
がりの原因になります。 

• ガラスが;まりついて固着したような状 
態でウインドゥスイッチの"開"ま 
たは"閉"をま続操作しないでくださ 
い。故障の原因となります。 

•エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると、ウインドウスイッチのマー 
クが点なします。 
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車を運拓する巧に巨； 

まな:さがの開閉^ 


運転席ドア側スイッチ 

エッジッスイッチが " ON " ①位置のと 
き、使巧できます。 



〇運転席ウインドウスイッチ 
(AUTO) 

▼ 操作ちま 

スイ'ソチを軽<押し下げている間ウイン 
ドウガラスは開き、軽<引き上げている 
閨ウインドウガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 

「カチッ」と音なするまで巧し下げる、 
または引き上げるとウインドウガラスは 
自動的に全開、全閑します。途中で止め 
るときは、軽<逆ち向にスイッチを操作 
します。 


〇か手席ウインドウスイッチ 

▼ 操作方ミち 

スイ 'ソチを押し下げている間ウインドウ 
ガラスは開き、引き上げている間ウイン 
ドウガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 

〇リヤウインドウスイッチ 

▼ 操作方ミち 

スイ、ソチを押し下げている間ウインドウ 
ガラスは開き、引き上げている間ウイン 
ドウガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 

〇ロックスイッチ 

▼ 操作方る 

スイ'ソチのち側（マークの付いている 
方）を押すと "OFF" Iこなり、運転席ウ 
インドウガラスたI外は操作できな<なり 
ます。 

スイ、ソチの左側（マークのない方）を押 
すと解除ちれます。 

fe アドバイス _ 

•スイッチを押して " OFF " にすると、 
助手席ドア側スイッチ-リヤドア側 
スイッチのマークも消'灯します。 
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5^ まを運起する前に _ 

™ まな:さがの開閉 


助手席-リヤドア側スイッチ 

エッジッスイッチが " ON " ①位置のと 
き、使巧できます。 

▼ 操作ちま 

スイ’ソチを押し下げている間ウインドウ 
ガラスは開き、引き上げている間ウイン 
ドウガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 



堅アドバイス 



ウインドウ反転機構（運お席） 

運転席ウイツドウガラスを閉めるときに、 

窓枠とウイツドウガラスの間に異物の挟 

みのみを感知すると、ウインドウガラス 

の上昇を停止し、自動的にウイツドウガ 

ラスガ下降します。 

fe アドバイス _ 

• ウインドウ反転機構は下記のときに作 
動します。 

•運転席ウインドウガラスの開閉をス 
イッチにより自動 （ AUTO ) で閉めて 
いるとさ 

•特に小さな物を挟み込んだとき、ウイ 
ンドウ反転機構が作動しないことがあ 
ります。 

•環境や走行を件により、異物を挟み込 
んだときと同じ衝撃がウインドウガ 
ラスに加わると、ウインドウ反転機構 
が作動することがあります。 


100 


LUCRA L 455 F -0000051 -0007592, L 465 F -0000051 -0002059 













車を運拓する巧に巨； 

軍な:さがの開閉^ 


初期設定 

バッテリー交換ゃヒユーブ交換などで、 
バッテリーとの接続が断たれたときは、 

I の- ウインドウの初期設定をして<だ 
ちい。 

パワーウインドウの初期設定がちれてい 
ないと、下記の機能は作動しまだん。 
•運転席ウインドウガラスの自動開閉 
• ウインドウ反起機構（運転席） 


▼ 操作手順 

/. エンジンスイツチを " ON " ①位置 
にします。 

2 . 運転席ウイッドウスイッチを引き上 
げ続け、ウインドウガラスを全開し 
ます。 

5全開後そのままの状態で約2秒間ス 
イツチを引き上げ続けます。 
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まを運起する前に 

ま化さ SR の調整 


哥 


ま化さ部の調壁 


ルームミラー 



▼ 操作を巧ラ前に 

A ま意 _ 

• 調整は必ず走行前に行ってください。 
▼調整のしなた 

手でルーム5ラーの角度を調整します。 



▼ 操作を巧ラ前に 

A 注意 _ 

•ミラーの操作を行う際は、ドアとミラ 
-の間に手を挟まないように注意して 
ください。 

• ミラーを倒したまま走行しないでくだ 
さい。ミラーによる後方確認ができず 
事故につながるおそれがあります。 
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車を運拓する巧に巨万 

まな:さがの調整^ 


手動式（鏡面可動タイプ） 

電動格納式 



オプション/グレード別装備 

オプション/グレード別装備 

5ラーのな納、調整をまで巧います。 

▼格納のしなた 

ミラーはを方に倒して格納することびで 
きます。走行するときは化す'元1こ戻して 
<ださい。 

5ラーの巧納、角度調整をスイッチまた 
はソブ①操作で巧ラこと巧できます。 
エンジンスイッチ巧 " ACC " または 
" ON " ①位置のときに使用できます。 

▼巧納①しなち 



A ま意 _ 

• 調整は必ず走行前に行ってください。 
•巧れた手で調整しないでください。鏡 
面にミ由や巧れが付くと夜間など後方か 
らのライトが乱反射し、視認が困難に 
なるなどして大変危険です。 
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a まを運起する前に_ 

ま化さ SR の調整 


▼調整のしなた 

/. y ブを調整する側にまわします。 



2 . y ブを動巧して、5 ラーの 角度を調 
整します。 



A ま意 _ 

• 調整は化ず走行前に行ってください。 


fe アドバイス _ 

•調整するときな外は、調整ノブを中立 
(中央）の位置に合わせておいてくだ 
さい。 

•調整ノブを中立（中央）の位置にする 
と操作することができません。 


電動な納式ヒーテッドドア 
ミラー 


オプション/グレード別装備 

曇り取り機能を装備した電動な納式ドア 

5ラーです。 

雨天時などに、ドア5ラーガ曇ったとき、 
ドアミラーの量りを取ることガできます。 

(電動巧納す^103ページ） 

▼ 操作方ま 

I 」わ ウインドウデフ ォツガー イツチ 
を押すと、作動表示むけ点むし、ドア5 
ラーび暖め5れ曇り巧取れます。 

作動を停止するときは、 I 」わウインドウ 
デフ ォツ ガースイ、ソチをち ラー 度押して 
<ださい。作動表示むち消むします。 



fe アドバイス _ 

• エンジンを止めた状態で長時間使用し 
ないでください。バッテリーあがりの 
原因になります。 
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車を運拓する巧に巨万 

まな:さがの調整^ 


チルトステアリング 


ハンドルの位置を調整することができま 
す。 

▼調整のしなた 

しバーを押し下げ、ノ\ンドルを上下 I こ動 
なし適切な位置じ調整します。その状態 
でしバーを引き上げると固定ちれます。 



A 警告 _ 

• 走行中はハンドル位置の調整をしない 
でください。運転を誤り思わぬ事故の 
原因となるおそれがあり危険です。 

•ハンドル位置の調整をしたあとは、確 
実に固定されていることを確認してく 
ださい。固定が不十分だとハンドル位 
置が突が変わり、思わぬ事故の原因と 
なるおそれがあり危険です。 
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まを運拉ずるにあたつて 

まを運面するラえでのさ SB のはたらき、装置の 
巧いかた、運面の方法について説明しています。 


■ ベーターのはた5き 

ソータ -108 

■ 表示な、警告なのはた5き 

表示む-116 

警告口-120 

■スイッチの使いなた_ 

スイッチの名称-127 

ライテイングスイ、ソチ-128 

化軸調整ダイわル-130 

ち向指示しバ-131 

非常点滅むスイッチ-131 

フイバー•ウォ'リシわースイ'ソチ----132 

フォブランプスイ'ソチ-134 

リわウインドゥ 

デフォッ方ースイッチ-13已 

ホー ンスイ'ソチ-13已 


■ 運転装置の使いなた_ 

エンジンスイツチ-136 

駐車ブしーキ-143 

夕ーボ車-144 

AWD 車-144 

■ エンジンのなけなた 

ブートマチック車、 CVT 車-14巳 

■ 才ートマチック車の運転 

才ート7チ'リクトランス 5' リシ ヨン---- 148 

tz しク h しバーの操作-1已〇 

運転のしなた-152 

■ CVT 車の運転 

CVT 車-158 

tz しク h しバーの操作-1已9 

運転のしなた-161 
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にミ]まを運起するにあたつて 

夕一夕一のはたらき 


夕一夕一のはたらま 


メーター 


タコ メーター装着ま U 外 
ブしードの違い、オプシヨツち含まれています。 

シフトセレクト スピードメーター 燃料計 



〇メーター照明 

車幅なにま動して点む-消むします。 

▼ 車幅打ヴ消打している揚合 
下記のよラに点む-消むします。 

•エッジンスイッチを " ON " 行ら " ACC " ①位置にすると、約15秒間点むします。 

• エッジンスイッチ巧 " LOCK " または " ACC " ①位置のときは、ドア連動機能により、 
点む-消むします。 

(ドア連動機能一 207 ページ） 

堅アドバイス _ 

•メーター照巧の照度は調整することができます。 

(照度調整一112ページ） 
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まを運転するにあたつてにミ! 

夕一夕一のはたらき d 


タコメーター装着ま（標準メーター) 

ブしードの違い、オプションち含まれています。 


タコメーター スピードメーター シフトセレクトインジケーター 



〇メーター照明 

• エンジンスイッチが " ON " ①位置のときは、車幅むの点む•消むじ関わ5す'点むし 
ます。 

• ベーター照明が点むしているときに、車幅むを点打ちだると、ベーター照明が減光し 
ます。 


▼ 車幅むヴ消なしている場合 
下記のよラに点む-消むします。 

•エッジンスイッチを " ON " 行ら " ACC " の位置にすると、約 15 秒間点むします。 

• エンジンスイッチ巧 " LOCK " または " ACC " の位置のときは、ドア連動機能じより、 
点む-消むします。 

(ドア連動機能一207ページ） 

堅アドバイス _ 

• ランプの点な-消灯の確認は、ライティングスイッチ表示灯で行ってください。 

(ライティングスイッチ表示’な一117ページ） 
• メーター照巧の照度は調整することができます。また、車幅灯を点なさせたときに、 

減光しないようにすることもできます。 

し唔度調整一112ぺージ） 
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にミ]まを運起するにあたつて 

夕一夕一のはたらき 


ルミネセント メーター 

ブしードの違し、、 オプションち含まれています。 

タコメーター スピードメーターオドメーター/ シフトセレクトインジケーター 



U セットスイッチスイッチ 


〇メーター照明 

• エンジンスイッチが " ON " の位置のときは、車幅むの点む•消むじ関わ5す'点むし 
ます。 

• ^ーター照明げ点むしているときに、車幅なを点打さだると、^ーター照明が減光し 
ます。 


fe アドバイス _ 

• ランプの点な-ミ肖口の確認は、ライティングスイッチ表示灯で行ってください。 

(ライティングスイッチ表示な一117ぺージ) 
• メーター照巧の照度は調整することができます。また、車幅灯を点灯させたときに、 

減光しないようにすることもできます。 

(照度調整一112ページ) 
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まを運転するにあたつてにミ! 

夕一夕一のはたらき d 


スピードメーター 

走行速度を km/h で表示します。 


オドメーター/ 

トリップクーター 

エッジッ スイッチが " ON " ①位置のと 
き、表のされます。 

〇オドメーター(積算距離計） 
走行した総距離を表示します。 

〇トリップメータ—（区間距離計） 

リ tz 、 ソトした t 也点な5①走行距離を表示 
します。 

トリップベーターは、同時に2つの区間 
①走行距離を表示すること巧できます。 

〇オド/トリップ表示切り替え- 
リ七ットスイツチ 

▼表示を切り督えるには 

スイッチを押すごと I こ、表示巧切り鲁わ 

U ます。 


▼ トリップベーター表示をリ t ットするには 

|」 tz 、 ソトするトリップイーター （ A また 
はのを表示ちせ、スイッチを巧し続け 
ると、表示巧 "0.0" になります。 


Info-ECO (インフォ.エコ） 

ランプの表示設定 

Eco On (または Eco OFF ) を表示ちせて、 
ォド/トリップ表示切リ营え • リ t ット 
スイッチを約1秒 liLh 巧し続けるごとに、 
"Eco On" 、 "Eco OFF " が切り替わり 
ます。 

( Info-ECO (イツフォ•エコ）ランプ 
一 119 パージ） 


表示設定 

0lnfo-ECO (インフォ•エコ）ランプ 

tco On 

二酸化炭素排出量の少ない、 
環境にやさしい運転をしてい 
ると点灯します。 

Eco OFF 

常時消灯します。 


積算距離計 110 DO >—— 

V 

卜 U ップメータ ーA 丘 RIP A I 

V 

卜 U ップメータ ーB 丘 RIP を J 

觸織才を。 

照度調整* [7：：：：71 

~^ 

ホ車幅灯が点灯しているときに表示されま 
す。 
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夕一夕一のはたらき 


照度調整 

照度調整表示中、オド/トリツプ表示切 
り替え • リ t ツトスイ 、ソチを 約1秒！;/1上 
巧し続けている間、ソーター照明の巧る 
ちヴ下表のよラに変わります。 


明るさ 

表示 

照度レベル 

明るい 

—— ニニ 

レベル 1 

f 

— 

レベル 2 

\ 


レベル 3 

暗い 


レベル 4 


堅アドバイス _ 

•エンジンスイッチが " ON " の位置 
で、車幅’なが点なしているときのみ、 
照度調整を表示させることができま 
す。 

タコメーター夏着ま 

• "レベル 1" に設定すると、ま幅なを 
点なさせたときに、メーター照明が減 
光しません。 


瞬間燃費計 

タコメーター装着車（標準メーター) 
エンジン スィッチせ " ON " の位置のと 
き、表のちれます。 


ODO 

1 1 

已101已 

nmmn 

□嘴叩 


エンジッ回転中、約2秒ごとに更新して 
瞬間燃費を表示します。 

堅アドバイス _ 

•エンジンスイッチを " ON " の位置に 
した直後は、目盛りが表示されませ 
ん。 

• 表示を更新するときにデータが受信で 
きない、または無効なデータを受信し 
た場合は、目盛りが表示されません。 
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夕一夕一のはたらき d 


燃料計 

エッジンスイッチが " ON " ①位置のと 
き、燃料残量を表示します。 

燃料残量巧 FWD 車は約6ん AWD 車は約 
5.5 化: TF になると、タコベーター装着車 
かは燃料計の一を左の目盛りと燃巧残 
量警告むが点滅し、タコベーター装着車 
は燃料残量警告むガ点むします。 

(燃料残量警告む^123ページ) 

A ま意 _ 

燃料残量警告なが点滅-点なした場合 

• ただちに燃料を補給してください。 

燃料切れを起こすと、ちが走行不能と 
なり危険です。 


タコ メーター 

オプション/グレード別装備 

1分間当たりのエンジン回転数を示しま 

す。 

A ま意 _ 

•指針がホ色表示域（エンジンが許容回 
転数を超える範囲）に入らないよう運 
転してください。ホ色表示域に入る 
と、エンジンが損傷するおそれがあり 
ます。 


マルチインフオメーシヨン 
ディスプレイ 

ルミネ七ント メーター 
エンジン スイッチ巧 " ON " の位置のと 
き、デイスプしイ表示切り督えスイッチ 
を押すごとに、表示を切り营えることが 
できます。 

▼切り替わりなた 

平均燃費 

燃費（瞬間燃費） 

* 

腑続可能距離 

♦ 

列巧温 

〇平均燃費 

表示をリ t 、 ソトしてな5①平巧燃費を約 
10秒ごとに更新して表示します。 


平均燃費 

inn 

tUJJMl 
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にミ]まを運起するにあたつて 

夕一夕一のはたらき 


堅アドバイス _ 

•エンジンスイッチを " ON " の位置に 
した直後は、前回エンジンを停止した 
ときの値を表示します。 

• 最大表示は、 r 99.9 km / LJ です。 

• 表示を更新するときにデータが受信で 
きない、または無効なデータを受信し 
た場合は、ブランク表示になります。 

•給油後、 2 km / hU 上の速度になると、 
自動でリ七ットされ（表示が 0.0 にな 
り）ます。自動でリセットされない場 
合は、平均燃費を表示させているとき 
に、ディスプレイ表示切り替えスイッ 
チを巧し続けるとリセットされます。 


〇燃費（瞬間燃費） 

エンジンを始動して、走行を開始してか 
己の瞬間燃費を、約2秒間ごとに更新し 
て表示します。 


燃費 

inn 

"•，■し, km/L 

fe アドバイス _ 

•エンジンスイッチを " ON " の位置に 
した直後の表示は、「一-. — km/U 
です。 

•停車しているときの表示は、「一-.- 
km / U です。 

• 最大表示は、 「99.9 km / L 」 です。 

• 表示を更新するときにデータが受信で 
きない、またはお効なデータを受信し 
た場合の表示は、ブランク表示になり 
ます。 
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夕一夕一のはたらき d 


〇お続可能距離 

現在の燃料殘量と過去の燃費な5航続巧 
能距離を貨出します。 


航続可能 

.j ご km 

A ま意 _ 

• 航続可能距離がまだ十分走行できる数 
値であっても、燃料計が" E " に近付 
くか、が料残量警告灯が点なしたら、 
早めに燃料を補給してください。 


fe アドバイス _ 

•表示の更新時間は、運転状況（走行 
中-停車中）によって異なります。 

•新車を受け取った際に、航続可能距離 
として表示される数値は正しい数値を 
表示しないことがあります。 

• 表示される航続可能距離は、過ちの燃 
費をもとに計算しているため、運転方 
法-道路状況により増減することがあ 
ります。 

• 燃料給;’由量が少量の場合、表示が更新 
されないことがあります。 

• 最大表示は、 r 999 kmj です。 

• 燃料計が異常検出したときの表示は、 
しばらくブランク表示になることがあ 
ります。 

•バッテリーとのを続が断たれたとき 
は、学習した燃費はリ七ットされま 
す。 


〇か気温 

外気温度を表示します。 


が気温 



堅アドバイス _ 

• ほかの計測装置により計測した外気温 
とは、異なることがあります。 

•エンジンスイッチを " ON " の位置に 
した直後の表示は、ブランク表示で 
す。 

• 表示範囲は、「一30〜50で」です。 

• 外気温度表示が3で]; I 下になると、数 
字が点滅しますが、エンジンスイッ 
チを " ON " の位置にしたときに、すで 
に3でな下の表示の場合、点滅しませ 
ん。 

•異常検出したときの表示は、「一 
-で」です。 

•下記の場合は、正しい外気;互が表示さ 
れないことがあります。 

•停ましているときやな速走行（約 
ISkm / hLUT ) しているとき 
• 外気温が急激に変化したとき（トンネ 
ルの出入り口付巧など） 

• 実際の外気温が変化していなくても、 
車両のが態（車速-風向きなど）によ 
り、外気温表示が変動することがあり 
ます。 
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ra まを運起するにあたつて 

ま巧む、警ち巧のはたらき 

表巧な、警ま巧のはたらき 


表示な 


車両のちまざまなが態をベーター内に表 
71\します。 

A ま意 


〇方向指示器表示 I 灯 

エンジンスイツチ巧 " ON " の位置で、 

方向指示むを点滅さだると、同時に点滅 

します。 

〇非常点滅表示け 

エンジンスイッチの位置に関係な <、非 
常点滅むを点滅ちせると、同時に点滅し 
ます。 

fe アドバイス _ 

点滅する間隔が異常に速くなった場合 
• 方向指示灯（非常点減灯）の電球切れ 
が考えられます。すべての方向指示灯 
が点臧するか確認してください。 


•表示巧によっては、点な（または点 
滅）したまま走行すると、思わぬ事故 
を引き起こしたり、車両が損傷するお 
それがあります。 

この場合、それぞれの表示灯の項目に 
したがい、処置を巧ってください。 
•点灯操作を行っても、表示灯が点灯し 
ないときは、スバル販売店で点検を受 
けてください。 


方向指示器表示な 
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ま巧む、警告巧のはたらき W 


八イビーム/パッシング表示灯 



エンジンスイツチの位置に関係な<、へ 
ツドランプを上向きのが態にすると点む 
します。 


ライティングスイッチ表示な 

オプション/グレード別装備 

夕ち 

エンジンスイッチの位置に関係な<、車 
幅むが点むしているときに点むします。 


フォグランプ表示な 

オプション/グレード別装備 

ミ0 

エンジンスイッチの位置に関係な<、フ 
ブブランプを点むちだると点むします。 

(フブブラップスイッチ 
一134ページ) 


水温表示な 


託〜 

エンジンスイツチが " ON " の位置で、 
エンジン冷却水温が低いときに点むしま 
す。 

A ま意 _ 

• エンジン;令が水温が化い間は、急激な 
空ぶかし、急加速、高速走行はしない 
でください。 


fe アドバイス _ 

• エンジン;令が水温が異常に高くなった 
ときは、水ミ品警告口が点滅•点なしま 
す。 

(水温警告な一122ぺージ) 

暖巧を十分続けていても.点口したままの場 

A 

• 水温センサー等の異常が考えられま 
す。 

ただちにスバル販売店で点検を受けて 
ください。 
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ま巧む、警ち巧のはたらき 


七キュリティ表示な 

キーレスアクセス装着ま 

•エンジンスイツチを " ACC " 甘ら 
" LOCK " ①位置にして、イモビライ 
ザー機能を作動ちせると点滅します。 

•エンジンつイツチを " LOCK " な5 
" ACC " ①位置にして、イ亡ビライザ 
-機能を解除すると消むします。 

(イ亡ビライザー機能一141ぺージ) 

A ま意 _ 

• アクセスキーによリエンジンを始動 
した場合、エンジンスイッチが 
" ACC " 、または " ON " の位置で、 
下記のことを行うと、表示なが高速で 
点滅し、警告ブザー（室内は「ピピ 
ピ」、室外は「ピッピッピッ」という 
音）が鳴ることで、アクセスキーの 
持ち出しを警告します。 

•運転席ドアを一度開けて、アク七ス 
キーをま室内アンテナの作動範囲外に 
移動させ、ドアを閉めたとき。 

(作動範囲一137ぺージ) 

• また、アクセスキーをま室内アンテ 
ナの作動範囲外に置いたまま、運転席 
ドアを一度開けてから閉めたときも、 
同様の警告が行われることがありま 
す。 


堅アドバイス _ 

• セキュリティ表示口は盜難警報装置と 
兼用しているため、キーレスアクセ 
ス操作-電波式リモコンドアロック 
によりドアを施錠すると、約30抄間 
点なにかわります。 

また、を難警報装置が解除されていな 
い場合は、エンジンスイッチを 
" ACC " の位置にしても消'なしない場 
合があります。 

エンジンスイッチを巧すと、高まで点滅した 

場合 

•アクセスキーがま室内アンテナの作 
動範囲外にあることが考えられます。 
運転者はアクセスキーを身に付けて 
ください。 

それでも消‘なしない場合、電ミ也が消'耗 
しているおそれがあります。 

(キーの電池交換一259ぺージ） 


電波式リモコンドアロック装着車 

(盗難警報装置^ 8日ページ) 
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シフト七レクトインジケーター 

才一 トマチツクま 

P 
R 

N 

〇4 

3 

/ 

エンジンスイツチが " ON " ①位置のと 
き、使用中の tZ しクトしバーの位置ヴ点 
むします。 


CVT ま _ 

P 

R 

N 

D 


Info-ECO (インフォ.エコ） 

ランプ 



• エンジンスイツチを " ON " の位置に 
すると点むし、数秒後に消むします。 

• 二酸化炭素が化量のかない環境にやち 
しい運転をしていると、点むします。 

む要上にアク tZ ルペダルを踏むと、 
消むします。 

fe アドバイス _ 

• Info-ECO (インフォ•エコ）ランプの 
表示設定を "ECO On " に設定していな 
いと、点'なしません。 

( Info-ECO (インフォ■エコ）ランプの 
表示設定一111ページ） 


P 

R 

N 

C4 

3 

2 


S 

B 


エッジッスイッチが " ON " ①位置のと 
き、使用中の tZ しクトしバーの位置ヴ点 
むします。 

A ま意 _ 

◎レンジが点滅した場合に VT ま） 

• CVT システムの異常が考えられます。 
ただちにスバル販売店で点検を受けて 
ください。 
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ra まを運起するにあたつて 

ま巧む、警告巧のはたらき 


警告な 


ちまざまなシステムの異常や、安全運転 
に関わる項目をベーター巧に警告します。 

A ま意 _ 

• 警告なが点な（または点滅）したまま 
走行すると、思わぬ事故を引き起こし 
たり、車両が損傷するおそれがありま 
す。 

この場合、それぞれの警告口の項目に 
したがい、処置を行ってください。 
•エンジンスイッチを " ON " の位置に 
しても警告‘打が点灯（または点減）し 
ないときは、スバル販売店で点検を受 
けてください。 


エンジン警告な 

C3 

• エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると点むし、エンジッを始動すると 
消むします。 

• エッジンガ回起中で、エンジッ電子制 
御システムじ異常巧あると点む、また 
は点滅します。 

A ま意 _ 

点な-点滅した場合 

• ただちにスバル販売店で点検を受けて 
ください。 


オイルプレッシャー警告な 



• エツジンスイツチを " ON " の位置に 
すると点むし、エンジンを始動すると 
消むします。 

• エンジツが回転中で、エンジン内部を 
潤滑しているエンジンオイルの圧力 
じ異常がおると点むします。 

A 注意 _ 

点灯した場合 

• そのまま走巧すると、エンジンが故障 
するおそれがあります。 

ただちにスバル販売店にご連絡くださ 
い。 


fe アドバイス _ 

•オイルプレッシャー警告灯は、オイ 
ル量を示すものではありません。オイ 
ル量の点検は、オイルレベルゲージ 
で行ってください。（オイル量の点検方 
まは、別冊の「メンテナンスノー 
卜」参照） 
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まを運転するにあたつてにる 

ま巧む、警告巧のはたらき W 


チャージ警告な ブレーキ警告灯 

ご] (①) 


• エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると点むし、エンジッを始動すると 
消むします。 

• エッジンが回転中で、充電系統に異常 
(ベルトののび、損傷など）があると 
点むします。 

A ま意 _ 

点なした場合 

• ただちにスバル販売店で点検を受けて 
ください。 


堅アドバイス _ 

•エンジン始動後に警告ながしばらく点 
なしても、その後、消‘なすれば異常で 
はありません。 


• エツジンスイツチを " ON " の位置に 
すると点むし、エンジンを始動して、 
駐車ブしーキを完全に解除すると消む 
します。 

•エンジンスイツチヴ " ON " の位置で、 
下記の場合に点むします。 

▼ 点打理由 

• 駐車ブしーキ巧完全 I こ解除ちれていな 
いとき 

• ブしーキ液の液量巧不足しているとき 
• EBD 制御 I こ異常なあるとき 
▼駐車ブしーキヴ解除されている眉合 
エンジンスイツチを " ON " の位置にす 
ると点むし、数秒後に消むします。 

〇警告ブザー 

駐車ブしーキ巧完全に解除ちれていない 
状態（警告む巧点むしているが態）で、 

約日 km / hlii 上で走行すると、ブザー巧鳴 
U ます。 

駐車ブし ーキを 解除す ると、ブザーが 鳴 
U やみます。 
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ra まを運起するにあたつて 

ま巧む、警ち巧のはたらき 


A ま意 _ 

• 制動時、常に異音（キーキー音など） 
が発生するときは、ブレーキパッド 
の摩耗がちえられます。 

ただちにスバル販売店で点検を受けて 
ください。 

エンジン回転中.はまブレーキを解除して 

も、点なしたままミ肖なしない場合 
• ブレーキ液量の不足が考えられます。 
この場合、ブレーキの効きが悪くなつ 
ているおそれがあります。 

効きが悪いときは、 ブレーキ ペダル 
を強く踏み、ただちにを全な場所に停 
まして、スバル販売店にご連絡くださ 
い。 

ABS 警告なと同時に点なした場合 
• 強めのブレーキの際に車両が不安定に 
なるおそれがあります。 

ただちにを全な場所に停車して、スバ 
ル販売店にご連絡ください。 


水温警告灯 


が〜 

• エツジン スイッチを " ON " の位置に 
すると点むし、数秒後に消むします。 

•エンジンスイツチガ " ON " の位置で、 
エンジツお巧水温が異常に高 < なると 
点滅し、その後、ち5にか温ヴ高<な 
ると点むじをわります。 

堅アドバイス _ 

点滅-点なした場合 

• エンジン;令去 P 7 k 温の異常な上昇による 
オーバーヒートが考えられます。 
ただちに安全な場所に停車して、処置 
を行ってください。 

(才ーバーヒートの処置 
一236ぺージ） 
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まを運起するにあたつてにる 

ま巧む、警ち巧のはたらき W 


シートベルト警告な（運お席） 

• エンジンスイッチが "ON" の位置で、 
運転席側シートベルトを装着してい 
ないと点滅します。 

•シートベルトを着巧すると消むしま 
す。 

〇警告ブザー 


燃料巧量警告な 


タコ メーター 装着まな外 



エンジンスイッチガ "ON" の位置のと 
き、燃お残量ガ FWD 車は約6ん AWD 車 
は約5.日化^1下になると、燃料計の一番左 
の目盛りと燃料残量警告むが点滅し、ち 
己じ燃料ガかな < なると点滅が早 < なり 
ます。 


シートベルトを着苗していないが態（警 
告むガ点滅が態）で、約 20km/hW 上で 
走なすると、ブザーガ約2分間鳴ります。 

堅アドバイス _ 

• 1度警告ブザーが鳴ると、たとえ約 
20km/hJU 下で走行しても、約2分間 
鳴り続けますので、走行するときは必 
ずシートベルトを着用してくださ 
い。 

• ブザーが鳴り始めてから、約30秒後 
に断続音の早さが変わります。 



エンジンスイッチガ "ON" の位置のと 
き、燃料残量巧 FVVD 車は約6ん AWD 車 
は約5.5化^1下になると、燃料残量警告む 
ヴ点むします。 

(燃料計一113ぺージ) 


A ま意 _ 

点减-点なした場合 

• ただちに燃料を補給してください。 

燃料切れを起こすと、突が走行不能と 
なり危険です。 


fe アドバイス _ 

•坂道やカーブなどでは、タンク内の燃 
料が移動するため、警告灯が早めに点 
滅（タコメーター装着車は点灯）す 
ることがあります。 
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ra まを運起するにあたつて 

ま巧む、警ち巧のはたらき 


ABS 警告灯 



• エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると点むし、数砂後に消むします。 

• エンジンスイッチが " ON " の位置で、 
ABS に異常ガあると点なします。 

A ま意 _ 

ブレーキ警吿けと同時に点けした場合 
• ABS に異常があるだけでなく、強めの 
ブレーキの際に車両が不安定になるお 
それがあります。 

ただちにを全な場所に停車して、スバ 
ル販売店にご連絡ください。 


堅アドバイス _ 

• エンジン始動後に警告なが数秒間点灯 
しても、その後、消‘灯すれば異常では 
ありません。ただし、同じ現象が再度 
発生した場合は、スバル販売店で点検 
を受けてください。 

点口した場合 

• 通常のブレーキとしての性能は確保さ 
れていますが （ ABS としての作動はし 
ません）、スバル販売店で点検を受け 
てください。 


SRS エアバッグ警告な 

• エツジン スイッチを " ON " の位置に 
すると点むし、数秒後に消むします。 
•エンジンスイツチザ " ON " の位置で、 
下記のシステムに異常がおるヒ点むし 
ます。 

▼ 異常けあると点打するシステム 
• SRS エアバッグ 

(SRS エアバッグー62ぺージ） 

• プリテンシヨナー機構 

(プリテンシヨナー機構 
一59ぺージ） 

A 注意 _ 

点巧した場合 

• 車両にできるだけショックをあたえず 
に走行し、ただちにスバル販売店で点 
検を受けてください。 
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まを運転するにあたつてにる 

ま巧む、警告巧のはたらき W 


才ートレべライザー警告な 

HD ランプ装着ま 

|D 

• エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると点打し、数秒後に消打します。 

• エンジンスイッチが " ON " の位置で、 
□-ビームの才ートしべリンブ機能 
に異常巧あると点むします。 

(□-ビーム•才ート しべリンブ機能 
一129ぺージ） 

A ま意 _ 

走行中に点なした場合 

•ただちに安全な場所に停車し、いった 
んエンジンを止めてください。 

再度エンジンスイッチを " ON " の位 
置にしたとき、警告灯が数抄間点灯し 
たあとに消' I 灯すれば、そのまま走行す 
ることができます。 

消灯しないときや、再び点なするとき 
は、ただちにスバル販売店で点検を受 
けてください。 


ステアリング制御警告灯 



• エツジンスイツチを " ON " の位置に 
すると点むし、数秒後に消むします。 
•エンジンスイツチザ " ON " ①位置で、 
電動バワーつテアリンブシステムに 
異常ガあると点打します。 

A ま意 _ 

点けした場合 

• ただちにスバル販売店で点検を受けて 
ください。 
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ゴ 


まを運起するにあたつて 

ま巧む、警告巧のはたち害 


fe アドバイス _ 

•ハンドル操作を巧ったとき、モーター 
音 （ 「ウイーン」という音）が聞こえ 
ることがあります。 

これは、パワーステアリングモータ 
一が作動しているときの音で、異常で 
はありません。 

• 停車中や微低速走行中にハンドル操作 
を繰り返したり、ハンドルに力をかけ 
たまま保持すると、モーターや コン ピ 
ューターの過熱を防止するため、パワ 
-ステアリング制御が制限され、ハ 
ンドル操作が重くなります。 

この場合、しばらくハンドル操作を控 
えてくださし、。 

ハンドル操作をしないまま約10分が 
経過すると、通常の重さに戻ります。 
•停車中に長時間、エンジンの空ぶかし 
を巧ったときは、警告なが点灯し、ハ 
ンドル操作が重くなりますが、エンジ 
ンを再始動し、走行を開始すれば警告 
灯は消灯し、通常の重さに戻ります。 
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^ を運起するにあたつてにる 

スイツチの巧いかた^ 


スイツチのほいかた 


ツチの名拘 


ブしードの違い、オプションち含まれています。 



LUCRA L 455 F -0000051 〜0007592, L 465 F -0000051 〜0002059 


127 






































































まを運起するにあたつて 

^スイツチの巧いかた 



ランプの点な 


▼ 操作方ミ去 

:イッチを回すと、下表のランプ類げ点 
なします。 

1D 

•(ON) 

OFF 



\ ランプ 


車幅な 


前照灯 

番号灯 

スイッチ位^\ 


尾灯 

OFF 

- 

- 

参 (ON) 

- 

点灯 

10 

点灯 

点灯 


A ま意 _ 

• エンジンを停止した状態で長時間ラン 
プ類を点なさせないでください。パッ 
テリーあがりの原因となります。 


ヘッドランプの切り替え 

▼ 操作方法 

ライテインブスイ'ソチ巧 " iD " の位 
置のときしバーを押すと、前照む巧上向 
き（ハイビーム）になり、戻すと下向き 
(□ー ビーム）になります。 



A ま意 _ 

• 対向まのあるときや巿街化走行のとき 
は、対向まや通行人の迷惑となり危険 
ですので前照灯を下向きにして走行し 
てください。 


▼ 一時の1こ使用する眉合 


堅アドバイス 


ランプの消灯 

• 前照なが上向きのときは使用できませ 

▼ 操作方ま 

ん。 

:イッチを " OFF " の位置じします。 

しバーを手前に引いている間、前照な巧 
上向きに点なします。 


レバー 
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まを運起するにあたつてにる 

スイツチの巧いかた^ 


ランプ;’肖し忘れ警告ブザー 

ランプを点むしたままで、エンジンスイ 
ツチせ5キーを抜き、いす'れな①ドアを 
開けると、ブザー（ま続音）ガ鳴りラン 
プの消し忘れを巧5だます。 


HD ランプ 

オプション/グレード別装備 
HD ランプは、ランプ管内のガスと金属3 
ウ化物を使って発光ちせ、通常のランプ 
より白い光と伸び、広がりのある配化を 
持つランプです。 

A 警告 _ 

• HID ランプのバルブ■コネクター•電 
源回路-光軸調整部分を分解したり、 
取り外したりしないでください 。 HID 
ランプは高電圧を使用しており、不適 
切な取り扱いをすると、感電するおそ 
れがあり危険です。 

ランプを交換-修理-廃棄するとき 
は、必ずスバル販売店にごネ目談くださ 
い。 


fe アドバイス _ 

• HID ランプが点滅を繰り返すようにな 
ると電巧の寿命が考えられます。スバ 
ル販売店で点検を受けてください。 

• 衝突などでランプ周りに衝撃を受けた 
場合は点灯装置も衝撃を受け正常に作 
動しなくなっているおそれがありま 
す。スバル販売店で点検を受けてくだ 
さい。 

• システムの異常により電圧が HD ラン 
プの作動電圧範囲から外れたときは、 
電圧が正常に復帰次第、再点なしま 
す。 

• 点な中に作動電圧範囲から外れたとき 
はお灯し、電圧が正常に復帰次第、再 
点なします。 

• 点む操作をするときに作動電圧範囲か 
ら外れているときは、ライティング 
スイツチを操作しても点灯しません。 


〇 口ービーム ■才 ート レべリング 

機能 

乗員数や積載量などの車両資勢①変化に 

対して、ヘッドラップの光輔（化の照5 

す方向）の上下ち向を自動的に調整する 

装置です。 

fe アドバイス _ 

•エンジンを始動して、ネ刀めてヘッド 
ランプを点なしたとき、システムの正 
常な作動をチェックしているため、へ 
ッドランプの光軸が動くことがあり 
ますが、異常ではありません。 

•ヘッドランプの光軸に異常を感じた 
ときは、スバル販売店で点検を受けて 
ください。 


醒 L 侃卜圓日 1 ~瞧 92 丄 46 日卜。醒卜誦 59 口 9 么 












まを運起するにあたつて 

^スイツチの巧いかた 


光軸調整ダイヤル 


ハロゲンヘッドランプ装着ま 
ヘッドランプが点むしているときに使田 
でぎます。 

お員数や積載量によって車両の姿勢ガ変 
化し、ヘッドランプの光軸（化の照5す 
ち向）巧上に向いた場合、ブイわルを回 
すことで光軸を下向きに調整すること巧 
でぎます。 

通常はグイわルを" 0" (光輔ガーま上 
向きの位置）で使用します。 

堅アドバイス _ 

HID ランプ窝着ま 

•ヘッドランプの光軸は自動的に調整 
されるため、光軸調整ダイヤルは装着 
されていません。 


堅アドバイス _ 

•を員数などに応じて、下表を目安にダ 
イヤルを調整してください。 


乗車や荷まの 
積載げ況 

ダイヤル位置 

FWD 

AWD 

運転なのみ乗車時 

0 

0 

運転巧と助手巧に柔車時 

0 

0 

4を柔車時 

2 

1.5 

4名乗車で荷室満載時 

3 

2.5 

運転席のみ乗車で 
荷室満載時 

3.5 

3.5 


•乗員や荷物を降ろしたあとは、ダイヤ 
ルを "0" に戻してください。 

• 車検などで光軸の調整をするときは、 
ダイヤルを "0" にしてから行ってく 
ださい。 


▼ 操作方ま 

グイわルを回転ちせると、ヘッドランプ 
①光輔ヴ上下 I こ変わります。 

ダイわルの数字け大きいほど下向き I こな 
U ます。 
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まを運起するにあたつてにる 

スイツチの巧いかた^ 


方巧指巧レバー 


非常点滅なスイッ 


▼ 操作方ま 


▼ 操作方ま 


しバーを①の位置まで上下じ操作すると、 
方向指示むおよびベーター内の方向指示 
器表示む巧点滅します。しバーは A ッド 
ルを戻すと自動的に房ります。車線変更 
などのときには、しバーを②①位置まで 
軽<上下 I こ押すと点滅し、ずを離すヒ消 
むします。 



fe アドバイス _ 

•ハンドルの切れ角が小さいと、レバー 
が自動的に戻らないときがあり ます。 
手で戻してください。 

•点滅が異常に早くなったときは、方向 
指示灯の電球切れがちえられます。す 
ベての方向指示なが点滅するか確認し 
てください。 


スイ 、ソチを 押すと左ち①方向指示な巧点 
滅します。もラー度押すと元に戻ります。 

マニュアルエアコン 装着ま 




A 注意 _ 

• 故障などの非常時に、やむを得ず路上 
駐車するとき外はむやみに使用しな 
いでください。 

• 使用後はスイッチを確実に戻してくだ 
さい。スイッチを戻さないと方向指示 
灯がはたらきません。 

• エンジンを止めた状態で長時間使用し 
ないでください。バッテリーあがりの 
原因となります。 
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まを運起するにあたつて 

^スイツチの巧いかた 


ワイ パー. ウ ォツシヤー 
スイ ツチ 


A ま意 _ 

• 空ぶきはガラス面に傷を付けますの 
で、ウォッシャー液を噴がさせてから 
ワイパーを作動させてください。 

• フロントワイパーアームを起こすと 
きは、と'ず運転席側のワイパーアー 
ムから起こしてください。 また、もと 
に戻すときは助手席側のワイパーア 
-ムから戻してください。 

•寒;令時、または長時間ワイパーを使用 
しなかったときは、ワイパーゴムが 
ガラスに張り付いていないことを確認 
してください。張り付いたまま作動さ 
せるとワイパーモーターが損傷し、 
故障の原因になります。 

• 積雪などの障害物によりワイパーが途 
中で止まってしまうときは、障害物を 
取り除いてからワイパーを作動させて 
ください。巧巧に作動させるとワイパ 
-モーターに負担がかかりが障の原 
因となります。 

• ウォッシャー液を連続して20秒 jy 上 
噴おさせないでください。またウォッ 
シャーあが出ないときはウォッシャー 
スイ ッチを作動させないでください。 
モーターに負ちがかかり故障の原因と 
なります。 

•ぎ;令時は、ガラスが暖まるまで、ウォ 
ッシャー液を吹き付けないでくださ 
い。吹き付けられた液が凍結し、視界 
をさまたげることがありますので、先 
にガラス面を暖めてください。 


フロント 

エンジン スイ、ソ子せ " ON " の位置のと 
き使巧できます。 

〇ワイ パーの 使いかた 

し バーを 下げると、フイ パーび 作動しま 
す。 



MIST 

一時作動 

OFF 

停止 

INT 

間か作動 

LO 

低速作動 

HI 

高速作動 


fe アドバイス _ 

• MIST (-時作動）はレバーを " OFF " 
から押し上げている間、ワイパーが低 
速作動します。手を離すと " OFF " に 
戻ります。 

•寒冷地仕様車のワイパーは、雪がたま 
ったときにワイパーの反転位置を切り 
替える機構になっています。この機構 
の作動中に「コン、コン」という音が 
発生しますが、異常ではありません。 
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^ を運転するにあたつてにる 

スイツチの巧いかた^ 


〇ウォッシャー液の噴射 

しバーを手前に引<とウオッシわ一液巧 
噴射します。 



堅アドバイス _ 

•フロントウオツシヤーを作動させる 
とま動してフロントワイパーがほ速 
作動します。 


リャ 

エンジンスイッチガ " ON " の位置のと 
き使巧できます。 

〇ワイ パーの 使いかた 

スイ’ソチを " ON " の位置じ回すと、リわ 
ワイパーな作動します。 



〇ウォッシャー液の噴射 

リわフイパー作動中にウォッシゎ一液を 
噴射ちせるときは、スイッチを " ON " の 
位置な白上側の"ウォッシゎーミ夜噴射位 
置"じ回します。 

また、スイ、ソチを " OFF " の位置な5下 
側の"ウォッシゎ一液睛射位置"に回し 
てち噴射します。 

ウォッシャー液 
噴射位置 

- ON 
- OFF 

ウオツシヤー ミ 夜 
噴が位置 



スイッチ 
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まを運起するにあたつて 

^スイツチの巧いかた 


〇リバース連動リヤワイパー 

フ □ント ワイパーび作動中、または作動 
後約10秒た(内 I こ、 tz しクトしバーを回 
にすると、リわフイパー巧数回作動しま 
す。 

fe アドバイス _ 

•下記の場合、七レクトレバーを回に 
しても、リヤワイパーは作動しませ 
ん。 

•フロントワイパーが作動後、約10 
抄な上経過しているとき 
•フロントウォッシャーを作動させて 
から約10秒 LU 内のとき 
•機能を停止することができます。詳し 
くはスバル販売店にご相談ください。 



オプション/グレード別装備 


夜間の雨、露のよラな天候のときにご利 
巧 < ださい。 

▼ 操作方る 

車幅むな点なしているとき、：イッチを 
" ON " にすると、ベーター巧のフォグ 
ランプ表示むけ点むし、フォグランプ巧 
点むします。 

消口するときは、スイ、ソチを " OFF " じ 
して<ださい。フォグランプ表示むち消 
打'します。 
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^ を運起するにあたつてにる 

スイツチの巧いかた^ 


リヤウインドゥ 
デフ ォツガー スイ ツ 


UP ウイツドウガラスの曇りを取るヒ 
きに使巧します。 

▼ 操作方ま 

スイッチを押すと作動表示む巧点むし、 

1」わウインドウガラス•電動格納式ヒ 
-テッドドアミラー装着車はドアミラ 
一び暖め5れ曇り巧取れます。作動を停 
止するときは、スイッチをもラー度押し 
て<ださい。作動表示むも消むします。 
マニュアルエアコン装着車 




fe アドバイス _ 

• エンジンを止めた状態で長時間使用し 
ないでください。バッテリーあがりの 
原因になります。 

• リヤウインドゥガラス内面を清掃す 
るときは、電熱線を傷付けないでくだ 
さい。 



パンドルの►〇•マーク固适部を巧すとぶ一 
ンが鳴ります。 

fe アドバイス 


• 緊急時、が常時 JU 外は、むやみに使用 
しないでください。 
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ra まを運転するにあたつて 

™ 運拓装置の巧いかた 


運拓装置のほいかた 



A 警告 


•走行中は、エンジンスイッチにさわ 
らないでください。誤って操作し、エ 
ンジンが停止すると、思わめ事故につ 
ながるおそれがあり危険です。 


エンジンをかけるときやオーデイオを聞 
<ときなどに使苗します。 

A ま意 _ 

•エンジンを止めた状態で、エンジン 
スイッチを " ON " または " ACC " の 
位置にしたまま長時間放置しないでく 
ださい。バッテリーあがりの原因にな 
ります。 


キー差し込みタイプ 

キーレスアクセス装着まな外 

挿入□にキーを差し込んで回し、エッジ’ 
ンの始動、停止を行います。 



LOCK 

キーを抜き差しする位置です〇キ 
一を抜くと ハン ドルがロックされ 
ます。 

ACC 

エンジンを止めたまま、才ーディ 
才が聞ける位置です。 

ON 

エンジン回転中の位置です。 

START 

エンジンを始動するときの位置で 
す。手を離すと自動的に " ON " の 
位置に戻ります。 


A ま意 _ 

•エンジン始動後は、すぐにキーから手 
を離してください。 " START " の位置 
にしたままでいると、エンジンを損傷 
するおそれがあります。 


堅アドバイス _ 

•キーは確実にエンジンスイッチに差 
し込んで操作してください。 

• キーが " LOCK " から " ACC " の位置 
に軽く回らないときは、ハンドルを左 
右に動かしながらキーを回してくださ 
い。 
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まを運起するにあたつてにる 

運拓装置の巧いかた W 


キーレスアク七スタイプ 

キーレスアクセス装着ま 
アンテナな己発する電波をアク t スキー 
が感知することによって、 エンジンスイ 
ツチの□ツクが解除され、キーの差し込 
み操作なしで、エンジンの始動、停止を 
行ラことができます。 

• アク tz スキーを巧持して作動範旧に 
入ると、エンジンスイ、ソチを 
" LOCK " せら " ACC " の位置に回す 
ことげできます。 



LOCK 

メインキ ー 、メカこカルキーを抜き 
差しする位置です。ハンドルが口’ソ 
クされ、キーレスアクセスの通信を 
開始します。 

ACC 

エンジンを止めたまま、オーディオ 
が聞ける位置です。キーレスアクセ 
スの通信は解除されます。 

ON 

エンジン回転中の位置です。キーレス 
アクセスの通信は解除されます。 

START 

エンジンを始動するときの位置で 
す。手を離すと自動的に‘‘ ON " の 
位置に戻ります。 


A ま意 _ 

•エンジン始動後は、すぐにエンジン 
スイッチから手を離してください。 

" START " の位置にしたままでいる 
と、エンジンを損傷するおそれがあり 
ます。 

•エンジンを止めた状態で、エンジン 
スイッチを " ON " または " ACC " の 
位置にしたまま長時間放置しないでく 
ださい。バッテリーあがりの原因にな 
ります。 


〇作動範囲 

車室内です。 


アンテナ 



fe アドバイス _ 

•インストルメントパネルの上や中 
(グローブボックス内など）-荷 
室-ドアポケット内など、電ぶを感 
巧しない場所があります。 

• 車外でもドアやドアハンドルに近付 
きすぎた場合は、エンジン始動が可能 
になることがあります。 


醒 L 侃卜麵。日1~瞧92丄46日卜。醒卜誦59 巧了么 






























ra まを運転するにあたつて 

™ 運拓装置の巧いかた 


〇エンジンの始動 

/. アク tz スキーを携帯し、運転席に座 
ります。 

2 . エンジンスイツチを押します。 

3 . エンジンスイツチを巧したまま回し 
ます。 

エンジンスイ、ソチを " ACC " の位置 
にすると、 tz キユリティ表示むな消 
むします。 

( t キユリティ表示む一118ぺージ） 


fe アドバイス _ 

•エンジン スイッチを押したとき、セ 
キュリティ表示灯が消'灯せず、高速で 
点滅したときは、アクセスキーが作 
動範囲外にある可能性があります。ア 
ク七スキーを確認してください。 

♦エンジン スイッチを回すときは、お 
ず押したままゆっくり回してくださ 
い。押してすぐに回すと引っかかるお 
それがあります。 

•エンジンスイッチが " LOCK " から 
" ACC " の位置に軽く回らないとき 
は、ハンドルを左右に動かしながらエ 
ンジンスイッチを回してください。 

• 通信エラーなどでエンジンの始動がで 
きないことがあります。その場合は、 
いったんエンジンスイッチを 
" ACC " の位置に戻してから、再度始 
動し直してください。 

•アクセスキーによるエンジン停止 
時、エンジンスイッチが " ACC " の 
位置でドアを開けると、ブザー（断続 
音）が鳴り、エンジンスイッチの戻 
し忘れを警告します。 
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まを運転するにあたつてにる 

運拓装置の巧いかた W 


〇メカニカルキーによるエンジンの 

始動 

電池の消耗などにより、アク tz スキーで 
エンジン巧始動できない場合、アク t ス 
キーに内蔵ちれているべカニカルキーを 
使巧して < ださい。 

(アク t つキーで操作できない場合 
一83ぺージ） 

▼ 操作方ま 

/. アク tz ス キー 裏面のスバ ルマーク 
付近をエンジンスイ、ソチ I こ接触ちせ 
ます。 

2 ベカニカルキーをエンジンスイ、ソ 
チのキー挿入□に挿入します。 



3. エンジンスイ、ソチを巧します。 

4. エンジンスイ、ソチを押したまま回し 
ます。 



巳' エンジンスイツチを " ACC " の位置 
にすると、 tz キユリティ表示む巧消 
むします。 

( tz キユリテイ表示む一118ぺージ） 


堅アドバイス _ 

•キーは確実にエンジンスイッチに差 
し込んで操作してください。 
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ra まを運転するにあたつて 

™ 運拓装置の巧いかた 


〇メインキーによるエンジンの 

始動 

アク t スキーを紛失、または破損したと 
きなど、ベカニカルキーち使田できない 
場合は、付属のベインキーを使用して< 
だちい。 


▼ 操作方ま 

/. ベイン キーをキー 挿入 mi こ挿入し、 
エンジンスイッチを押します。 

2エンジンスイッチを巧したまま回し 
ます。 

エンジンスイ、ソチを " ACC " ①位置 
にすると、 tz キユリティ表示むな消 
むします。 

( t キユリテイ表示む一118ぺージ） 



堅アドバイス _ 

メカニカルキ ー 、メインキーを 

使巧するときは 

•確実にメインキ ー 、またはメカニカ 
ルキーを奥までしっかりと差し込ん 
でくださし、。 

確実にキーが差し込まれていない状態 
でも、エンジンスイッチが回る場合 
があります。この場合、エンジンス 
イッチの位置に関係なく、キーが抜け 
るおそれがあります。 

キーが抜けてしまった場合は、 
" LOCK " iU 外の位置でキーを差し込 
むことはできませんので、いったん、 
車を交通のさまたげにならない安全な 
場所に停車し、エンジンスイッチを 
" LOCK " の位置まで戻してから、再 
度キーを差し込んでください。 
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まを運起するにあたつてにミ! 

運拓装置の巧いかた W 


キー インタ—ロック 

誤操作防止のため、 t しクトしバーガ 回 
しンジじ I かのときに、エンジンスイッチ 
が " LCXX " の位置まで回5ないよラにす 
る装置です。 

▼ 操作方ま 

エンジンスイ、ソチを " ACC " な己 
" LOCK " の位置 I こするときは、 tz しクト 
しバーを回しンジ' I こしてな5行います。 

A ま意 _ 

電波 式リモコンドアロック 装着ま 
•回レンジ LU 外では、キーは " LOCK " 
位置まで回すことができないため、キ 
-をほくことができません。 

キーレスアクセス 篇着ま 
•七レクトレバーが回レンジ JU 外で 
も、 " ACC " から左 （" LOCK ") 側 
に回りますが、 " LOCK " 位置の手前 
で止まり、 " LOCK " 位置まで回すこ 
とはできません。 

また、キーを挿入しているとき、この 
位置 （" LOCK " 位置の手前）では、 
キーを抜くことができません。 


イモビライザー機能 

キーレスアクセス装着車 
車両の盗難防止のため、アク t つキーお 
よびソインキ ー I こは信写アンテナが内蔵 
ちれてお U 、 あ5かじめ登録されたキー 
lil かではエンジンの始動巧できません。 

▼ 操作方法 

•エンジン スイ、ソチを 。 k ここ’’ねら 
" LOCK " の位置にすると、イ亡ビラ 
イヴー機能な'作動し、 tz キユ I 」ティ表 
示な巧点滅します。 

( tz キユリテイ表示む一118ぺージ） 
•エンジン スイ、ソチを " LOCK " な己 
" ACC " の位置にすると、イ t ビライ 
ザー機能げ解除ちれ、 tz キユリティ表 
示な巧消なします。 

fe アドバイス _ 

• セキュリティ表示口はを難 警報 装置と 
兼用しているため、キーレスアクセ 
ス操作-電波式リモコンドアロック 
によりドアを施錠すると、約30抄間 
点なにかわります。 

また、を難 警報 装置が解除されていな 
い場合は、エンジンスイッチを 
" ACC " の位置にしても消'口しない場 
合があります。 
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ra まを運転するにあたつて 

™ 運拓装置の巧いかた 


堅アドバイス _ 

• アクセスキー、メインキーに登録さ 
れた信号はキーごとに異なります。 

• メインキーでエンジンの始動、停止 
を行う場合、下記のような状態では、 
車両がキーからの信号を正確に受信で 
きず、エンジンの始動ができない場合 
があります。 

• キーグリップに金属製のリングをの 
せたままのとき 



•キーグリップにほかのキーの金属部 
がをしているとき 

X 獅 


fe アドバイス 


キーグリップに金属製の物が接して 
いるとさ 



•メインキーがほかの車両のイモビラ 
イザー機能用キー（信号アンテナ内蔵 
の物）と近いとき 



Ui 


•メインキーがほかの車両のイモビラ 
イザー機能用キー（信号アンテナ内蔵 
の物）と重なっているとき 
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まを運起するにあたつてにる 

運拓装置の巧いかた W 


駐車ブレーキ 


A 注意 _ 

•走行するときは、駐車ブレーキを完全 
に解除してください。また、ブレーキ 
警告巧が消'むしていることを必ず確認 
してくださし、。 

駐車ブレーキをかけたまま走行する 
と、 ブレーキが熱を持ち、ブレーキの 
効きが悪くなったり、思わめ事故につ 
ながるおそれがあります。 


A ま意 _ 

• 駐車ブレーキをさらに強くかける必要 
がある場合はブレーキペダルを しつ 
かり踏み、一度駐まブレーキを解除さ 
せ、完全にパーキングペダルを戻し 
てからもう一度駐車ブレーキをかけ直 
してください。 

•駐車ブレーキをかけるとき、解除する 
ときは必ずペダルの位置を目で確認し 
てから操作してください。 


▼なけるとぎ 

•ち足でブしーキペダルを踏みな巧己、 
左足でパーキングペダルをいっぱい 
まで踏み込みます。 

• エンジンスイ、ソチ巧 " ON " ①位置の 
ときは、ブしーキ警告むが点むします。 


堅アドバイス _ 

• 駐車ブレーキが完全に解除されていな 
い状態（警告‘なが点なしている状態） 
で、約 5 km / hU 上で走行すると、警告 
ブザーが鳴ります。 

(ブレーキ警告ロー 121ぺージ） 


▼目即をするとき 

•ち足でブしーキペダルを踏みな巧己、 
左足でパーキングペダルを踏み込み 
ます。「カチ、ソ」といラ音巧した己パ 
ーキングペダルをゆっ<リ戻します。 
• エンジンつイツチ巧 " ON " の位置の 
ときは、ブしーキ警告む巧ミ肖むします。 


坂道に駐車するとき 

▼ 操作方ミち 

坂道 I こ駐車するときは、駐車ブしーキを 
なけるととちじ、 tz しクトしバーを回し 
ツジ' I こ入れます。ち己に輪止めもして< 
だちい。 
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ra まを運転するにあたつて 

™ 運拓装置の巧いかた 


ターボま 


オプション/グレード別装備 

A ま意 _ 

•エンジン始動直後（エンジンが;ちえて 
いるとき）は、エンジンの急激な空ぶ 
かし、または急加まをしないでくださ 
い。 

■エンジン回転数がタコメーターのホ 
色表示域（エンジン許容回転数 U 上） 

に入らないように運転してください。 
•定期的なオイル交換、オイルフィル 
__夕一の交換を必ず行ってください。_ 
高ま走行、登坂走行直後にエンジンを停 
止するときは、化す'約1分程度アイドリ 
ンブ状態にしてせ5エンジンを止めて< 
だちい。 


運転が 態 

アイドリング時間 

一般走行後 

- 

高を走行後、登坂走行後 

約 1 分 


AWD ま 


オプション/グレード別装備 

A ま意 _ 

• AWD 車はどのような巧でも走れる万能 
車ではありません。アク七ル、ハンド 
ル、ブレーキの操作は一般の車と同じ 
く慎重に行い、常に安全運転にんがけ 
てくださし、。 

また、オフロード走行や、ラリー走行 
を目的とした車ではありません。タイ 
ヤがはまり込むような深い砂地、海 
水、水たまりなどに乗り入れないでく 
ださい。やむを得ず走行したときは、 
走行後各部を念入りに洗ってくださ 
い。 

• 渡河などの水中走巧はしないでくださ 
い。ミ度河などの水中走行をすると、エ 
ンストするだけでなく、電装品のショ 
ート、エンジンの破損などの重大な車 
両故障につながるおそれがあります。 

巧 一、 水中に浸かってしまったとき 
は、必ずスバル販売店で点検を受けて 
ください。 

• AWD 車は雪道や水たまりなどの滑りや 
すい路面ですぐれた走行性能を発揮し 
ますが、極端な急ブレーキ、急ハンド 
ルはさけて、十かに余裕を持って走行 
してください。 


_フルタイム AWD システム_ 

fe アドバイス _ 

• フルタイム AWD システムは、 FWD と 
AWD を切り替えるモード切り替えスイ 
ツチはありません。また AWD 表示灯も 
ありません。 
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まを運転するにあたつてにる 

運拓装置の巧いかた W 


A WD まのタイヤ交換 

AWD 車は4つのタイわに駆動力がなかる 

ため、タイわの状態が車の性能に大き< 

影響します。 

タイわの状態には細&のを意をしてタイ 

わの点検は忘れす'に巧って < ださい。 

A ま意 _ 

• タイヤは必ず指定サイズのタイヤを使 
用してください。指定サイズ LU 外の夕 
イヤを使用すると安全性を損ない大変 
危険です。 

• タイヤ交換をするときは、4輪とも同 
—サイズ、同ーメーカー、同一銘柄、 
および同ートレッドパターン（萬模 
様）のタイヤを装着してください。 

• 摩耗差の著しいタイヤは使用しないで 
ください。 



fe アドバイス _ 

• タイヤ空気圧の点検は最低でも月に1 
回巧ってください。タイヤの空気圧が 
前輪と後輪で大きく異なるときは、車 
の性能が十分に発揮できません。（夕 
イヤの指定空気圧は運転席側ドア開口 
部に記載しています） 

• タイヤの口ーテーシヨンは5,000 km ご 
とに行ってください。タイヤ間で摩耗 
差があると車の性能が十分に発揮でき 
ません。 

•タイヤチてーンは必ず前輪に装着し 
てください。 
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にミ]まを運転するにあたつて^ 

™ エンジンのかけかた 


エンジンのかけかた 


才ートマチックま、 CVT ま 


エンジン始動の準備 

▼ 操作方';去 

/. 駐車ブしーキをヴけ、 tz しクトしバ 
一巧回しンジの位置にあることをお 
認します。 

2. ペダル類巧お実に踏め、ハンドル操 
作巧楽 I こできるよラにシートの位置 
を調整します。 

5ァク tz ルペダルおよひ'ブしーキぺ 
グルをち足で踏み位置をお認します。 



エンジンをかけるとき 

▼ 操作方ミち 

/. ブしーキペグルをしつなりと踏みま 
す。 

之ブしーキペグルを踏んだまま、エン 
ジンスイ'ソチを " START " ①位置ま 
で回します。 

A ま意 _ 

• エンジン始動時は、必ず運転席に座つ 
てエンジンをかけてください。窓越し 
からエンジンをかけるとまが急に動き 
出すおそれがあり危険です。 

• エンジン;令な水温が低い間は、急激な 
空ぶかし、急加速、高速走行はしない 
でください。 
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まを運起するにあたつてにる 

エンジンのかけかた 


堅アドバイス _ 

• エンジンの始動性を良くするためにラ 
ンプ、リヤウインドゥデフォッガ 
-、ヒーターフアンなどのスイッチ 
は " OFF " にしてください。 

•エンジン始動後は、各警告口が消‘灯す 
るのを確認してください。（ただしブ 
レーキ警告口は除きます） 

•エンジン始動後は、自動制御装置のは 
たらきによリエンジン回転が高くなり 
ますが、暖機完了後、自動的にアイド 
リング回転に下がります。 

•キーレスアクセス装着までアクセス 
キーを使用してエンジン始動する場 
合、通信エラーなどでエンジンの始動 
ができないことがあります。そのとき 
は、いったんエンジンスイッチを 
" ACC " の位置にしてから、再始動し 
てください。 


〇エンジンスタートサポート 
エンジンスタートサポートはエンジン 
始動操作を補助するシステムです。 
エンジンガ始動するまでの間、自動的に 
スターターを回す時間を延長します。エ 
ンジンスイッチを " START " の位置で 
保持する I 必要はありまだん。 

堅アドバイス _ 

•エンジンスタートサポート作動中に 
エンジン始動を中止したいときは、エ 
ンジンスイッチを " ACC " または 
" LOCK " の位置にしてください。 
•バッテリーあがりを防ぐため、エンジ 
ンスタートサポート作動中に始動操 
作が中断されることがあります。 


エンジンを止めるとき 

▼ 操作方法 

エンジンを止めるときは、アイドリンブ 
回転にして巧5エンジンスイ、ソチを 
" ACC " または " LOCK " の位置にします。 

A 注意 _ 

• ターボ車は、高速および登坂走巧の直 
後にエンジンを止めるときは、必ずア 
イドリングを1分程度巧ってくださ 
い。 
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に ミ] まを運起するにあたつて 

™ 才ートマチックまの運拓 


才ート7チック車の運転 


才ートマチッ言 
トランスミッシ 


才ートマチック車は、ギわチェンジやク 
ラッチペダルの操作な5お放ちれ、運転 
は大変楽になりますが、い<つなの特性 
があります。オートマチック車の運転の 
基本を理酪し、正し<操作する習慣を身 
に巧けて < ださし、。 


才ートマチックまの特性 

〇クリープ現象 

エンジンがかなっているとき、 t しクト 
しバーヴ回、回しンジかの位置で、動 
力がつながったが態になりアク t ルぺブ 
ルを踏まな<てちゆつ<りと動き出す現 
象のことをいいます。 


〇キックダウン 

走行中にアク t ルペダルを踏み化むと、 
自動的に低速ギわに切り营わ U 、 エッジ 
ンの回お数ヴ上昇して強<加まちせるこ 
とヴできます。これをキックダウンとい 
し、ます。 

A ま意 _ 

• 滑りやすい路面やカーブ走行中では、 
急激なアク七ルペダルの操作はさけ 
てください。車がスリップするおそれ 
があります。 


fe アドバイス _ 

• 追い越しなど強い加速を必要とすると 
きや、高速道路での合流が楽に行えま 
す。 


fe アドバイス _ 

•停ま中は、平坦路であっても車が動か 
ないように、ブレーキペダルを しっ 
かりと踏み、必要に応じて駐車ブレー 
キをかけてください。 

• エンジン始動直後やエアコン作動時な 
ど、自動的にエンジンの回転が上がり 
(アイドルアップ）、クリープ現を 
が強くなりますので、ブレーキぺダ 
ルはしっかりと踏んでください。 

•巧浦や狭い場所での移動は、クリープ 
現象を利用し、アクセルペダルを踏 
まずにブレーキ操作のみでを度を調整 
するとスムーズに行えます。 
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まを運転するにあたつてにミ! 

オートマチックまの運拓 W 


七 レクト レバー 

tz しクトしバーの操作は確実に巧って< 
だちい。 

〇シフトロック装置 
誤操作防止のため、シフト□ック装置巧 
巧いています。 

▼シフト□ック蹈除方ミ去 
シフト□ックを解除する場合は、エンジ 
ン：:^イツチを "ON " または " ACC " の 
位置じし、ブしーキペグルを踏むと、 t 
しクトしバーの操作けできます。 



堅アドバイス _ 

•セレクトレバーはブレーキペダルを 
踏みながらでないと、回レンジからほ 
かのレンジへは動きません。 

•エンジンスイッチが " LOCK " の位置 
では、ブレーキペダルを踏んでもセ 
レクトレバーは 回 レンジからほかの 
レンジへは動きません。 

•先にセレクトレバーボタンを押した 
状態で、ブレーキペダルを踏むと、 

七レクトレバーが動かない場合があ 
ります。一度ボタンから手を離し、ブ 
レーキペダルを先に踏んでから操作 
してください。 


各シフト位置での上限速度 
A ま意 _ 

• エンジンの回転があがりすぎないよう 
に、上限速度を守って走行してくださ 
い。エンジンが損傷するおそれがあり 
ます。 

•特にシフトダウンを行うときは、上 
限速度を超えることのないように十分 
ま度を落としてください。 


各シフト位置での上限速度は下表を参考 
にして < ださし、。 


(Wti) 


シフト位置 

2 

3 

D 4 

13 インチホイール 

75 

115 

— 

14 インチホイール 

70 

110 

— 
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にミ]まを運起するにあたつて 

™ 才ートマチックまの運拓 


レクト レバーの 操作 


tz しクトしパ'-部には、 tz しクトしバ 
一を動かすときに使用する tz しクトしバ 
ーボタンが装着ちれています。 



▼操作をする前 I こ 

A 警告 _ 

•回レンジから回レンジへセレクトレ 
バーを動かすときは、ちが車が動き出 
し思わめ事故につながるおそれがあり 
ますので、 ブレーキ ペダルを踏みな 
がら、セレクトレバーボタンを巧し 
て動かしてください。 


〇各位置のはたらき 


固レンジ 

駐車するとき、エンジンを始動 
するとき、および キーを おくと 
きの位置 

面レンジ 

車を後退させるときの位置 
(車が完全に止まってから入れ 
てください） 

圆レンジ 

一時停止などで動力を伝えない 
位置 

岡レンジ 

通常の走行をする位置[前進] 

(1 速から4速まで自動的に変速 
されます） 

团レンジ 

下り坂走行するときの位置[前進] 
(エンジンブレーキが也、要なとき 
の位置） 

图レンジ 

急な下り坂走行するときの位置[前進] 
(強いエンジンブレーキが化要なと 
きの位置） 
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まを運転するにあたつてにミ! 

オートマチックまの運拓 W 


〇セレクトレバーの動かしかた 




J 1 ブレーキペダルを踏みなび5 
V セレクトレバーボタンを巧し 
て動かしまず。 

An セレクトレバーボタンを巧し 
¥V て動かしまず。 

舍> そ®まま動た、しまず。 


A 警告 _ 

•吟の操作は誤作動を防ぐため、七レク 
トレバーボタンを押さずに動かして 
ください。常にセレクトレバーボタ 
ンを巧して操作していると、 回-回- 
回レンジに思いがけず入ることがあ 
り、その場合、思わぬ事故につながる 
おそれがあります。 

• まが完全に止まらないうちに 回 レンジ 
に入れないでください。また、走行中 
に 画 レンジ、前進走行中に 回 レンジ、 
および後退走行中に 画•固-回 レンジ 
に入れないでください。トランスミツ 
シヨンに重大な損害をあたえると共 
に、車がコントロールを失い思わぬ事 
故につながるおそれがあります。 



LUCRAL 侃 F -。。。。。 日1~。。画辰-。。。。。5卜。。。漏 …么 






にミ]まを運起するにあたつて 

™ 才ートマチックまの運拓 


運転のしかた 


エンジン始動前 

▼ 操作を巧ラ前じ 

アク tz ルペダルおよびブしーキペダル 
の位置をち足で確認します。 



A ま意 _ 

• 踏み誤りを防ぐため、ブレーキぺダ 
ルは右足で踏む習慣を身に付けてくだ 
さい。左足でのブレーキ操作は思わめ 
事がにつながるおそれがあります。 


エンジン始動時 

▼ 操作手順 

1 . 駐車ブしーキなな巧っていることを 
確認します。 

之 t しクトしパー巧回しンジにあるこ 
とを確認します。 

3 . ブしーキペグルをしっなりと踏みま 
す。 

4ブしーキペグルを踏んだまま、エン 
ジンスイツチを " START " の位置に 
します。 
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まを運起するにあたつてにミ! 

オートマチックまの運拓 W 


発進時 

▼ 操作を巧ラ前じ 

A 警告 _ 

•回レンジから回レンジへセレクトレ 
バーを動かすときは、突がまが動き出 
し思わめ事故につながるおそれがあり 
ますので、ブレーキペダルを踏みな 
がら、セレクトレバーボタンを押し 
て動かしてください。 

• アク七ルペダルを踏んだまま七レク 
トレバーの操作をしないでくださ 
い。急発進して思わめ事故の原因にな 
ります。 


▼ 操作手順 

/. ブしーキペグルをち足で踏んだまま 
t しクトしバーを前進であれば画し 
ンジ I こ、状況 I こ応じて面、回しンジ 
に、またを退のときは回しツジ'に入 
れます。 

2 . 駐車ブしーキを房したあと、徐々 I こ 
ブしーキぺダんな己足を離し、アク 
t ルペダルをゆつ<りと踏み込み発 
進します。 


A ま意 _ 

• セレクトレバーがどの位置にあるか 
は、メーター内のインジケーターで確 
認してください。 

•セレクトレバーが固、圆レンジ LU 外 
の位置にあると、アクセルペダルを 
踏まなくても動こうとする特性を持っ 
ています。（クリープ現象） 

•始動直後およびエアコン使用時は、自 
動的にエンジン回転が高くなり（アイ 
ドルアップ）、動こうとする力が強 
くなります。発進時にセレクトレバ 
-操作をするときはしっかりとブレー 
キを踏んでください。 

• マニュアル車は発進のスピードを半ク 
ラッチ操作とアクセル操作を併用して 
調整しますが、オートマチック車では 
アクセル操作のみで巧いますので、ア 
クセル操作は特に慎重に巧ってくださ 
い。 

•切り返しなどで 國 レンジから 回 レン 
ジ、 回 レンジから 圃 レンジと何度もセ 
レクトレバー操作をするときは、そ 
のつどブレーキペダルをしっかり踏 
み、完全に車を止めてから巧ってくだ 
さい。 

トランスミッションに負担がかかり故 
障の原因となります。また必ずシフト 
位置も確認してください。 

• 急発進を防ぐために 固 レンジから 固 レ 
ンジ、 圆 レンジから 圃 レンジ、 圆 レン 
ジから 回 レンジにセレクトレバー操 
作をするときも、ブレーキをしっかり 
踏んでから巧ってください。 

•坂道発進時などアクセルペダルとブ 
レーキペダルを同時に踏んで発進し 
ないでください。故障の原因となりま 
す。 


醒 L 侃卜麵。日1~瞧92丄46日卜。醒卜誦59 巧ミ么 








にミ]まを運起するにあたつて 

™ 才ートマチックまの運拓 


堅アドバイス _ 

•セレクトレバーを回レンジに入れる 
と警告ブザーが鳴り、運転者にセレク 
トレパーが回レンジにあることをミロ 
らせます。警告ブザーは車外の人には 
聞こえませんのでミち意してください。 


▼ 坂道発進する垣合 

/. 駐車ブしーキ巧しっなりな巧ってい 
ることを確認しなび己、 tz しクトし 
バーを画しンジ' I こ入れます。 

2 . ち足でアクわんペグルをゆっ<り踏 
み、車げ動き出す感醜を確認して巧 
己、駐車ブしーキを解除し、発進し 
ます。 


走行時 

▼ 操作方法 

/. 通常は画しンジで走行します。 

2 . 強い加速巧む要な眉合は、アクわん 
ペダルを踏み化むとギわは自動的に 
低速ギわに切り替わります。（キッ 
クダウン） 

3 . 長い下り巧や急な下り坂など、強い 
エンジンブしーキを必要とする場合 
は、路面が態やスピードに応じて国 
または回しンジ'に切り營えます。 

A 警告 _ 

•坂道などでは、セレクトレバーを 
國、面または回レンジにいれたまま惰 
性で後退したり、回レンジに入れたま 
ま惰性で前進することは絶巧にやめて 
ください。 

エンストを起こし、ブレーキの効きが 
悪くなったり、ハンドルが重くなるな 
ど、思わめ事故や故障の原因となるお 
それがあります。 
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まを運起するにあたつてにミ! 

オートマチックまの運拓 W 


A ま意 _ 

• 走行中は 画 レンジに入れないでくださ 
い。エンジンブレーキが全く効かな 
くなり、思わぬ事故の原因になりま 
す。 

• 走行中に 回 レンジ、また前進走行中に 
回レンジに入れないでください。トラ 
ンスミッションに重大な損傷をあたえ 
る原因となります。 

• 上り坂などでスピードを保つために、 
アクセルペダルを踏み込んでいく 
と、意に反してキックダウンし、急 
にエンジン回転数が高くなることがあ 
りますので、急激なアクセルペダル 
の操作はしないでください。 

• 滑りやすい路面やカーブ走行中では、 
急激なアクセルペダルの操作はやめ 
てください。キックダウンにより回 
転が高くなり急加まをするため、スリ 
ップをしたり、力ーブを曲がりきれず 
に思わめ事故につながるおそれがあり 
ます。 

■各レンジでのを度は、必ず上限速度を 
守ってください。 

(各シフト位置での上限速度 
一149ぺージ） 


A 注意 _ 

• 長い下り坂や急な下り坂を國レンジの 
まま走行するとスピードが出すぎてし 
まうことがあります。 

このようなときに、フットブレーキ 
を使いすぎるとブレーキの効きが悪く 
なるおそれがあります。 

シフトダウンしてエンジンブレーキ 
を併用してください。また、より強い 
エンジンブレーキが必要な場合は、 
回レンジに入れてください。 

•ブレーキペダルに足をのせたまま走 
巧しないでください。ブレーキ部品が 
早く摩耗したり、ブレーキが過熱し、 
効きが悪くなるおそれがあります。 


fe アドバイス _ 

•渋浦や狭い場所での移動は、クリープ 
現をを利用し、アク七ルペダルを踏 
まずに、ブレーキ操作のみでま度を調 
整するとスムーズに行えます。 
•上り坂でスピードを保つために、アク 
セルペダルを踏み込んでいくと、意 
に反してキックダウンし、急にエン 
ジン回転数が高くなることがありま 
す。 

このようなときは、あらかじめ团レン 
ジにしておくと、エンジン回転数の変 
化が少なく、なめらかな走行ができま 
す。 



醒 L 侃卜麵。日1~瞧92丄46日卜。醒卜誦59 巧ミ么 






にミ]まを運起するにあたつて 

™ 才ートマチックまの運拓 


一時停止時 


後退時 


▼ 操作手順 

/. t しクトしバーは走行位置のままで 
ブしーキペグんをしっなりと踏み続 
けます。 

2 . 停車巧長け<ときは、ブしーキペグ' 
ルを踏んだままで駐車ブしーキを巧 
け、 t しクトしバーを圆しツジ’ I こ入 
れます。 

3 . 発進するときは、 tz しクトしパーの 
位置をお認したあと、アク tz ルぺダ 
ルをゆっ < りと踏み込みます。 

A 注意 _ 

• 上り坂での停車はクリープ現象で前へ 
進もうとする力よりも車が後退しよう 
とする力の方が大きくなり、車が後退 
することがあります。ブレーキぺダ 
ルを踏み、駐車ブレーキをかけてくだ 
さい。 

•平坦路であっても、停車が長びくとき 
は、必ず駐車ブレーキをかけてくださ 
い。 

• エアコン作動中は自動的にエンジン回 
転が高くなり、急にクリープ現象が強 
くなりますので、特にしっかりとブレ 
ーキペダルを踏んでください。 


▼ 操作方法 

車げ完全に止まってな5も、ブしーキぺ 

ダルをしっなりと踏み続け、 tz しクトし 

パ'-を回しンジ I ご入れます。 

A ま意 _ 

• 後退するときは体をひねった姿勢とな 
るため、ペダルの操作がしにくくなり 
ます。ブレーキ操作が確実にできるよ 
うを意してください。 

• 少し後退したあとなどは 回 レンジに入 
れたことを忘れてしまうことがありま 
す。後退したあとはすぐ 回 レンジに戻 
すよう習慣付けましょう。 

•切り返しなどで 画 レンジから 回 レン 
ジ、 回 レンジから 回 レンジと何度もセ 
レクトレバー操作をするときは、そ 
のつどブレーキペダルをしっかり踏 
み、完全にまを止めてから行ってくだ 
さい。また、シフト位置もちれずに確 
認してください。 


fe アドバイス _ 

•セレクトレバーを圓レンジに入れる 
と 警告 ブザーが鳴り、運転者にセレク 
トレバーが回レンジにあることを知 
らせます。 警告 ブザーは車外の人には 
聞こえませんのでご注意ください。 
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まを運転するにあたつてにミ! 

オートマチックまの運拓 W 


.な車時 

▼ 操作手順 

/. 車を完全に止めます。 

2 . ブしーキペグんを踏んだままで駐車 
ブしーキをなけ、 tz しクトしバーを 
回しンジ'に入れます。 

5エンジンスイ、ソチを " LOCK " の位 
置まで回してキーを抜きます。 

A 注意 _ 

• 必ず駐車ブレーキをかけてください。 

• エンジンをかけたままで車から離れな 
いでくださし、。 

•車から離れるときはエンジンスイッ 
チを " LOCK " の位置にしてキーを抜 
いてください。バッテリーあがりの原 
因となります。 

•固 レンジでは車輪が固定されます。駐 
車するときは必ず回レンジにあること 
を確認してください。 

• 車が完全に止まらないうちに 回 レンジ 
に入れないでください。トランスミッ 
シヨンに負担がかかり故障の原因とな 
ります。 

• キーインターロック装置により、セ 
レクトレバーが 回 レンジ LU 外のとき 
は、エンジンスイッチを " LOCK " の 
位置まで回すことができません。 

(キーインター□ツク^141ぺージ) 
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まを運起するにあたつて 

™ CVT まの運拓 


CVT まの運起 


CVT ま 


CVT 車は、ギわチェンジやクラツチぺ 
ブルの操作な5解放され、運転は大変楽 
になりますが、い<つかの特性がありま 
す。 CVT 車の運転の基本を理解し、正し 
<操作する習慣を身に巧けて < ださい。 


CVT まの特性 

〇クリープ現象 

エンジンガかなっているとき、 t しクト 

しバーガ回、回しンジ1^1かの位置で動力 

がつなヴった状態にな y 、 アク tz ルぺブ 

ルを踏まな<てちゆっ<リヒ動き化す現 

象のことをいいます。 

堅アドバイス _ 

■停車中は、平坦時であっても車が動か 
ないように、ブレーキペダルを しっ 
かりと踏み、必要に応じて駐車ブレー 
キをかけてください。 

• エンジン始動後やエアコン作動時な 
ど、自動的にエンジンの回転が上がり 
(アイドルアップ）、クリープ現象 
が強くなりますので、ブレーキぺダ 
ルはしっかりと踏んでください。 

•巧浦や狭い場所での移動は、クリープ 
現象を利用し、アクセルペダルを踏 
まずにブレーキ操作のみで速度を調整 
するとスムーズに行えます。 


七 レクト レバー 

t しクトしバーの操作は確実に巧って< 
ださい。 

〇シフトロック装置 
誤操作防止のため、シフト□ック装置が 
巧いています。 

▼シフト□ック目がま方ミち 
シフト□ックを解除する場合は、エッジ' 
ンスイ、ソチを " ON " または " ACC " の 
位置 I こし、ブしーキペグルを踏むと 、 tz 
しクトしバーの操作なできます。 
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まを運転するにあたつてにぶ 

CVT まの運拓 


堅アドバイス _ 

•セレクトレバーはブレーキペダルを 
踏みながらでないと、回レンジからほ 
かのレンジへは動きません。 

•エンジンスイッチが " LOCK " の位置 
では、ブレーキペダルを踏んでもセ 
レクトレバーは回レンジからほかの 
レンジへは動きません。 

•先にセレクトレバーボタンを押した 
状態で、ブレーキペダルを踏むと、 

七レクトレバーが動かない場合があ 
ります。一度ボタンから手を離し、ブ 
レーキペダルを先に踏んでから操作 
してください。 


レクト レバーの 操作 


t しクトし A - 部には、 t しクトしバ 
一を動けすときに使用する t しクトしバ 
-ボタンガ装着されています。 



▼ 操作する前に 

A 警告 _ 

•回レンジから回レンジへ七レクトレ 
バーを動かすときは、突が車が動き出 
し思わめ事故につながるおそれがあり 
ますので、ブレーキペダルを踏みな 
がら、七レクトレバーボタンを押し 
て動かしてください。 


醒 L 侃卜麵。日1~瞧92丄46日卜。醒卜誦59 巧。么 







まを運起するにあたつて 

™ CVT まの運拓 


各位置のはたらき 


七レクトレバーの動かしかた 


固レンジ 

駐車するとき、エンジンを始動 
するとき、およびキーを抜くと 
きの位置 

面レンジ 

車を後退させるときの位置 
(車が完全に止まってから入れ 
てくだ さし、） 

圓レンジ 

一時停止などで動力を伝えない 
位置 

◎レンジ 

通常の走行をする位置[前進] 
(速度に応じて無段階で自動的 
に変速されます） 

固 レンジ 

上り坂や下り坂を走行するとき 
の位置[前進] 

(エンジンブレーキが'必要な 
ときの位置） 

圍レンジ 

急な上り坂や下り坂を走行する 
ときの位置[前進] 

(強いエンジンブレーキがか 
要なときの位置） 




几ブレーキペダルを踏みなが5 
V セレクトレバ’ーボタンを巧し 
て国かしまず。 


An セレクトレバーボタンを}甲し 
IIV て動かしまず。 

II そ®まま動かし rr 。 
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まを運起するにあたつてにぶ 

CVT まの運拓 


A 警告 _ 

■ ♦の操作は誤作動を防ぐため、セレク 
トレバーボタンを巧さずに動かして 
ください。常に七レクトレバーボタ 
ンを押して操作していると、 回-回. 
回レンジに思いがけず入ることがあ 
り、その場合、思わめ事故につながる 
おそれがあります。 

• 車が完全に止まらないうちに 回 レンジ 
に入れないでください。また、走行中 
に 回 レンジ、前進走行中に 回 レンジ、 
および後退走行中に ◎•固-回 レンジ 
に入れないでください。トランスミツ 
シヨンに重大な損害をあたえると共 
に、車がコント ロールを 失い思わめ事 
故につながるおそれがあります。 


運転のしかた 


エンジン始動前 

▼ 操作を巧ラ前じ 

アク tZ ルペダルおよひ"ブしーキペダル 
の位置をち足で確認します。 



A ま意 _ 

•踏み誤りを防ぐため、ブレーキぺダ 
ルは右足で踏む習慣を身に付けてくだ 
さい。左足でのブレーキ操作は思わぬ 
事故につながるおそれがあります。 


LUCRAL 侃 F - 日日日日日日1~日画辰-日日日日日日卜日日日2日日9 ^ ^ 











まを運起するにあたつて 

™ CVT まの運拓 


エンジン始動時 

▼ 操作手順 

/. 駐車ブしーキ巧ななっていることを 
確認します。 

2 . tz しクトしバーな'回しツジにあるこ 
とをお認します。 

5ブしーキペグんをしっなりと踏みま 
す。 

4 . ブしーキペグルを踏んだまま、エン 
ジンスイ、ソチを " START " の位置に 
します。 



発進時 

▼ 操作を巧ラ前に 

A 警告 _ 

•回レンジから回レンジへセレクトレ 
バーを動かすときは、突がまが動き出 
し思わぬ事故につながるおそれがあり 
ますので、ブレーキペダルを踏みな 
がら、七レクトレバーボタンを押し 
て動かしてください。 

• アクセルペダルを踏んだままセレク 
トレバーの操作をしないでくださ 
い。急発進して思わめ事故の原因にな 
ります。 


▼ 操作手順 

/. ブしーキペダルをち足で踏んだまま 
tz しクトしパーを前進であれば◎し 
ンジ' I こ、状況に応じて固、回しツジ' 
に、また後退のときは回しンジ I こ入 
れます。 

2 . 駐車ブしーキを戻したあと、徐々じ 
ブしーキペグルな5足を離し、アク 
tz ルペグんをゆつ<りと踏み込み発 
進します。 
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まを運起するにあたつてにぶ 

CVT まの運拓 


A ま意 _ 

•七レクトレバーがどの位置にあるか 
は、メーター内のインジケーターで確 
認してください。 

•七レクトレバーが 回、圆 レンジ JU 外 
の位置にあると、アクセルペダルを 
踏まなくても動こうとする特性を持っ 
ています。（クリープ現を） 

•始動直後およびエアコン使用時は、自 
動的にエンジン回転が高くなり（アイ 
ドルアップ）、動こうとする力が強 
くなります。発進時に七レクトレバ 
-操作をするときはしっかりとブレー 
キを 踏んでください。 

• マニュアル車は発進のスピードを半ク 
ラッチ操作とアクセル操作を併用して 
調整しますが、 CVT 車ではアクセル操 
作のみで行いますので、アク七ル操作 
は特に慎重に行ってください。 

• 切り返しなどで◎レンジから 回 レン 
ジ、回レンジから◎レンジと何度も七 
レクトレバー操作をするときは、そ 
のつ どブレーキペダルをしっかり踏 
み、完全に車を止めてから行ってくだ 
さい。 

トランスミッションに負担がかかり故 
障の原因となります。また必ずシフト 
位置も確認してください。 

• 急発進を防ぐために 回 レンジから 回 レ 
ンジ、 回 レンジから 回 レンジ、 回 レン 
ジから回レンジにセレクトレバー操 
作をするときもブレーキをしっかり踏 
んでから行ってください。 

•坂道発進時など、アク七ルペダルと 
ブレーキペダルを同時に踏んで発進 
しないでください。故障の原因となり 
ます。 


堅アドバイス _ 

•セレクトレバーを回レンジに入れる 
と警告ブザーが鳴り、運転者に七レク 
トレバーが回レンジにあることをミロ 
らせます。警告ブザーはまかの人には 
聞こえませんのでミち意してください。 


▼ 坂道凳おする廣合 

/. 駐車ブしーキなしっ巧り方'なってい 
ることを確認しな巧5、 tz しクトし 
バーを◎しンジに入れます。 

2ち足でアク tz ルペダルをゆっ<り踏 
み、車巧動き化す感醜を確認してな 
己、駐車ブしーキを解除し、発進し 
ます。 

fe アドバイス _ 

•バッテリーとの接続が断たれ、接続を 
復帰させた直後は車両の動きがぎこち 
ないことがあり ますがさ女障ではありま 
せん。 


醒 L 侃卜圓日1~瞧92丄46日卜。醒卜誦59 ^么 






まを運起するにあたつて 

™ CVT まの運拓 


走行時 

▼ 操作手順 

/. 通常は◎しンジで走行します。 

2 . 強い加速げ化要な場合は、アク t ル 
ペグルを踏み込みます。 

5長い下り坂や急な下り坂など、強い 
エンジンブしーキを I 必要する場合は、 
路面が態やスピードに応じて固しン 
ジまたは回しンジに切り营えます。 

A 警告 _ 

•坂道などでは、七レクトレバーを 
回、固レンジまたは回レンジに入れた 
まま惰性で後退したり、回レンジに入 
れたまま惰性で前進することは絶対に 
やめてください。 

エンストを起こし、ブレーキの効きが 
悪くなったり、 八ン ドルが重くなるな 
ど、思わめ事故や故障の原因となるお 
それがあります。 


A ま意 _ 

• 走行中は回レンジに入れないでくださ 
い。エンジンブレーキが全く効かな 
くなり、思わめ事がの原因になりま 
す。 

•走行中に回レンジ、また前進走行中に 
回レンジに入れないでください。トラ 
ンスミッションに重大な損傷をあたえ 
る原因となります。 

• 滑りやすい路面やカーブ走行中では、 
急激なアク七ルペダルの操作はやめ 
てください。急加速をするため、スリ 
ップしたり、力ーブを曲がりきれず思 
わぬ事故につながるおそれがありま 
す。 

• 長い下り坂や急な下り坂を◎レンジの 
まま走行するとスピードが出すぎてし 
まうことがあります。 

このようなときに、フットブレーキ 
を使いすぎるとブレーキの効きが悪く 
なるおそれがあります。 

固レンジにしてエンジンブレーキを 
併用してください。また、より強いエ 
ンジンブレーキが必要な場合は、图 
レンジに入れてください。 

•ブレーキペダルに足をのせたまま走 
巧しないでください。ブレーキ部品が 
早く摩耗したり、ブレーキが過熱し、 
効きが悪くなるおそれがあります。 
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まを運転するにあたつてにぶ 

CVT まの運拓 


堅アドバイス _ 

•巧浦や狭い場所での移動は、クリープ 
現象を利用し、アクセルペダルを踏 
まずに、ブレーキ操作のみで速度を調 
整すると スムーズに 行えます。 

• ◎レンジの走行中に急加まを行うと、 

ま速の上昇よりもエンジン回転数の上 
昇が早く感じられますが、 CVT の変ま 
制御によるもので問題ありません。 

燃費向上のために 

•発進、加速はスムーズに行ってくださ 
い。 

CVT まは、軽くアクセルを踏むだけで 
スムーズに加速します。 


~時停止時 

▼ 操作手順 

/. tz しクトしパーは走行位置のままで 
ブしーキペダルをしっなりと踏み続 
けます。 

2停車巧長ぴ<ときは、ブしーキペグ' 
ルを踏んだままで駐車ブしーキをな 
け、 tz しクトしバーを画しンジに入 
れます。 

3 . 発進するときは、 tz しクトしバーの 
位置を確認したあと、アク tz ルペグ' 
ルをゆっ < りと踏み込みます。 

A 注意 _ 

• 上り坂での停止はクリープ現象で前へ 
進もうとする力よりも車が後退しよう 
とする力の方が大きくなり、車が後退 
することがあります。ブレーキぺダ 
ルを踏み、駐車ブレーキをかけてくだ 
さい。 

•平祖路であっても、停車が長びくとき 
は、必ず駐車ブレーキをかけてくださ 
い。 

• エアコン作動中は自動的にエンジン回 
おが高くなり、急にクリープ現象が強 
くなりますので、特にしっかりとブレ 
ーキペダルを踏んでください。 


醒 L 侃卜麵。日1~瞧92丄46日卜。醒卜誦59 巧ミ么 








まを運起するにあたつて 

™ CVT まの運拓 


後退時 


駐車時 


▼ 操作ち'法 

車巧完全に止まってな己ち、ブしーキぺ 

ダルをしっけりと踏み続け、 tz しクトし 

バーを回しツジ I こ入れます。 

A ま意 _ 

• 後退するときは体をひねった姿勢とな 
るため、ペダルの操作がしにくくなり 
ます。ブレーキ操作が確実にできるよ 
うにま意してください。 

• 少し後退したあとなどは 回 レンジに入 
れたことを忘れてしまうことがありま 
す。後退したあとはすぐ 回 レンジに戻 
すよう習慣付けましょう。 

• 切り返しなどで◎レンジから回レン 
ジ、回レンジから◎レンジと何度も七 
レクトレバー操作をするときは、そ 
のつ どブレーキペダルをしっかり踏 
み、完全に車を止めてから行ってくだ 
さい。また、シフト位置も忘れずに確 
認してください。 


堅アドバイス _ 

•七レクトレバーを 回 レンジに入れる 
と 警告 ブザーが鳴り、運転者にセレク 
トレパーが回レンジにあることをミロ 
らせます。 警告 ブザーは車外の人には 
聞こえませんので ごミ主意 ください。 


▼ 操作手順 

ス車を完全に止めます。 

之ブしーキペダルを踏んだままで駐車 
ブしーキを巧け、 tz しクトしバーを 
回しンジ'に入れます。 

3 . エンジンつイッチを " LOCK " ①位 
置まで回してキーを巧きます。 

A ま意 _ 

• 必ず駐車ブレーキをかけてください。 

• エンジンをかけたままでまから離れな 
いでください。 

•車から離れるときはエンジン スイ'ソ 
チを " LOCK " の位置にしてキーをほ 
いてください。バッテリーあがりの原 
因となります。 

•回 レンジでは車輪が固定されます。駐 
車するときは必ず回レンジにあること 
を確認してください。 

• 車が完全に止まらないうちに 回 レンジ 
に入れないでください。トランスミッ 
シヨンに負担がかかり故障の原因とな 
ります。 

•キーインターロック装置により、セ 
レクトレバーが 回 レンジ JU 外のとき 
は、エンジンスイッチを " LOCK " の 
位置まで回すことができません。 

(キーインターロックー141ぺージ) 
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装備品の巧いかた 

車の装備品のほいかたについて説明しています。 


空調 

7ニユアルエアコン-170 

ブートエアコン-177 

オーデイオ 

ルーフ アンテナ-18巳 

ブーデイブの取り扱し、-186 

才ーデイブインデ、ソクつ-189 

インテグしーテッド CD プし一わ一 
& AM/FM チューナ-190 


■ 室内装備品 

室内照日月-204 

アク tz サリーソクッ I -208 

サンバイヴ-208 

ブ□-ブボックス-210 

tz ンターボックス-210 

ブーバーヘッドコンソール-----211 
フ□ント t ンターコッソール ——212 

助手席アンダー h しィ-212 

カップホルグ-213 

ボトルホルグ-214 

サブトランク-21已 

シヨ'ソ ピンク' フック-215 

アシストブ I 」'ソプ-21巳 

ブルー イルミネーシヨン-217 
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空調 



オプション/グレード別装備 


室内の;ち暖房、除湿、曇り取りなどを巧ラことヴできます。 

コント□-ルバネルの操作により、吹き出し□な 5) ち風、またはお風げ吹き化します。 
▼吹き出し□の位置 



※はタイプ別装備 


マニュアルエアコンコントロールパネル 
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装偏品の巧いかた 

ま調心5 


〇各ダイヤル/レバー/スイツチの 
使いかた 

① 吹き出し□切 U 营えブイわル 
イラストの方向へ風が出てきます。風 量 
は吹き出し□によって異なります。 



ダイヤル 



* パ 

ヴ 


吹き出し口 

@ 

感 

贷 

© 

(®) 

© 



() は特に風量の少ないものを示します。 


堅アドバイス_ 

USE 

WITH 

• このマークはガラスが曇ったときに使 
用するみ、^の位置で、"外気導入" 
を使用していただくためのものです。 

"内気循環"にすると曇りが取れにく 
くなる場合があります。 

• "外気導入"への切り替えは、内外気 
切り替えレバーで操作してください。 

• このマークの位置でもダイヤルは止ま 
りますが、この位置での使用はおすす 
めできません。ダイヤルはジ、•ツ、 
*パ、其、濟?の位置に合わせて使用して 
ください。 


▼ 操作方ま 

ダイわルを左ちじ回して、切り誓えます。 
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②温度調整グイわル 

風の吹き化し温度を調整します。 



グイわルを左ちじ回して、調整します。 


⑤巧外気切 U 替えしバー 

内気循環、外気暮入の切り营えを巧いま 

す。 





内気循環 


か気をしゃ断しているが 
態です。トンネルや渋满 
などか気が汚れていると 
きや早く冷暖房したいと 
き、か気温度が高いとき 
の冷お効果を局めたいと 
きにお使いくださし、。 

外気導入 

冷 

外気を導入しているが態 
です。通常はこの位置で 
おイまいください。 


▼ 操作方法 

しバーを左ち I こ動好して切り誓えます。 

A ま意 _ 

• "内気循環"を長時間使巧しないでく 
ださい。ガラスが曇りやすくなりま 
す。通常は、"外気導入"を使用して 
ください。 

•渋滞に巻き込まれたときや、トンネル 
内は、"内気循環"にして付近の排気 
ガスが室内に入るのを防いでくださ 
い。 

• ® のダイヤルが•パ、异または顽?のとき 
"内気循環"にしないでください。ガ 
ラスが曇りやすくなります。 
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園 


④風量調整ダイわル 

吹き出し□か5の風の強ちを切り替えま 
す。 

グイわルにより4段階の切り誓え巧でき 
ます。 


⑤ A/C スイツチ 

ち房、除湿機能の作動と停止を巧います。 

作動表示灯 
i A/C 



▼ 操作ちま 

ダイわルを左ちじ回して、操作します。 

堅アドバイス _ 

• "OFF" の位置にすると、ファンが停 
止します。 


▼ 操作方ミち 

フアンび作動中のとき、スイ、ソチを一度 
押すとエアコン巧作動し、作動表示む巧 
点むします。 

もラー度巧すと エアコン 巧停止し、作動 
表示む巧消むします。 

堅アドバイス _ 

• 停車時の;令房効まを向上させるため 
に、エンジンアイドリング回転を少 
し高くするアイドルアップ装置が付 
いています。アイドルアップ装置作 
動中の発進、停止時の運転操作にを意 
してください。 

冷房中、一時停止する場合はブレーキ 
ペダルをしっかり踏んでください。 

(オートマチック車の運転 
一148ぺージ ) 
に VT まの運転一158ページ) 
• 外気温が0で近くまで下がると、エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 
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風向きの調整 

左ちおよび中央のなき化し□か5①風向 
きの調整を巧ラことヴできます。 

堅アドバイス _ 

•冷房時、まれに吹き出し口から霧がか 
き出したように見えることがあります 
が、これは湿った空気が急に;令やされ 
たときに発生するものであり異常では 
ありません。 


▼ 操作ちま 

カバーを動なして調整します。 

カバーを一番下まで動なすと、吹き化し 
□を閉めることびできます。 



吹き化し□を開けるときは、<ぼみ部分 
を巧します。 



マニュアルエアコンの使いかた 

代表的な使用例におけるグイわル、しバ 
-、スイッチの t 、 ソト位置を説日月します。 

〇通常の;令房 

室内を)ちやしたいときに使田します。 


⑥ ④ 



①ツ ④お巧みの位置 

③ほ温側 ⑥ ON 

⑤外気導入 

fe アドバイス _ 

急速に冷房したいときは 
• @のダイヤルを最イ氏温に、感のレバー 
を "内気循環"に、©のスイッチを作 
動させてください。 

ただし"内気循環"で長時間使用する 
と車内の空気が巧れます。換気のため 
ときどき"外気導入"にしてくださ 
い。 

冷えてきたら®のダイヤルを高温側に 
回し、お好みの温度に調整してくださ 
い。 

ま内の温度が高いときは 
• 駐車のあと車内の温度が高いときは、 
窓を開けて熱気を逃がしてからェアコ 
ンを作動させてください。 
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装偏品の巧説 園 


〇通常の暖房 

室内を暖かたいときに使巧します。 


⑥ ④ 



① * 一‘ ® お好みの位置 

( D 高温側 ⑥ OFF 

感が気導入 

fe アドバイス _ 

急速に暖房したいときは 
• @のダイヤルを最高温に、 ® のレバー 
を"内気循環"にしてください。 

ただし"内気循環"で長時間使用する 
と、ガラスが曇りやすくなりますので 
一時的にご使用ください。 

暖かくなってきたら感のダイヤルを低 
温側に回し、お好みの温度に調整して 
ください。 


〇ガラスの曇りを取るとき 

寒冷時や、雨のときなどガラスが曇った 

ときじ使用します。 


⑥ ④ 



①顽 ® お好みの位置 

③お好みの位置® ON 
® 外気導入 

A ま意 _ 

• ②のダイヤルを最なミ品にしないでくだ 
さい。を風がガラスに当たるとガラス 
の外側が量ることがあります。 


堅アドバイス _ 

• か気温が〇で近くまで下がると、エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 

•①のダイヤルをみにすると、量り取り 
と同時に足元にもを風されます。 

列■気が巧れているときは 

•一時的に③のレバーを"内気循環"に 
してください。 

より早くガラスの曇りを取る場合 

•ガラスの曇りを取る操作と併せて、下 
記の操作を行います。 

•④のダイヤルを操作して、風量を増す 
•②のダイヤルを操作して、設定;品度を 
上げる 
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m 装備品の巧いかた 

因 

〇除湿暖房するとき（曇り止め） 

雨の曰など湿気巧る<、ガラス巧曇りや 
すいときに使用します。 


⑥ ④ 



① •パ ④ お好みの位置 

② お好みの位置 ⑥ ON 

③ 列気暮入 

堅アドバイス _ 

• 外気溫が0で近くまで下がると、エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 


〇換気するとき 

違入ちれた外気が中央および左ち①吹き 
出し□な5吹き化します。 


⑥ ④ 



①ツ ④ お好みの位置 

③ お巧みの位置 ⑥ OFF 
③ 外気導入 
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装偏 品の 巧 説 園 



オプション/グレード別装備 


室内の冷暖房、除湿、曇り取りなどを巧ラことげできます。 

コント□ールパネルの操作じより、吹き出し□か5冷風、または温風が吹き化します。 


▼吹き出し□の位置 



※はタイプ別装備 


才ートエアコンコント□—ルパネル 


表示部 


, 1 


1か rs 公 

5'@る""11 1 1 


E ?」 A/C 」づ 


⑤フ□ントデフ□スター 
スイッチ 

① MODE スィッチ- 


(吹き出し口切り曾え用） 

® A/C スイッチ- 

⑥內が気切り曾えスィッチ- 



感温度調整ダイヤル 
® AUTO スイッチ 
®OFF スイッチ 
® 風量調整（ファン） 
スイッチ 
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〇各ダイヤル/スイツチの使いかた 
① MODE (吹き出し□切り督え用） 

スイツチ 

吹き出し□を選択します。 

選択ちれた吹き出し□好表示部に表示ち 
れます。 

選択ちれた表示のちへ風が出てきます。 

風量は吹き出し□によって異なります。 


MODE 


表示 

吟 ■ 


* バ 

* ジ 

吹き出し口 

贷 

© 

© 

(®) 

© 


() は特に風量の少ないものを示します。 

▼ 操作ちま 

スイッチを押すごと I こ、吹き化し□け 
「ツ ー。 一•パーみ」の順に切り替わりま 
す。 


②フ□ントデフ□スタースイツチ 
ガラスの曇りを取ります。 

回 


▼ 操作方ミち 

スイッチを押すと作動し、ちラー度押す 

と元のが態 I こ戻ります。 

•フアン巧停止中のとき、スイッチを押 
すと、フアン巧自動的 I こ作動し、内外 
気切り替え巧外気導入になります。 

• エアコン巧自動的に " ON " になります。 

• " ON " ①ときは表示部に " W " 巧表 
示ちれます。 

A 警告 _ 

• 湿度が高いときにエアコンを作動させ 
ている場合は、フロントデフロスタ 
-スイッチを押さないでください。 
外気とウインドゥの温度差でウインド 
ゥか側表面が量り、視界をさまたげる 
場合があります。 
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装偏品の巧いかた 

ま調心5 


③ 温度調整ダイわル 
室内の温度を調整します。 

設定;品度が表示部に表示ちれます。 



▼ 操作方ま 

グイわルを左ちじ回して、調整します。 

fe アドバイス _ 

• 設定;品度を18で〜32での間で調整す 
ることができます。最大;令房にすると 
" L 0" 、最大暖房にすると" HI " の表 
示になります。 


④ AUTO スイツチ 

スイッチを巧すと、吹き出し□の位置と 
風量が自動的に調整ちれ、エアコンが 
" ON " になります。 



▼ 操作方法 

スイッチを押すと " ON " になります。 

" ON " ①ときは表示部 I こ " AUTO ". 

" A / C " 巧表示ちれます。 

堅アドバイス _ 

• AUTO スイッチが " ON " のときは、下 
記のようになります。 

•吹き出し口、または風量を手動で調整 
すると、表示部の " AUTO " が表示さ 
れなくなりますが、調整した機能か 
は自動調整のままとなります。すべて 
の機能を自動調整に戻すときは、巧度 
AUTO スイッチを押してください。 

•かき出し口が•ツまたは•パで、を場な 
どの寒いときには、温風の準備が出巧 
るまで、中央、左右、足元吹き出し口 
から風は出ません。 

•かき出し口がツまたは•ツで、夏場な 
どの暑いときには、：令風の準備ができ 
るまで、数秒間ファンが"弱"で作動 
します。 
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⑥ 内外気切り督えつイッチ 

内気盾環、外気暮入①切 U 替えを巧いま 

す。 


な 


• 巧気涯環 

か気をしや断している状態です。トン 
ネルや巧蒲など外気が巧れているとき 
や早<;ち暖房したいとき、外気温度が 
高いときの)ち房効果を高めたいときに 
お使い < ださい。 

• 外気暮入 

外気を暮入しているが態です。通常は 
この位置でお使い < ださい。 


⑥風量調整（フアン）スイッチ 
吹き出し□な5の風の強ちを調整します。 
風量ガ表示部に表示ちれます。 


▼調整方ま 

スイツチを押して調整します。 

• 風量を強<するじは 八 側のスイ 、ソチ、 
弱<するじは V 側のスイ 、ソチを 押しま 
す。 

• フアンを停止ちせたいときは、 OFF ス 
イッチを押します。 




▼ 操作方ま 

スイッチを押して内気循環、外気導入を 

切り替えます。 

• "内気循環"のとき表示部 I こ"な?" 
巧表示ちれます。 

• "外気暮入"のとき表示部 I こ 
巧表示ちれます。 

A ま意 _ 

• "内気循環"を長時間使用しないでく 
ださい。ガラスが量りやすくなりま 
す。通常は、"外気導入"を使用して 
ください。 

•巧浦に卷き込まれたときや、トンネル 
内は、"内気循環"にして付近の排気 
ガスが室内に乂るのを防いでくださ 
い。 

•設定温度や室内温度などにより、自動 
的に"内気循環"または"外気導入" 
へ切り替わることがあります。 
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装偏品の巧いかた 

ま調心5 


⑦ A / C スイツチ ⑧ OFF スイツチ 

お房、除湿機能の作動と停止を巧います。空調機能の停止を巧います。 


A/C 



▼ 操作方ま 

フアン巧作動中のとき、スイツチを一度 ▼操作方ミち 

押すとエアコン巧作動し、表示部に スイッチを押します。 

" A / C " 巧表示ちれます。 

ちラー度押すとエアコンガ停止し、表示 
部の " A / C " 巧消むします。 

堅アドバイス _ 

• 停ま時の;令房効まを向上させるため 
に、エンジンアイドリング回転を少 
し高くするアイドルアップ装置が付 
いています。アイドルアップ装置作 
動中の発進、停止時の運転操作にま意 
してください。 

;令房中、一時停止する場合はブレーキ 
ペダルをしっかり踏んでください。 

(オートマチックまの運転 
一148ぺージ） 

に VT まの運転一158ページ） 

• 外気溫が0で近くまで下がると、エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 
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風向きの調整 

左ちおよび中央のなき化し□か5①風向 
きの調整を巧ラことヴできます。 

堅アドバイス _ 

•冷房時、まれに吹き出し口から霧がか 
き出したように見えることがあります 
が、これは湿った空気が急に;令やされ 
たときに発生するものであり異常では 
ありません。 


▼ 操作ちま 

カバーを動なして調整します。 

カバーを一番下まで動なすと、吹き化し 
□を閉めることびできます。 


才ートエアコンの使いかた 

代表的な使用例におけるグイわル、スイ 
、ソチの tz 、 ソト位置を説巧します。 

〇通常の使いかた 

室内;品度を一定に保ちたいときに使用し 
ます。 


表示部 ③ ® ⑥ 




① 操作不要 ⑥ 操作不要 

③ OFF ⑥ 操作不要 

③ お巧みの位置 ⑦ 操作不要 

④ ON ⑧ 操作不要 


吹き化し□を開けるときは、<ぼみ部分 
を巧します。 
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装偏品の巧説 園 


fe アドバイス _ 

•® のスイッチを " ON " にすることによ 
り、状況に応じて①のスイッチが最適 
なが態に自動的に選択されます。 

急速に冷房したいときは 
•①のスイッチを;/•に、③のダイヤルを 
イ氏温側に、感のスイッチを"内気循 
環"に、@のスイッチを作動させてく 
ださい。ただし"内気循環"で長時間 
使用すると車内の空気が巧れます。換 
気のためときどき"外気導入"にして 
ください。冷えてきたら④のスイッチ 
を " ON " にして、感のダイヤルを高温 
側に回しお好みの温度に調整してくだ 
さい。 

急速に暖房したいときは 
•①のスイッチを•パに、③のダイヤルを 
高温側に、感のスイッチを"内気循 
環"にしてください。ただし"内気循 
環"で長時間使用すると、ガラスが曇 
りやすくなりますので一時的にご使用 
ください。暖かくなってきたら®のス 
イッチを " ON " にして、感のダイヤル 
を低温側に回しお好みの温度に調整し 
てください。 


〇ガラスの曇りを取るとき 
塞冷時や、雨のときなどガラスが曇った 
ときじ使用します。 


表示部 ⑤④⑥ 



①操作不要 
⑨ ON 

③お好みの位置 
(4) OFF 


⑥操作不要(外気導入) 
CD お好みの位置 
③操作不要 
( D 操作不要 


A ま意 _ 

• ③のダイヤルを最ほミ品にしないでくだ 
さい。を風がガラスに当たるとガラス 
の外側が曇ることがあります。 


fe アドバイス _ 

•外気温が0で近くまで下がると、エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 

外気が巧れているときは 
•-時的に"内気循環"にしてくださ 
い。 

より早くガラスの量りを取る場合 
•ガラスの曇りを取る操作と併せて、下 
記の操作を巧います。 

• ® のスイッチを操作して、風量を増す 
•感のダイヤルを操作して、設定温度を 
上げる 
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〇換気するとき 

暮入ちれた外気ガ中央および左ち①吹き 
出し□な5吹き出します。 


表示部 ③④⑥ 



①ジ ⑥列気導入 

⑤ OFF ⑥お好みの位置 

⑤お好みの位置⑦ OFF 
④ OFF ⑥操作不要 


温度調節七ンサー 

才ートエアコンには、自動的に温度調節 
を巧ラために、日射 t ンサーと内気 t ン 
ヴーガ取り巧け5れています。 

堅アドバイス _ 

• 日射センサーの上に物を置いたり、内 
気センサーをシールなどでふさぐなど 
すると、センサーが正常に作動しなく 

__なることがあります。_ 

〇日射センサー 
日射量を検知します。 

インストルベントパネル上部に取り付け 
己れています。 



〇内気センサー 
室内温度を検巧します。 

インストルベントパネル中央部（運転席 
側）に取り巧け5れています。 
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装偏品の巧いかた 

才-デイオ 



オーディオ 


ルー フアンテナ 


アンテナは、倒すことと取り外しが'でき 
ます。 

▼剧しなた 



▼取り外し、取り付け 

アンテナを回して巧います。取り付けは 
しつなりと固定ちせてくだちし、。 



A ま意 _ 

• アンテナは横方向への調整はできませ 
ん。 

•下記のようなときは、アンテナを取り 
外してください。破損したり、変形し 
たりする場合があります。 

• 自動洗車機を使用するとき 
•ボディカバーをかけるとき 
• 降雪時に長時間駐車するとき 

• 立体駐車場など屋根のイ氏いガレージな 
どに入れるときは、アンテナを倒して 
ください。 

• 洗車時などアンテナを取り外したとき 
は、アンテナを紛失しないように注意 
してください。また、走巧前には必ず 
アンテナを元どおりに取り付けてくだ 
さい。 
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El 装備品の巧いかた 

因才ーディオ 


オーディオの取り扱い 

オプション/グレード別装 


A ま意 



•運転中は、車外の音が聞こえる程度の 
音量でお楽しみください。大きな音量 
を出すと車かの音が聞こえず、思わめ 
事がにつながるおそれがあります。 

• 走行中に才ーディオの操作をしないで 
ください。運転のさまたげになり、思 
わぬ事故につながります。 


堅アドバイス _ 

•才ーディオを聞いているとき、室内ま 
たはまの巧くで携帯電話や巧線機を使 
うと、ノイズ（雑音）が入ることがあ 
ります。 

•エンジン停止時は、才ーディオを長時 
間使用しないでください。バッテリー 
あがりを起こし、エンジンの始動がで 
きなくなります。 

• ラジオの受信は、電波の強さが変化し 
たり、電車-信号機などの障害物の影 
響により、最良な受信状態を維持する 
ことが困難な場合があります。 

• 水分や高温-多湿■ほこり-ゴミを嫌 
いますので、車内清掃や換気に十分を 
意してください。 

•才ーディオ本体のお手入れは、乾いた 
柔らかい巧でふいてください。損傷の 
原因となるおそれがある固い巧や、ベ 
ンジン-シンナ ー• アルコールなどは 
絶がに使用しないでください。また、 
巧れがひどい場合には、をらかいホを 
水またはめるま湯に浸し、軽くふき取 
つてください。 

•車内の温度に気を付けてください。極 
ぎや酷暑のとき、特に夏期はま内の温 
度が大変高くなり、故障の原因となる 
おそれがありますので、ま内の換気に 
ミち意し、適温で使用してください。 
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装偏品の巧いかた . Q 

才ーディオ圖 


CD プレーヤーの取り扱い 
fe アドバイス _ 

•挿入口には、指定されている CDJU かの 
物を入れたり、ドライバーなどの金属 
物や磁石などを近付けないでくださ 
い。さ女障の原因となります。 

また、 CD に磁石などを絶巧に近付けな 
いでくださし、。 



• CD が挿入された状態でエンジンを始動 
すると、「カチッ」-「ウイーン」な 
どという音が数回しますが、これは再 
生準備のための作動音で、故障ではあ 
りません。 

• CD を挿入して数秒すると、七ットされ 
ずに戻ってくることがあります。この 
場合は、 CD の異常が考えられますの 
で、 CD に異常がないかを確認してくだ 
さい。 

•取り出しボタンを押しても、 CD が挿入 
されたまま取り出せないときは、プレ 
ーヤーの保護のため、機能が停止する 
ことがあります。この場合、スバル販 
売店にごネ目談ください。 


fe アドバイス _ 

•車を降りるときは、必ず CD を才ーディ 
才本体から取り出し、ケースに入れ 
て、高温にならない場所に保管してく 
ださい。 

♦ CD を直射日光に長時間当てたり、挿入 
口に残した状態のまま長時間故置しな 
いでください。また、高温■多湿な場 
所（インストルメントパネルの上や 
シートの上など）に長時間故置しない 
でください。 CD がひずみ、使用できな 
くなるおそれがあります。 

従来の才ーディオレコードと同様に 
プラスチック製ですので、そりの原因 
となります。 

そり防止のため、必ずケースに入れ、 
直射日光の当たらない場所に保管して 
ください。 
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El 装備品の巧いかた 

因才ーディオ 


CD の取り扱い 

fe アドバイス _ 

•CD を持つときは、信号面に触らないよ 
うにしてください。両端を挟むように 
して持つか、中央の巧と端を巧んで持 
つてください。 



• CD は内部で高速回転しますので、異常 
な CD (ハート型など異形の CD 、ヒビ 
が入った CD や大きくそった CD ) は使 
用しないでください。 



• 記録部分に透明または半透明部分があ 
る CD は、正常に出し入れや巧生ができ 
なくなるおそれがありますので、使用 
しないでください。 

• ラベル面（印刷面）にもおやシールな 
どをおり付けたり、傷などを付けない 
ようにしてください。 

• CD に指紋やホコリが付いた場合でも、 
CD に記録された信号には直接影響しま 
せんが、巧れにより、信号記録面から 
の反射光の明るさがほ減して音質が化 
下したり、音飛びを起こすことがあり 
ます。 


堅アドバイス _ 

• CD が巧れたときは、をらかい巧で CD 
の内周から外周方向へ軽くふいてくだ 
さい。 

• レコードスプレー-帯電防止剤など 
は使用できません。またベンジン•シ 
ンナーなどの揮発性の薬品をかける 
と、表面が侵されることがありますの 
で使用しないでください。 





• 8cmCD を挿入口に残した状態のまま走 
行しないでください。走行中の振動に 
より、 CD が落下することがあります。 
•振動の激しい悪路を走行すると、音飛 
びを起こすことがあります。 

• 真をの車内は極度に;令えています。こ 
の状態で、ヒーターを入れてすぐに使 
用すると、 CD やホ学部品（プリズムや 
レンズなど）が曇って、正常に巧生さ 
れないことがあります。 

CD が曇っているときは、柔らかい巧で 
ふいてください。 

光学部品が曇っているときは、1時間 
ほどが置しておけば自巧に量りが取 
れ、正常に巧生されます。 
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装偏品の巧いかた 

才-デイオ 



オーディオインデックス 


インテク'' レーテツ ド CD プレー ヤ ー& AM/FM チ ユーナ ー 

(音量-音質調整^190ページ) 
(ラジオの受信一192ぺージ) 
( CD ①再ち一196ぺージ) 
(時刻の調整一200ページ) 
(AUX (外部入力）端子一202ぺージ) 
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El 装備品の巧いかた 

因才ーディォ 


インテグレーテツド CD プレーヤー & AM / FM チユーナー 


オプション/グレード別装備 


ディスプレイ部 



①電源ボタン 
⑤音量調整ツマ S 
③オーディオコント□ールボタン 


音量-音質調整 


①電源ボタン 

電源の " ON" • "OFF" ができます。 



PUSH PWR/VOL 


▼ 電源を入れるIこは 

/. エンジンスイ'ソチを " ON " または 
" ACC " の位置にします。 

前回、エンジンスイ、ソチを 
" LOCK " の位置 I こしたとき I こブーデ 
ィブの電ミ原巧入っていた場合は、自 
動的に電源巧入ります。 

2. ボタンを押します。 

ボタンを押すごとじ、ブーディオの 
電源巧 " ON " と " OFF " に切り營わ 
ります。 


②音量調整ツ75 

音量を調整することができます。 



PUSH PWR/VOL 


▼音量を調整するには 

、ソマ ミをちに回すと大き<なり、左に回 
すと小ち <なります。 


190 


LUCRA L455F-0000051 -0007592, L465F-0000051 -0002059 











































装偏品の巧いかた 

才-デイオ 



③才ーデイオコット□-ルボタッ 
各種機能の亡ードを切り替えることガで 
ぎます。 


(AUDIO CONT. ■') 


▼ちードを切り替える I こは 
ボタツを押すごとに 、 「FAD 一 BAL 一 
B AS 一 TRE 一 VOL 」の順 I こ切り菅わりま 
す。 

▼各種機能を調整する I こは 
/. オーデイオコント□-ルボタンを 
押して、調整する t ー ドを選がしま 
す。 

2音量調整ツマ5を回します。 


〇調整モードと調整レベル 


才-デけ 

調整 

モ-ド 

前後 

音量 

バランス 

左を 

音量 

バランス 

低音 

高音 

音量 

コント□-ル 

ボタン 

モード 

表示 

FHI ! 

君 8!- 

吾只 ‘5 

TRE 

レ•。し 


調整 

R 6 

L 6 

-5 

-5 

0 


レペル 

1 




1 


範囲 

F 6 

R 6 

5 

5 

50 

音量調整 

ツマミの 

操作 

をに 

回す 

前側大 

右側大 

強 

音量大 


かこ 

回す 

後側大 

左側大 

弱 

音量小 


fe アドバイス _ 

• 何も操作を巧わないと、約日秒後に元 
の表示に戻ります。 

リヤ スピーカー 装着まかの場合 
• リヤスピーカーが装着されていない 
ため、前後音量バランス " FAD " 調舊 
を rR 6 J にすると、音が出なくなりま 
す。 


LUCRA L 455 F -0000051 〜0007592, L 465 F -0000051 〜0002059 


191 






















El 装備品の巧いかた 

因才ーディオ 


ラジオの受信 


②① ディスプレイ部 



① FM ボタン 
⑨ AM ポタン 
③遇局ポタン订 UNE) 

〇ラジオを受信するには 

/. エンジンスイ'ソチを " ON " または 
" ACC " の位置にします。 

前回、エンジンスイ、ソチを 
" LOCK " の位置にしたときじラジオ 
を受信していた場合は、自動的にラ 
ジオな'受信ちれます。 

2. AM ボタン、または FM ボタンを押し 
て 、 AM • FM 巧送を運択します。 

3. 選局ボタン （ TUNE ) 、または選択ボ 
タンを押して、希望の周波数を選択 
します。 


④遇択ボタン 
⑥ 交通情報ポタン 


① FM ボタツ 

FM 放送を受信すること巧できます。 

また、自動で受信可能な周波数を、選択 
ボタンに記憶ちせるこヒガできます。 


雲 
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装偏品の巧いかた 

才-デイオ 



▼ FM 放送を受信するには 
• ボタンを押します。 

• FM 放送を受信しているとき、ボタン 
を巧すごと I こ rFM 1^ FM 2 J ①順じ切 
リ曽わります。 

▼ 自動で固汲数を記憶ちだる I こは 

ボタンを「ピ、ソ」と音巧するまで押し続 

けます。 

(才ートプリ tz 、 ソトー195ぺージ） 
② AM ボタン 

AM 放送を受信することができます。 

また、自動で受信可能な局波数を、選択 
ボタンに記憶ちせることガできます。 





▼ AM 放送を受信する I こは 
ボタンを押します。 

▼ 自動で固汲数を記憶ちだる I こは 

ボタンを「ピ、ソ」と音ヴするまで押し続 

けます。 

(才ートプリ tz 、 ソトー195ぺージ） 


③選局ボタッ （ TUN 口 

放送局の周波数を選択することガできま 

す。 



■ VTUNE-TRACK 



▼ 手動で選巧するには 

ボタツを巧して希望の周波数を選択しま 

す。 

• 周波数を高い方 I こ選択するにはち側の 
ボタン、低い方じ選択するには左側の 
ボタンを押します。 

•ディつプしイ部じ、受信周波数巧表示 
ちれます。 

▼ 自動で還がするには 

ボタンを「ピツ」と音巧するまで押し続 

けます。 

• 周波数を高い方じ選択するにはち側の 
ボタン、低い方 I こ選択するには左側の 
ボタンを押します。 

•放送巧受信ちれると、自動的 I こ止まり 
ます。 

•ディつプしイ部じ、受信周波数巧表示 
ちれます。 

自動還択を止めるには、ちラー度ボタン 

を押します。 

fe アドバイス _ 

•受信感度が良く、ディスプレイ部に表 
示されている周な数に一香巧い周波数 
が自動で選択されます。 

• 山岳部や弱電界地域で自動還択を巧っ 
た場合、受信できる周波数があって 
も、自動的に止まらないことがありま 
す。この場合、手動還択を行ってくだ 
さい。 
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El 装備品の巧いかた 

因才ーディオ 


④ 選択ボタン 

放送局の周波数をあ 5 かじめ記憶さだて 
お<ことによ U、 フツタッチでその周波 
数を選択することができます。 



堅アドバイス _ 

• 自ま付近などで日頃よくお聞きになる 
放送局の周波数を記憶させておくと便 
利です。 

• AM - FM1• FM2 各6局まで周波数を記 

_憶させることができます。_ 

▼固汲数を記憶ちだるIこは 
/. 記憶ちせる周波数を選択します。 

2. 記憶ちせる還択ボタンを「ピツ」と 
音巧するまで押し続けます。 

▼ 記憶ちだた固波致を呼び出すIこは 
ボタツを押します。 

• そのボタンに記憶ちせた周波数巧選択 
ちれます。 


⑥ 交通情報ボタッ 

交通情報放送を巧っている地域で、あ 5 
なじめ記憶ちれている交通情報放送局を 
受信することガできます。 


(^(jDISC ^nii0) 

▼ 交通幢報を受信するIこは 
ボタッを巧します。 

ちラー度ボタンを押すな、ほなの t ー ド 
のボタン （ FM ボタン、 AM ボタン、デイ 
スクボタン）を押すと、解除ちれます。 

fe アドバイス _ 

• 初期設定のが態では 1620kHz が記憶さ 
れています。 

• 交ほ情報が行われていない地域では受 
信できません。 

•交通情報ボタンを押して、交通情報を 
受信しているときは、選局ボタン 
( TUNE ) -選択ボタンを押したり、 
才ートプリセットをしても、周波数 

_を還択できません。_ 

▼ 記憶ちれている固波致を変更するには 
/. 記憶ちせる周波数を受信します。 

2. 交通情報ボタンを「ピッ」と音巧す 
るまで押し続けます。 
fe アドバイス _ 

• 交通情報は、 AM 放送の周放数のみ記 
憶させることができます。 
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装偏品の巧いかた 

才-デイオ 



〇才ートプリセット（放送局の自動 
記憶） 

自動で受信可能な固波数を、選択ボタン 
に記憶ちだることができます。 

旅先などで放送局の周波数ヴわな5ない 
ときなどに便利です。 

▼ 自動で同液数を記憶ちだる I こは 
• FM を聞いているときは FM ボタン 、 AM 
を聞いているときは AM ボタッを「ピ 
、ソ」と音巧するまで押し続けます。 

• 記憶操作巧終3すると、「ピー」と音 
巧して、記憶した中で一番化い周波数 
巧受信ちれます。 


堅アドバイス _ 

•才ートプリセットをするごとに、現 
在受信が態の良い周波数がない順に6 
局まで、還択ボタンに記憶されます。 

• 受信周波数が6局未満のときは、受信 
することができた周®数だけが記憶さ 
れます。 

•化域や車の向きなどの条件により、す 
ベての周波数の受信感度が悪い場合、 
自動で記憶されないことがあります。 
その場合、オートプリセットをする 
前に記憶させていた放送局が選択ボタ 
ンに記憶されたままになります。 

•同じ放送局からの受信でも、還択ボタ 
ンで還択し、記憶させた周波数とオー 
トプリセットで記憶させた周波数は 
—致しないことがあります。 

•オートプリセットによる記憶操作を 
同じ場所で繰り返しても、受信状態に 
よっては、操作ごとに記憶される周波 
数が異なることがあります。 


〇選択ボタン-交通情報ボタンに記 
憶させた周波数 

fe アドバイス _ 

•バツテリーやヒユーズ交換などで、才 
ーデイオへの電力供給が断たれたとき 
は、記憶させた周破数は消去され、ネ刀 
期設定の状態に戻ることがあります。 
この場合は、再度記憶させてくださ 
い。 
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El 装備品の巧いかた 

因才ーディオ 


CD の再生 


⑥ CD 巧入ロディスプレイ部 



⑦ディスクボタン ④リピートボタン 

⑨トラックボタン ⑥ランダムボタン 

③ C □取り出しボタン 


CD プし一わ一の使いなたじついては、「才ーデイオの取り扱い」のぺージも併せてお読 
み < ださい。 


fe アドバイス 


• 下記のマークが付いているディスクを使用してください。 


ri COMPACT 

咖昼恒 


DIGITAL AUDIO 


ri compact 口 COM PACT 

抽帽 E 抽腥盾 

DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO 

( TbX1 I I Rewritable I 


を腥盾 

DIGITAL AUDIO 


Recordable 


•CD TEXT は表示されませんが、再生は可能です。 

•音楽用 CD - R に D - Recordable ) . CD - RW に D - ReWritable ) に記録された音楽用データ 
を再生できます。 

ただし、特性■傷-巧れなどにより再生できない場合があります。 

•ディスクの状態（録音環境•データ内容）により再生できない場合があります。 

• MP 3 - WMA - AAC 方式で記録されたディスクには巧応していません。 

• CD-ROM - コピー プロテクト機能付ディスクには対応していません。 

• ScmCD を使用するときは、アダプターを使用しないでください。 

• Dual Disc には対応していません 。 Dual Disc を使用すると、機器の故障の原因になるお 
それがあります。 
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装偏品の巧いかた. 

才ーディオ圖 


OCD を再生するには 

/. エンジンスイツチを " ON " または 
" ACC " の位置にします。 

前回、エンジンスイ、ソチを 
" LOCK " の位置 I こしたとき I こ CD を 
再生していた場合は、自動的に CD 巧 
再生されます。 

2. CD を挿入します。 

CD はラベル面を上じして挿入します。 
CD 丹'挿入ちれているときは、ディス 
クボタンを押すと再生ちれます。 



① ディスクボタン 

CD を再生することヴできます。 


(^■DISC "illl .リ 

▼ CD を再生するには 

CD 巧'挿入ちれたが態で、ボタンを押しま 
す。 


② トラックボタン 

巧の早送 U • 早戻しと、希望の巧の頭化 
しをすることガできます。 



▼早送り.早戻しをするには 

ボタツを巧し続けます。 

•早送りをする I こはボタンのち側、早房 
しをするにはボタンの左側を押します。 

•ボタンを巧している間、早送り（また 
は早戻し）ちれ、希望の位置で手を離 
すと、その位置な5再生ちれます。 

▼ 頭化しをするには 

ボタツを巧数分だけ押して、希望の曲を 

還択します。 

• 曲を進めるにはボタンのち側、曲を贾 
すにはボタンの左側を押します。 

曲の再ち中 I こ 

• ボタンのち側を巧すと、巧の曲巧再生 
ちれます。 

• ボタンの左側を巧すと、その曲の始め 
に戻ります。このとき、ちラー度ボタ 
ンを押すと、前の曲巧再生ちれます。 
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El 装備品の巧いかた 

因才ーディオ 


③ CD 取り出しボタン 

CD を取り出すことができます。 


▼ CD を取り出す口 a 

ボタンを押します。 

•CD 好取り化ちれると、 CD な再生ちれ 
る前のが態Iこ戻ります。 

•エツ ジン スイッチ巧 "LOCK " の位置 
でも、 CD を取り化すことなできます。 

• エツ ジン スイッチ巧 "LOCK " の位置 
じ(化のときは、 CD を挿入 ni こ残したま 
まの状態で、約15秒巧経過すると、 
再度 CD け挿入ちれます。 


④ リピートボタン 

選択ちれている曲を繰り返して（リピー 
卜）再生することができます。 



▼ I」ピート再ちをするには 

ボタンを巧すごとI こ、リピート再生巧 
"ON " と " OFF" Iこ切り曽わります。 

• "ON " のときは、デ イス プしイ部I こ 
"RPT" 巧表示ちれます。 

• "OFF" Iこするまで、何度でち同じ曲 
巧再生されます。 


198 


LUCRA L 455 F -0000051 -0007592, L 465 F -0000051 -0002059 









装偏品の巧いかた. 

才ーディオ圖 


⑥ ランダムボタン 

お作為じ曲を選択して（ランダム）再生 
すること巧できます。 



▼ ランブム再ちをする I こは 
ボタツを押すごとに、ランダム再生び 
" ON " と " OFF " I こ切り替わります。 

• " ON " のときは、デイスプしイ部 I こ 
" RAND " 巧表示ちれます。 

• " OFF " じするまで、何度でもラング 
ムに曲巧再生ちれます。 


〇 CD プレーヤーの機能 

堅アドバイス _ 

• プレーヤー内部を保護するため、異常 
がをじたときは、自動的にプレーヤー 
の機能が停止し、 CD が再生されている 
ときは、ディスプレイ部に " Errl " が 
表示され、異常を巧らせます。 
ディスプレイ部に " Errl " の表示が出 
たときは、 CD 取り出しボタンを押して 
ください。 

• CD プレーヤーの内部温度が基準な上の 
高温になると、半導体レーザー部の劣 
化を保護するため、自動的に再生が停 
止されます。 

このとき、ディスプレイ部に "一 H " 
が表示され、温度の上昇をミ日らせま 
す。 

この状態のときは、ミ品度が下がるまで 
お待ちください。 
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El 装備品の巧いかた 

因才ーディオ 


時刻の調整 


D 旧 P (表示切り督え）ボタンの ディスフレイ卽 



③ 


① "時"調整ポタン 

② "分"調整ボタン 

③ 時刻合わせポタン 

• 才ーデイオの電源の " ON " • " OFF " に関わ5す'、エンジンスイッチを " ON " また 
は " ACC " の位置にすると、デイスプしイ部に時刻が表示ちれます。 

• オーデイオの操作を巧ラと、オーディオ亡ードの表示になり、約5秒後に時計表示 
に戻ります。 


〇時計表示をオーディオモードの表 
示に切り替えるとき 

▼切り替えるには 

DISP (表示切り曽え）ボタンを巧すごと 
I こ、時計表示とオーディオ t ー ドの表示 
巧切り鲁わります。 

fe アドバイス _ 

•才ーディオの電源が " OFF " のとき 
は 、 DISP (表示切り替え）ボタンを押 
すとバックライトもミ肖灯します。 


〇時刻の調整 

時刻を表示ちせているとき 、 DISP (表示 
切り曽え）ボタンを押しな巧白、同時に 
各ボタンを押して調整します。 

堅アドバイス _ 

•バッテリーやヒユーズ交換などで、才 
-デイオへの電力供給が断たれたとき 
は、初期設定の状態から時計の作動が 
開始されることがあります。この場合 
は、再度調整してください。 


200 


LUCRA L 455 F -0000051 -0007592, L 465 F -0000051 -0002059 










































① "時"調整ボタッ 

時計の"時"表示を調整することげでき 
ます。 



▼"時"表示を調整する C は 

DISP (表示切り曽え）ボタツを押しな巧 

己、"時"調整ボタンを押します。 

• ボタンを押すごとに、数字巧1つす'つ 
大き <なります。 

• ボタンを押し続けると、連続して数字 
巧大き < なります。 

② "分"調整ボタツ 

時計の"分"表示を調整することができ 
ます。 


装偏品の巧いかた. 

ォ-ディォ圖 

③ 時刻合わだボタン 

時報などに合わせて、"分"表示を 
「:〇〇」にすることができます。 



▼"分" 表示を「:〇〇」にする I こは 

DISP (表示切り會え）ボタンを押しなが 

己、時刻合わせボタンを押します。 

•"分"表示巧「30」モ満①数字のとき 
は、"時"表示の数字巧をわりません。 
例えば、10:20は10:00になります。 
•"分"表示巧「30」上の数字のとき 
は、"時"表示の数字巧1つ増えます。 
例えば、10:45は11:00になります。 



▼"分"表示を調整する C は 

DISP (表示切り營え）ボタンを押しな巧 

5、"分"調整ボタンを巧します。 

• ボタンを押すごとに、数字巧1つす'つ 
大き < なります。 

• ボタンを押し続けると、連続して数字 
巧大き < なります。 
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El 装備品の巧いかた 

因才ーディオ 


AUX (外部入力）端子 

オプション/グレード別装備 

ポータブルオーディオなど巧目反の機器を接続して、その音声を車両のつピーカーで聞 
<ことガできます。 


ディスプレイ部 



① ディスクポタン 
③ AUX 端子 


▼ 外部入カモードに切り替える C は 
/. ポータブルオーデイオを AUX (外部 
入力）端子に接続します。 

巿販のブーデイオクーブル（お抗な 
し）を使用して、ポータブルオーデ 
イオを接続します。 


AUX 



2ディスクボタンを押すと、ディスプ 
しイ部 I こ " AU " と表示ちれ、外部入 
力 t ー ドに切り菅わります。 



fe アドバイス _ 

• AUX (外部入力）端子にオーディオ 
ケーブルが接続されていないと、外部 
入カモードに切り替わりません。 

♦ CD が挿入されたが態で 、 AUX (外部入 
力）端子にオーディオケーブルが接 
続されていると、ディスクボタンを 
押すごとに外部入カモードと CD モード 
が切り替わります。 
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装偏品の巧いかた 

才-デイオ 



堅アドバイス _ 

AUX (外部入力）端子について 

• ステレオミニプラグ （3.5 ホ）が接続 
できます。才ーデイオケーブル（抵 
おなし）、接続する機器の取扱説明書 
をよくお読みください。 

• 接続する機器の電源は、機器の付属の 
バッテリーなどを使用してください。 
まに装着されているアクセサリーソ 
ケットで充電しながら使用すると、雑 
音が出ることがあります。 

•より良い音質で聞くには、接続する機 
器の音量を最大にして、才ーデイオ本 
体で音量を調整してください。 

• 外部入カモード中に入力端子のプラグ 
を抜いたり、接続する機器側のプラグ 
を抜き差しすると、雑音が出ることが 
あります。 
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El 装備品の巧いかた 

® ま巧装備品 


室巧装備品 



オーバーヘッドコンソール装着ま j；i か 
スイッチの位置によって、点む、消むの 
切 U 督え巧できます。 

▼スイッチヴ "ON" のとき 

ドアの開閉 I こ関係な < 点むします。 

▼スイッチヴ "OFF" のとき 
ドアの開閉 I こ関係な < 消むします。 

▼スイッチヴ "DOOR" のとき 

ドア連動機能により、点む•消なします。 

(ドアま動機能一207ぺージ） 


〇フロント 


OFF 
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装偏品の巧いかた 

室巧装備品 



オーバーヘッドコンソール 装着ま 
〇フロント 

スイッチを巧すことによって、点む、消 
むの切 U 营えができます。 

▼スイツチヴ " OFF " のとき 
ドアの開閉じ関係な < 消むします。 


▼スイッチヴ " DOOR " のとき 

ドア連動機能により、点む•消むします。 

(ドアま動機能一207ページ） 



〇セン ター 

スイツチを巧すことによって、 点む、消 
むの切り替えガできます。 



▼スイッチヴ " ON " のとき 

ドアの開閉に関係な < 点むします。 

▼スイッチガ " OFF " のとき 
ドアの開閉に関係な<消むします。 

▼スイッチヴ " DOOR " のとき 

ドア連動機能により、点む•消むします。 

(ドア連動機能一207ページ） 


スイッチの巧態 

スイツチの操作 

而側 

巧測 

ON 


1 1 


- - - 

OFF 

I ) 

1 1 

DOOR 

I I 
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El 装備品の巧いかた 

® ま巧装備品 


マップランプ 

運転席、助手席のま元を照5すときに使 
用します。 

▼ 操作ちま 

マップランプを押し込むと点むします。 
ちラー度押し込むと消むします。 

オーバーヘッドコンソール装着ま J ； i 外 



フットライト（運お席） 

オプション/グレード別装備 

ドア連動機能により、点む•消むします。 

(ドァ連動機能^ 207ぺ-ジ） 



力ーゴルームランプ 
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装偏品の巧いかた. 

き巧装備品^ 


ドア連動機能 

•室内照巧（スイッチ付きはスイッチが 
" DOOR " のとき）およびイルミネー 
シ ヨン （スイツチ ガ " DOOR " のと 
き）は、ドア連動機能により、点む- 
消むします。 

•ベーター照明（ルミネ tz ントベータ 
一を除 <) は、車幅むが消打している 
が態で、エンジンスイッチ好 " ON " 
の位置！; i かのとき、ドア連動機能によ 
り、点む•消むします。 

堅アドバイス _ 

• 室内照明の点な時間を変更することが 
できます。詳しくはスバル販売店にご 
相談ください。 


〇タイマー機能* 

▼ ドアの開閉 


ドア 

エンジンスィッチ 

室内照明/ 
イルミネ-シヨン 

メーター照明 

全閉 


消灯 

いずれか開 


点灯 

しザれか開 

ON 

点打 

すぐに消灯 

— 

を閉 

ON な外 

点灯 

i 

約15抄後消灯 


▼ ドアの施捉-昭捉 

エンジンスイツチが " LOCK " ①位置で、 
すべてのドア巧閉まっているとき、下記 
の作動になります。 


運転席 

ドアロック 

室内照明/ 
イルミネーション 

メ ーター 照明 

解錠 

点灯 

点灯 

施錠 

減光し、その後消灯 

すヴこ消灯 

施錠 

消灯 

解錠 

約15抄間点灯 


▼エンジンスイツチの操作 

すべてのドアガ閉まっているとき、下記 

の作動にな U ます。 


エンジンスイッチ 

室内照明/ 
イルミネ-シヨン 

メ ーター 照明 

ACC 

点灯 



i 

— 

ON 

すぐに消灯 


ON 

消灯 




ACC 

約15抄間点灯 


〇バッテリーあがり防止機能 
バッテリーあガリ防止のため、自動的に 
室内照日月•ベーター照日月（ルミネ t ット 
ベーターを除 <) を消むする機能です。 

•エンジンスイ、ソチ巧 " LOCK " または 
" ACC ” の位置で、ドアを開けたまま 
約10分巧経過すると、自動的に消む 
します。 

•再度、点むちせるには、すべてのドア 
を閉める巧、エンジンスイッチを 
" ON " の位置にして<だちい。 


実際には、い<つなの条件け同時1こ成立する 
ことじより、表中の作動と異なることがあり 
ます。 
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El 装備品の巧いかた 

® ま巧装備品 


アク七サリーソケッ 


電化製品の電源田ソクットとして利田す 
ることができます。 

▼ 使用方ま 

カバーを外し、電化製品の電源プラグを 
差しぶんで使用します。 



A ま意 _ 

• 電気容量は、 DC 12 V で最大電流 10 A 
(最大消'費電力 120 W ) です。この容 
量]; I 上の電化製品を使用しないでくだ 
さい。最大電気容量を超える電化製品 
を使用すると、ヒューズが切れるおそ 
れがあります。 

• エンジンを停止した状態で使用しない 
でください。パッテリーあがりのおそ 
れがあります。また、エンジンがかか 
っていても、アイドリング状態で長時 
間使用すると、バッテリーがあがるこ 
とがあります。 

•アク七サリーソケットを使用しない 
ときは、カバーを閉めておいてくださ 
い。異物がソケットに入ったり、飲料 
水などがかかったりすると、故障した 
り、ショートするおそれがあります。 


サンバイザー 


直射日光などでまぶしいときに使用しま 
す。側面に移動ちせて使用することちで 
ぎます。 

▼值用するときは 

图中①矢印の方向じ動ヴします。 



fe アドバイス _ 

•サンバイザーと天井の間に物を挟ま 
ないでください。発進時などに物が落 
ちるおそれがあり危険です。 


ナケットホルダ 

チクット類を収納することげできます。 



fe アドバイス _ 

• チケットホルダーにチケット類 lU 外 
の物を入れないでください。発進時な 
どに物が落ちるおそれがあり、危険で 
す。 
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装偏品の巧いかた 

室巧装備品 



力ードホルダー 


バニティミラー 

カード類を収納することができます。 

fe アドバイス 

オプション/グレード別装備 

鏡として使用できます。 

•カードホルタ'—にカード類外の物 
を入れないでください。発進時などに 
物が落ちるおそれがあり、危険です。 

A ま意 


•走行中は使用しないでください。思わ 
ぬ事故につながるおそれがあります。 



A ま意 


•カパーを開けたままにしておくと、バ 
ッテリーあがりの原因になりますの 
で、使用しないときはカバーを閉めて 
おいてください。 

•カバーを開けたままサンパイザーを 
側面に移動させると、カバーが損傷す 
るおそれがありますので、サンバイ 
ザーを側面に移動させるときは、カバ 
一を閉めてください。 
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El 装備品の巧いかた 

® ま巧装備品 


グローブボックス 


物入れとして利田できます。 

▼ 開閉ちま 

• しバーを引いて開けます。 

• 閉めるときはそのまま閉めます。 


七ンターボックス 


物入れとして利巧できます。 

▼ 開閉ち法 

• ツマミを押して開けます。 

• 閉めるときはそのまま閉めます。 




A ま意 _ 

•走行中はセンターボックスを化ず閑 
めておいてください。急ブレーキなど 
の激しい運転の際に開いたカバーに体 
が当たるなど思わめけがをするおそれ 
があります。 


〇グローブボックスランプ 
オプション/グレード別装備 
車幅む巧点むしているとき、ブ□ーブボ 
ックス内の照明が点むします。 


A 注意 _ 

•走行中はグローブボックスを必ず閉 
めておいてください。急ブレーキなど 
の激しい運転の際に開いたカバーに体 
が当たるなど思わぬけがをするおそれ 
があります。 


210 


LUCRA L 455 F -0000051 〜0007592, L 465 F -0000051 〜0002059 




























装偏品の巧いかた 

室巧装備品 



才ーバーへツ 

ドつ 

ンソー J レ 

オプション/グレード別装備 

1 


物入れとして利巧できます。 

▼ 開閉ちま 

• <ぽみを押して開けます。 

• 閉めるときは、そのままフタを閉めま 
す。 



A ま意 _ 

•走行中は 才ーパーヘッドコンソール 
を必ず閉めておいてください。急ブレ 
-キなどの激しい運転の際に開いたフ 
夕に体が当たるなど思わめけがをする 
おそれがあります。 

•才ーパーヘッドコンソールに収納す 
ることができる物の重さは、最大 
20 Og です。 

• 炎天下での駐車は高;互になりますの 
で、プラスチック素材のメガネや精密 
機械などを収納したままにしないでく 
ださい。レンズやフレームが変お•ひ 
び割れを起こすことがあります。 

また、ライターやスプレーなどを収納 
しないでください。火災や爆発につな 
がるおそれがあり危険です。 

•才ーパーヘッド コン ソールに固い物 
や鋭利な物を収納しないでください。 
フタを開けたときに、中に入っている 
物が落下した場合、思わめけがをする 
おそれがあります。 

•フタを開けた状態から、さらに開く方 
向に力を加えないでください。破損や 
変おのおそれがあります。 
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El 装備品の巧いかた 

® ま巧装備品 


フ□ント七ン ター 
コン ソー J レ 


オプション/グレード別装備 
物入れとして利苗できます。 

運転席と助手席の間にあ U ます。 

▼ 使用方ま 

• フタを押して開けます。 

• 閉めるときは、そのままフタを閉めま 
す。 



A ま意 _ 

• フロント七ン ター コン ソールの 上 
に乗ったり、手をついたりしないでく 
ださい。破損するおそれがあります。 

•フタを開けた状態から、さらに開く方 
向に力を加えないでください。破損や 
変おのおそれがあります。 

•物を出し入れしないときは、フタを巧 
めておいてください。フタが開いてい 
ると、カバーが体に当たるなどして思 
わめけがをするおそれがあります。ま 
た、急ブレーキなどの激しい運転の際 
に収納している物が飛び出すおそれが 
あり危険です。 


助手席アンダー 

トレイ I 

オプション/グレード別装備 



小物入れとして利田できます。 

▼ 植巧ちま 

卜しイをみし上 I こ上げてな5引き化して 
使用します。 



A 注意 _ 

•走行中に引き出し、戻し操作をしない 
でください。思わめ事がにつながるお 
それがあります。 

• 走行時はトレイを一香奥まで確実に戻 
してください。 

• 重さが約 zokgiU 上ある物を入れると 
急ブレーキをかけたときなどに飛び出 
すおそれがあります。 
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装偏品の巧いかた Q 

室巧装備品^ 


ップホルダー 


ペットボトルや左ジユース、カップなど 

を置 < ときに便利です。 

A ま意 _ 

•使用しないときは、カップホルダー 
を必ず収納してください。 急ブレーキ 
などの激しい運転の際に、カップホ 
ルダーに体が当たるなど、思わぬけが 
をするおそれがあります。 

• やけどを防ぐために温かい飲み物には 
フタをしてください。 

• カップホルダーには、ペットボトル 
やカップ、飲料ち U 外の物を置かない 
でください。急ブレーキをかけたとき 
や、衝突したときなどに置いていた物 
が巧び出し、けがをするおそれがあり 
ます。 

また、下記のような異物が入ると、力 
ップホルダーの開閉機構が損傷する 
おそれがあります。 

• m 楊枝-ヘアピン等の小さいもの、細 
かいもの 
• タバコの灰 
• 芳香剤の液体 

• ジュースをこぼしたときは、ただちに 
ふき取ってください。カップホルダ 
一開閉機構が損傷するおそれがありま 
す。 


fe アドバイス _ 

• 飲み物が入った栓をすることができな 
い容器（ちやカップなど）、または飲 
み物が入ったまま栓をしていないぺッ 
トボトルを置くときは、飲み物がこ 
ぼれないように注意してください。 

•カップホルダーに宙ジュースなどを 
置いているとき、振動で中身がこぼれ 
るおそれがあります。注意してくださ 
い。 
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El 装備品の巧いかた 

® ま巧装備品 


▼ 使用方ま 

•使用するときは、矢印の方向 I こ卜しィ 
を引き化します。 

•収納するときは、そのまま卜しイを押 
し込みます。 



堅アドバイス 



ボトルホルター 


ペットボトルなどを置<ときに便利です。 
フ□ントドア-1」わドアにあります。 



fe アドバイス _ 

• 飲み物が入った栓をすることができな 
い容器（ちやカップなど）を入れない 
でください。また、飲み物が入ったま 
ま栓をしていないペットボトルを入 
れないでください。 

ブレーキ時に、飲み物がこぼれるおそ 
れがあります。 
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装偏品の巧いかた 

室巧装備品 



サブトランク 


収納スぺースとして利用できます。 

また、ジゎ、ソキ、工具などのな納場所に 
なっています。 

サブトランクは取り外すことができ、ヴ 
ブトランクの下側にスペアタイわを巧 
納しています。 

(巧納場所一220ぺージ） 

▼ 使用方ま 

リツド（フタ）を持ち上げて使用します。 



A ま意 _ 

• 力ーゴルームでの作業時は、リヤシ 
-卜をスライドさせないでください。 
手を挟むなどけがをするおそれがあり 
ます。 


ッピングフック 


軽量の荷物や、袋をなけてお<のじ便利 
です。 

助ま席シートバックにあります。 

堅アドバイス _ 

•特に重たい物や、大きな物をシヨッピ 
ングフックにかけないでください。 
(最大荷重量約 3 kg ) 

フックが折れたり、走行中に外れたり 

_するおそれがあります。_ 

▼ 症巧ち法 

• フックの下部を巧ちえ、反転ちせて使 
用します。 

•元 I こ戻すときは、そのまま反転ちせフ 
ツクを格納して < ださい。 
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El 装備品の巧いかた 

® ま巧装備品 


アシス 


引き超こして使巧できます。 


▼硬巧方ま 

• 矢巧の方向に引き起こします。 

• 使用後は、白動的じ元じ戻ります。 



堅アドバイス _ 

•特に重たい物や、大きな物をアシスト 
グリップにかけないでください。アシ 
ストグリップが巧れたり、走行中に 
外れたりするおそれがあります。 
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装偏品の巧いかた 

ま巧装備品 



ブルー 


イルミネーシ 


オプション/グレード別装備 



〇イルミネーシヨンスイッチ 
スイッチを巧すことによって、イルミネ 
ーシヨン①点む、消む①切り营えができ 
ます。 



〇イルミネーシヨンの点灯-ミ肖灯 

▼スイツチヴ " ON " のとき 

ドアの開閉に関係な < 点むします。 

▼スイツチガ " OFF " のとき 
ドアの開閉に関係な<消むします。 


▼スイッチヴ " DOOR " のとき 

ドア連動機能により、点む•消むします。 

(ドア連動機能一207ぺ-ジ） 


スイッチのが態 

スイツチの操作 

'哉"側 

目、側 

ON 


( 1 


- - - 

OFF 

1 1 

( 1 

DOOR 

1 1 

• - - 
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いざといラとまに 

車載工具の巧いかたや、まを運面するラえで 
いざといラとまの処置の方法について 
説明しています。 


■ 工具類 

輸内場戸斤- 220 

ジわ'ソキの使し、ヴた-221 


■ いざといラときの処置 


エンジン巧なな己ないとき-224 

巧障したとき-224 

けん弓 I ちれるとき-226 

パンクしたとき-228 

応急巧スペアタイわ-228 

タイわ交換- 229 

バッテ'」一あが」の赃置-234 

ブーバ'—ヒートの姐置-236 

ヒューブの 交換-237 

電球（バルブ）交換-242 

キー①電池交換-2閱 

キーを閉じ込めたとぎ-263 

事故巧起きたとき-263 
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いざといラときに 

^iMS 


工具類 


巧納場所 


サブトランクじ収納しています。 



A 注意 _ 

•応急用スペアタイヤ、ジャッキ、工具は所定の位置にしっかり固定してください。 
室内などに放置すると、急ブレーキ時などに工具が体に当たるなど、大変危険です。 
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いざといラとまに 

工具類 



ジャッキの使いかた 


A 警告 _ 

•ジャッキアップした車の下には絶が 
にもぐらないでください。万ージャッ 
キが外れると大変危険です。 

•ジャッキアップするときはジャッキ 
の上や下に物を挟まないでください。 

•ジャッキアップするときは、必ず、 
駐車ブレーキをかけ、七レクトレバ 
一を回レンジに入れて、輪止めをして 
ください。車が動き出すおそれがあり 
を険です。 

• ジャッキは砂や石ころのない安定した 
平らなかたい場所を選んでセットして 
ください。ジャッキアップしたと 
き、車が動き思わぬ事故につながるお 
それがあります。 

•車に備え付けのジャッキは、タイヤの 
交換およびタイヤチ:！:ーンの脱着 LU 
外には使用しないでください。 

• ジャッキアップするときは、交換す 
るタイヤと対角線上にあるタイヤの前 
後に輪止めをしてください。 

•ジャッキは、セット位置外にかけな 
いでください。外れたり、車を損傷す 
るおそれがあります。 

•ジャッキアップするときは、人や荷 
物を車から降ろしてください。 

•ジャッキは、伸ばすほど不安定になり 
ます。タイヤが地面から 3 cmLU 上離れ 
ないようにしてください。 

• ジャッキアップしているときは、エ 
ンジンをかけないでください。 


A 警告 _ 

•タイヤの口ーテーシヨン時などに、車 
載のジャッキを用いて、両ま輪同時に 
上げるようなことはしないでくださ 
い。接地しているタイヤが動き、車体 
がずれるおそれがあります。 


A ま意 _ 

•車に備え付けのジャッキは、お客様の 
お車専用です。ほかの車に使用した 
り、ほかのまのジャッキをお客様のお 
車に使用しないでください。まを損傷 
したり、思わぬ事故につながるおそれ 
があります。 
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么 











いざといラときに 

^iMS 


ジャッキを七ットする位置 

ジわ、ソキは迟)すジわッキ t ット位置に t 
ットして <だちし、。 

▼ t ットする位置 

取り誓えるタイわじ近いジわ、ソキわ、ソト 
位置じ tz 、 ソトします。 



A 注意 



ジャッキのかけかた 


▼ 操作手順 

7. ジわ、ソキを手で回して、 tz 、 ソト位置 
まで上げます。 



之ジわ、ソキげ確実に tz 、 ソト位置 I こな灯 
つていることを確認し、ジわ、ソキハ 
ンドルを使って、タイわ巧地面な5 
少し離れる位置まで車を持ち上げま 
す。 



fe アドバイス 
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いざといラとぎに 

工具類 



_ガレージジャッキ（市販品）を使用する場合_ 

fe アドバイス _ 

•ガレージジャッキを使用する場合は、ラジエーターサポートに当てないよう図のガ 
レージジャッキ位置にセットをして、ジャッキアップを行ってください。詳しくは 
スバル販売店にごネ目談ください。 


FWD 車（車両の下か5見た位置) 
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いざといラときに _ 

ををいざといラときか処置 


いざというときの処置 


エンジンがかからないとき 


燃料カットンスナム 

外部な己強い衝擊を受けてエンジンが止 
まってしまった場合、燃料カットシステ 
ムぜ作動している可能性な’あります。燃 
料カットシステムはエンジンへの燃料の 
供給を停止ちせることにより义災などの 
二巧災害を防止する装置です。 

▼ エンジンを再始動する I ごは 
エンジンを再始動する際じはエンジンス 
イッチを " LOCK " または " ACC " ①位 
置 I こ房してな 5 行って < ださい。 

A 警告 _ 

•燃料漏れのおそれがあるとき、また、 
燃料のにおいがするときは、エンジン 
を再始動せずに、お近くのスバル販売 
店にごま絡ください。 



ま全な場所まで移動して < ださい。 

付近に人ガいる場合は巧してち己って< 
ださい。 

A ま意 _ 

•車を押す場合、七レクトレバーは圆 
レンジに入れてください。 


堅アドバイス _ 

• 緊急を要する場合は発炎筒で合図して 
ください。 


〇踏切内の場合 

踏切内で動なな<なった U 、 脱輸などで 
す<動かせない場合は、ただちに踏切の 
非常ボタンを巧して < ださい。 
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いざといラとまに 

いざといラときの処置 


スタック（立ち往生） 

脱輸や、めかるみでタイわヴ空転して動 
なせな<なったときは、下記のち法で脱 
出します。 

▼ 脱出方ま 

タイわの下 I こ石や木などをあて巧い脱出 
します。または前進、後退を繰り返し慣 
性を利用して脱化します。 

A 注意 _ 

• 布きれなどをタイヤの下に挟んで脱出 
するときは、巧きれがタイヤにからま 
ないようにま意してください。 

• タイヤを高速で回転させないでくださ 
い。バースト（破裂）したり、異常過 
熱を起こしを険です。 

• タイヤの後方に立たないでください。 
あてがった石や木が飛んでくるおそれ 
があり危険です。 


発炎筒 

発お筒は高速道路や踏切内での故障など、 
非常事態が発生したときに使用するが常 
信写巧具です。 

▼ 設置眉巧 

ブ□ーブボックス左下に設置ちれていま 
す。 



A ま意 _ 

• が常用信号としてのみお使いくださ 
い。 

• お子さまに絶対触らせないでくださ 
い。いたずらなどにより発炎筒が発火 
し、思わめ事故につながるおそれがあ 
ります。 

•発炎筒を使うとき、顔や体に向けると 
やけどの危険があるのでさけてくださ 
い。 

• ガソリンなどの可燃物のそばで使用す 
ると、火災をまねく危険がありますの 
でさけてください。 

• トンネル内では使用しないでくださ 
い。トンネル内では非常点滅灯や懐中 
電灯で合図してください。 


fe アドバイス _ 

• 使用方まは、発炎筒に記載されていま 
す。あらかじめよく読んでください。 
•発炎筒を使うときは、が常点滅なも点 
戚させてください。 

• 発炎筒には有効期限がありますので、 
事前に確認しておいてください。 


醒 L 侃卜圓日 1 ~瞧 92 丄 46 日卜。醒卜誦 59 225 么 












いざといラときに _ 

ををいざといラときか処置 


けん引されるとき 


故障まの移動は、スバル販売店、スバル 
指定サービスエ場、または専門業者に依 
頼し、車両積載車で4輸とち持ち上げて 
運搬して < ださい。 

(スバル販売店、スバル指定サービスエ 
場と JAF □-ドサービスの連絡巧は、別 
冊の「スバルヴービスネットワーク」 

I こ記載ちれています。） 

A 警告 _ 

•後輪だけを持ち上げたけん引は、車両 
が不を定になるので、行わないでくだ 
さい。 

• AWD 車の場合、前輪、または後輪だけ 
を持ち上げたけん引は絶対にしないで 
ください。 

前輪、または後輪だけを持ち上げて運 
搬すると、駆動装置が損傷したり、ま 
がレッカーま（台車）から飛び出すお 
それがあります。 


やむを得す、□-プによるけん弓 I をする 
ときは、下記のミ主意にしたガつて<だち 
い。 

▼けん弓 I を行ラ前に 

A ま意 _ 

• 化車をけん引する能力はありません。 
ま体のいずれかに口ープをかけるなど 
のけん引はしないでください。 

• 口ープによるけん引を行う前に、駆動 
系に故障がないことを、スバル販売 
店、スバル指定サービスエ場にご確認 
ください。 

駆動系に故障の可能性がある場合は、 
口ープによるけん引はしないでくださ 
い。 


A 注意 _ 

• 口ープによるけん引をするときの速度 
は 30 km / hia 下、けん引距離は 50 kmlU 
内にしてください。この速度■距離を 
超えると、トランスミッションに悪影 
響をおよぼし、損傷するおそれがあり 
ます。 

•キーレスアクセス装着車のエンジン 
スイッチ回転機構が故障したときは、 
ステアリングロック機構が解除でき 
ないため、口ープによるけん引はでき 
ません。 

•けん引される車は、下記の事項を守つ 
て慎重に運転してください。通常と同 
じ感覚で運転すると、事故につながる 
おそれがあります。 

•できるだけ人や荷物をおろし、車体を 
軽くしてください。 

•エンジンスイッチはハンドルロック 
を解除させるために " ACC " の位置 
にし、七レクトレバーは圆レンジに 
してください。 

•エンジンが停止していると、いつもよ 
りハンドル操作が重くなりますので、 
できるだけエンジンを始動してくださ 
い。 

また、 ブレーキの 効きが悪くなります 
ので、 通常より強めに ブレーキ ぺダ 
ルを踏んでください。 

•長い下り坂では、ブレーキが過熱し 
て、効かなくなるおそれがありますの 
で、けん引しないでください。 
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いざといラとまに 

いざといラときの処置 


けん引の方法 

前の車の制動むにミち意して、常にけん引 
□-プをたるまだないよラに気を付けて 
<ださい。 

また、けん引□-プには应す'白い巧 
巧 0 cm 四ち W 上）を付けて<ださし、。 



ロープをかける位置 

□-プは化す車が先端のフックにかけて 
<ださい。 

▼ けん弓 I フックの取り巧けなた 
/. 傷付き防止のため、先端に巧などを 
巻いた、カバーとバンパーのすき間 
に入る程度の薄刃の©ドライバーな 
どを用意します。 


之用意した©ドライバーなどを國の位 
置の切り巧きな己差し込み、カパー 
を外します。 




3 . けん引フックを矢印の方向に回しな 
が5差し込み、ホイールナットし 
ンチでしつなりと固定します。 
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いざといラときに _ 

をちいざといラときか処置 


パンクしたとき 


高ま走行中にパンクやバースト（破裂） 
したときは、パッドルをしっかり持って、 
な々にブしーキをなけてスピードを落と 
して<ださい。急ブしーキをなけるヒ/\ 
ンドルを強 < 取己れ危険です。 


応急用スペアタイヤ 


応急用スペアタイわは、タイわがパンク 
したときの応急用としてのみ使ラタイわ 
です。応急用スペアタイわは標準タイわ 
に比べて、空気圧が高<、直径がやや小 
ち<できています。お使いになるときは 
ミち意事項をお守り < ださい。 



A ま意 _ 

•応急用スペアタイヤを装着した場合 
は 80 km / h な下で走行し、できるだけ 
早く標準タイヤに交換してください。 

• この 応急用スペアタイヤは型式、ま 
種によって違います。ほかのタイヤや 
ホイールと組み合せたり、ほかの型 
式、ま種のまに使わないでください。 
走行に悪影響が出て、思わぬ事故につ 
ながるおそれがあります。 

•前輪がパンクしたときには、応急用ス 
ペアタイヤを前輪に使用しないでく 
ださい。前輪がパンクしたときには、 
応急用スペアタイヤを後輪に装着 
し、外した後輪タイヤを前輪に付けて 
走行してください。 
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いざといラとまに 

いざといラときの処置 


A ま意 _ 

•応急用スペアタイヤにタイヤチェー 
ンを装着しないでください。 タイヤ 
チェーンが車体側に当たったり、走行 
に悪影響をおよぼすおそれがありま 
す。 

雪道、；ま結路で前輪がパンクした場合 
は、応急用スペアタイヤを後輪に装 
着し、外した後輪タイヤを前輪に付け 
てからタイヤチェーンを装着してく 
ださい。 

•応急用スペアタイヤを装着して突起 
物などを乗り越えるときは、標準タイ 
ヤを装着しているときと同じ感覚で運 
転しないでください。応急用スペア 
タイヤ装着時は車高が低下します。同 
じ感覚で運転するとぶつけるおそれが 
あります。 

•応急用スペアタイヤの点検は、最低 
でも月1回行ってください。 

空気圧が不足している状態で走行する 
と思わめ事故につながるおそれがあり 
ます。（空気圧はフロントドア開口 
部に記載しています） 


タイヤ交換 


▼交換作業を巧ラにあ尼って 

A 警告 _ 

•ジャッキアップしたまの下にもぐら 
ないでください。万一、ジャッキがか 
れると大変危険です。 


A ま意 _ 

• このま専用 JU 外のホイールを使用しな 
いでください。専用 LU 外のホイールを 
使用すると、走行装置やブレーキ装置 
に支障をきたし、安全な走行ができな 
くなります。 


fe アドバイス _ 

•応急用スペアタイヤを取り出すと 
き、または格納するときは、リヤシ 
ートを車両前方へスライドしてくださ 
い。 
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いざといラときに _ 

ををいざといラときか処置 


_交换の準備_ 

A ま意 _ 

• まを交通のさまたげにならずを全に作 
業できる平らな場所に移動させて作業 
を行ってください。 

• パンクなどにより路上で作業を行うと 
きは、交通のさまたげにならない場所 
に寄せ、非常点滅灯を点滅させ、停止 
表示板を使用してください。 

•人は車から降り、重い荷物は車から降 
ろしてください。 


フルホイールキャップ装着ま 

傷付き防止のため、先端じ巧などを巻い 
たづゃ、リキ ハンドルを巧の開いていない 
部分（リブ部） I こ差し込み、タイわを支 
点にしてフルホイーんキゎップを外し 
ます。 



A 注意 


• キャップは手で外さないでください。 
けがをするおそれがあります。 

•ホイールキャップを外すとき力を入 
れすぎないでください。けがをした 
り、ボディなどを傷付けるおそれがあ 
ります。 

• ジャッキハンドルは必ず巧の開いて 
いない部分（リブ部）に差し込んでく 
ださい。ホイールキャップが割れる 
おそれがあります。 


交換の手順 

/. 駐車ブしーキを十分 I こなけ、エッジ 
ンは停止し、 tz しクトしバーを回し 
ンジ'の位置にします。 

交換するタイわと巧角線上にある夕 
イわ①前後に輪止めを置きます。 



堅アドバイス _ 

• 輪止めはま載されていませんので、と、 
要に応じて準備してください。なお、 

輪止めは、タイヤを固定できる大きさ 
__の石などで代用できます。_ 

之工具、ジ'わ'ソキ、スペアタイわを取 
り化します。 

(格納場所一220ぺージ) 
(ジわツキの使いなた一221ぺージ) 
(応急用スペアタイわ一228ページ) 
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いざといラとまに 

いざといラときの処置 


3 . ジゎツキ巧外れた場合の危険防止の 
ため、スペアタイわは交換するタイ 
わの近 < の車体の下に置きます。 



4 . ホイールナットしンチでホイール 
ナットを左 I こ回し、手で回る<白い 
までゆるめます。 



6. 4個のホイールナットを外し、タイ 

わを外します。 

タイわを化面 I こ置<ときは、傷巧付 
巧ないよラじ、ホイール意匠面を上 
向きに置いて < ださい。 

ス交換するタイわのホイールの接触面 
の汚れを/るき取ります。 



A 注意 _ 

• タイヤを取り付けるときに、ホイール 
の取り付け部やホイール裏側の取り付 
け面がほこりなどで巧れていると、走 
行中にナットがゆるみ、タイヤが外れ 

_るおそれがあり危険です。_ 

8. 交換するタイわを取り付けます。 


5 . タイわと路面がかし離れるまでゆつ 
くりとジゎ 、ソキ アップし、車体を上 
げます。 

(ジわツキの使い方'た一221ページ) 
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いざといラときに _ 

ををいざといラときか処置 


9 . ナットの テーパー 部巧ホイ ーん のシ 
-卜部じ程<あたるまで、ナットを 
ちに回して仮締めします。 



A ま意 _ 

•ナットやボルトにオイルやグリースを 
めらないでください。ナットがゆるん 
でタイヤが外れ、思わめ事故につなが 
るおそれがあります。また、必要 JU 上 
に締め付けられて、ナットやボルトが 
破損するおそれがあります。 


10. タイわ巧 t 也面につ<まで車体をおろ 
し、ホイールナットを巧等にが角線 
①順にホイールナットしッチで2、 
3度にわたり十分締め付けます。 



A 注意 _ 

• ホイールナットレンチを足で踏んだ 
り、パイプを継ぎたしたりしないでく 
ださい。必要上に締め付けると、ボ 
ルトが破損するおそれがあります。 
•締付力（ホイールナットレンチ先端 
にて）： 440〜 590 N {45 〜 60 kgf } 
•締付トルク：103 N.m {1,05 Ok 呂 f . cm } 
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いざといラとまに 

いざといラときの処置 


//.工具、ジ'わ、ソキ、タイわを片付けま 
す。 

堅アドバイス _ 

標準タイヤを収納する場合 
•パンクした標準タイヤは、応急用スぺ 
アタイヤを収納している位置には収 
細でさません。 

リツド（フタ）とサブトランクを起 
こし、ホイール意匠面を表向きして、 
図のように斜めにした状態で収納して 
ください。 



12 . 走行後ホイールナットのゆるみ巧な 
いことを点検します。 

A 注意 _ 

•パンク時に限らず、タイヤを脱着した 
ときは、しばらく走行したあと、再度 
ホイールナットにゆるみがないこと 
を確認してください。 

• タイヤはおず指定サイズのタイヤを使 
用してください。指定サイズ 1 U 外の夕 
イヤを使用すると安全性を損ない大変 
危険です。 

•タイヤは4輪とも指定サイズで、同一 
サイズ、同ーメーカー、同一銘柄およ 
び同ートレッドパターン（溝模様） 
の物を装着してください。 

• 摩耗差の著しいタイヤは使用しないで 
ください。 

•走行中、ハンドルや車体に振動が出た 
場合は、タイヤのバランスの点検をス 
バル販売店で受けてください。 

♦アルミホイール装着車は、専用品 1 U 
外のナットは使用しないでください。 
走行中にナットがゆるみ、タイヤが外 
れるおそれがあり危険です。 
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いざといラときに _ 

ををいざといラときか処置 


標準タイヤに戻すとき 

タイわ交換のま順と同じです。 

A ま意 _ 

•傷、変おがある物は再使用しないでく 
ださい。 

• タイヤの空気圧を確認してください。 
(タイヤの空気圧は運転席側ドア開口 
部に記載しています） 

• タイヤを新品に交換する場合は、必ず 
指定のサイズのタイヤに交換してくだ 
さい。 


フルホイールキャップ装着ま 

フルホイールキわ、ソプを取り付けます。 
•フルホイールキわ、ソプの切り欠き部 
巧パルブの位置 I こ来るよラにして取り 
付けます。 



リーあがりの処置 


下記のよラなを状が見5れるとパッテリ 
一あがリザ害え5れます。 

• スターターが回5なし、。 

• スターターが 回ってち回転ヴ弱<、な 
なななエンジンがなな5なし、。 

• ヘッドランプがいつちより暗い。 

• ぶーン①音ガ小さい、または鳴5ない。 


•キーしつアク t ス装着車のアク t ス 
キーでドアが解綻しない。 

堅アドバィス _ 

• バッテリーあがりを防ぐために下記の 
ことをお守りください。 

• エンジンを止めたままランプをつけた 
り、才ーディオを長時間使用しない。 

• エンジン回転中でも巧滞などで長時間 
止まっている場合は、ときどきエンジ 
ンの回転を上げる。 

• バッテリー液量が減っていると充電能 
力が低下して寿命が短くなります。と 
きどき点検して液の補充をしてくださ 
い。 

•バッテリーを交換したとき、新しいバ 
ッテリーは、バッテリーを設置する卜 
レイの車両後方側に設置してくださ 
い。 
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いざといラとまに 

いざといラときの処置 


▼ 処置を巧ラ前 I こ 

A 警告 _ 

• 义気をバッテリーにお付けないでくだ 
さい。バッテリーから発生する可燃ガ 
スにより爆発するおそれがあり危険で 
す。 

• バッテリー液が万一巧膚や目に付いて 
しまったら、その箇所をを量の水で十 
分洗;争して、ただちに医師の診断を受 
けてください。バッテリー液にはを硫 
酸が含まれており、毒性、腐食性があ 
ります。 

■処置の手順で ブースターケー ブルを 
バッテリーあがり車のバッテリーの© 
端子に接続しないでください。火巧が 
発生し、バッテリーから発生する可燃 
ガスに引义する危険があります。 

•バッテリーの液量がバッテリー側面に 
表示されている下限 （LOWER 
LEVEL ) JU 下になったまま使用または 
充電をしないでください。バッテリー 
の破裂 (爆発）の原因となるおそれが 
あります。 


▼ の置の手順 

1. エンジンルームサービスカバーを 
取り外します。 

(エンジンルームサービスカバー 
一 267パージ) 

2. バッテリーの©端子のカバーを外し. 
ブースタークー ブルを回の番号順で 
接続します。 

① バッテリーあ巧り車の®端子 

② 他車の©端す 

③ 他車の©端子 

④ 下記の窗巧（アース I こつな <') 
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いざといラときに _ 

ををいざといラときか処置 


3. 電源側の車（他車）を始動し、みし 
エンジン回転を高めに保ちます。 

4バッテリーあ巧り車のエンジッを始 
動します。 

己' ブースタークー ブんを接続順唐の逆 
で外します。 

6 . エンジンルームサービスカバーを 
取り付けます。 

(ェッジッ ルームサービスカバー 
一 267 パージ) 

A ま意 _ 

• 巧しがけによる始動はできません。 

•必ず 12 V バッテリー車と接続してくだ 
さい。 

•ケーブル接続の際には、ブースター 
ケーブルを矢印ので向に して、 ©端子 
に接続させてください。 

また、©端子をボディ金属部や©端子 
に接触させたり、逆に接続しないでく 
ださい。 

• ケーブルが;令巧ファンやベルトに巻き 
込まれないように、接続には十分ま意 
してください。 


才ーバーヒートの処置 


下記の状態がオーバーヒートです。 

• 7水;品警告むが点滅-点むしたとき 
•ボンネットか5養気巧立ちのぼり、エ 

ンジンの出カガ低下したとき 
車をを全な場所に止め、下記①迴置をし 
て < ださし、。 

▼ 化置を巧ラ前に 

A 警告 _ 

• 7 k 温が高いときは、を a 水ミ主入口をか 
さないでください。；令な水の圧力が;令 
去 P 水ま入口にかかっているので、蒸気 
や熱湯が吹き出し、大変危険です。 

• をがファンに絶対に触れないでくださ 
い。突が、ファンが回転するため、大 
変危険です。 


▼ の置の手順 

/. ボンネットな己黒気巧止!ていた己、 
エンジンを止めて、黒気巧化な<な 
るまでボンネットを開けないで<だ 
ちい。黒気な化な<なった己エッジ' 
ンを始動しボンネットを開け、風通 
しを良 < します。 

之ボッネット巧己黒気巧'止!ていなけれ 
ば、エンジッをなけたままボンネッ 
卜を開け、風通しを良<します。 
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いざといラとまに 

いざといラときの処置 


3. 1または2の®置を行ったあと、エ 
ンジンルームをチェックします。エ 
ンジンルーム巧巧下記のよラなが態 
であれば、ただちじエンジンを止め 
て :II \'ル販売店にご連絡<だちい。 
•冷ま日フアン巧回転していないとき 
• ホース類などな5黒気や熱湯げ漏 
れているとき 

• 冷ま日水リヴーバータンクの水びな 
いとき 

•フアンベルト巧切れているとき 

4. 水温警告む巧消なした5エンジンを 
止めます。 

5. エンジンび十分にをえてな5冷ま口水 
の量、フアンベルトのゆるみ、ラジ' 
エーターのコア （巧熱部） の 著しい 
汚れやゴ5の付着の有無などを点検 
します。 

6. ち瓦!水な不足しているときは、捕給 
します。をま日化の捕給は、別冊の 
「ベンテナ ッス タート」を参照して 

<だ'ちい。 

fe アドバイス _ 

•才ーバーヒートを防止するため、日 
頃から;令が水の量と;令が 7 k の漏れがな 
いかを点検するようにんがけてくださ 
い。 （; 令ち!]装置、：令な水の点検は別冊 
の「メンテナンスノ ート」参照） 


ーズの交換 


ランプが点むしない場合や、電気系統の 
装置がはた 5 なない場合は、ヒューブ切 
れガ考え己れます。点検、交換を巧って 
<ださい。ヒューブについてはスバル販 
売店にご相談 < ださい。 


ヒューズの位置 


〇インストルメントパネル 
ヒューズボックス 

ブ□-ブボックス奥に設置ちれています。 
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いざといラときに _ 

ををいざといラときか処置 


▼グ□-ブボックスの取り外しなた 
/. エンジンスイ、ソチを " LOCK " の位 
置にします。 

2. ブ□ーブボックスを開けます。 

3ダンパーステーを矢印の方向に押し 
て、取り外します。 



4ブ□ーブボックスをち印の方向へ引 
き上げて下部ツベを外します。 



5. 上部、ソベびひった、ヴ己ないよラに、 
かし傾けなヴ己、ブ□ーブボックス 
を取り外します。 



▼グ□-ブボックスの取りがけなた 
スブ□ーブボックスを水平にして、下 
部ツベを取り付けます。 



之ダンパーステーをブ□ーブボック 
スに取り付けます。 
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いざといラとまに 

いざといラときの処置 



3. ブ□ーブボックスを矢印の方向に押 
し込みます。 



fe アドバイス _ 

• グローブボックスを取り付けるとき 
は、十分にかん合していることを確認 
してから、ボックスを閉めてくださ 
い。下部ツメのかん合が不十分なまま 
だと、ボックスが開かなくなります。 


〇エンジンルー厶ヒューズボックス 



▼取り外し灯た 

I エンジン：:^イツチを " LOCK " の位 
置じします。 

2わバ'一横の、ソベを押しなげ5、わパ' 
一を開けます。 



▼取り付け灯た 

取り外すときと逆の手順で行しほす。 
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いざといラときに 

いざといラときの処置 



(EPS) 


HEATER 


RAD 

50A 


40A 


30A 


〇エンジンルームヒューズボックス 
ヒュー：: t ボックスのカバーに表示されて 
います。 

HD ランプ装着車 1U 外 


ヒューズボックス 

ヒューブボックスのラベルに各ヒューブ 
のアンペア数と受け持つ装置の名称を表 
71^しています。 

ヒューゴは、ラベル表示じしたがって交 
換してくださし、。 

〇インストルメントパネル 
ヒューズボックス 

▼ ラベル位置 

ブ□ーブボックスの裏側に表示されてい 
ます。 


30A 

POWER に 
L25A ) 

FR WIPER 
I 15A J 

RR WIPER 
L7.5A I 

(FOG RH) 
|_1 SA—j 

DEFOG 
L7.5A j 

(FOG LH) 

I 15A J 

SOCKET 

r 1 qah 

E/G 

I 7.5A J 

ECU IG2 
L7.5A I 
{SEAT HTR) IG1/BACK 


30A 


POWER B 
7.5A 


ACC 



[7.5A ] 

ECU IG1 
[10A~] 

HORN/HAZ 
L20A J 

AM2 

L15A I 

D/L 

r 1 sAi 

AM1 

L10A J 

TAIL 
110 A I 


(H-LPHI RH) HEAD 

FTO ^ 

(H-LPHI LH) 

FTO^ I - 

H-LP RH 
/H-LP LO RH 
PTO ^ 

H-LP LH 
/H-LP LO LH 


BACK UP 

rr ^ 

DOME 

[TgS 

(A/C) 


(EPS) 


HEATER 


RAD 

50A 


40A 


30A 


(HORN) 


HD ランプ装着車 


^ A 
A ^ 


R A 
wo 
p 3 

ち 9Sd> M 




I 20A I 

(PSB 

RH) 

I 20 

A I 

(AE 

IS) 

I 15 

A I 


芸 . 


AM2 

30A 


(MG 

C) 


ご：： 101 正 Is 】 


A .—-. 

5-^0 

下-: 


豐器 
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いざといラとまに 

いざといラときの処置 


ヒューズの点検と交換 

/. 備え付けのヒューブプラーを使用し 
て、ヒューブを挟んで外します。 

ヒューズプラー 



堅アドバイス 



2. 取り外したヒューブを点検し、切れ 
ている場合は、規定容量のヒューブ 
と交換して<ださい。ヒューブ巧'切 
れていないときはほ巧じ原因巧をえ 
己れます。スバル販売店で点検を受 
けて <だちし、。 



A ま意 _ 

• 交換してもすぐに切れてしまうとき 
は、スバル販売店で点検を受けてくだ 
さい。 

• 規定容量 JU 外のヒューズを使用しない 
でください。配線が過熱、損傷し、火 
災につながるおそれがあり危険です。 
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いざといラときに _ 

ををいざといラときか処置 


電巧（バルブ）交換 


ヒューブ巧切れていないにち関わ5す、ランプヴ点むしないときは、電城切れが考え5 
れますので、電疎を点検し、切れている場合は電球を交換して<ださい。 

• 電疎の交換作業に不慣れなちや、部品などの破損が&配な場合は、スバル販売店にご 
相談 < ださい。 

• 電疎の交換作業をするときじ I 必要な工具は、力一用品店などでご廣入することガでき 
ます。 


膚準ま I 

ブしードの違し、、ベーカーオプションち記載しています。 


⑩ © ⑩ 
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いざといラとまに 

いざといラときの処置 



ランプ 

電球（バルブ） 

W (ワット）数 

タイプ 

① 

バイマウントストップランプ 

5 

T 10 

② 

後退灯 

16 

T 16 

③ 

後面方向指示灯兼非常点滅灯 

21 

T 20( アンバ ー) 

④ 

制動灯/尾灯 

21/5 

T 20 

⑥ 

力ーゴルームランプ 

5 

T 10 

⑥ 

バニテイミラーランプ 

2 

- 

⑦ 

ルームランプ（フロント） 

8 

T 10 

⑧ 

マップランプ 

5 

T 10 

⑨ 

ルームランプ（センター) 

8 

T 10 

⑩ 

ルームランプ（フロント） 

(才ーバーヘッドコンソール装着車） 

5 

T 10 

⑩ 

ルームランプ（センター) 

(才ーバーヘッドコンソール装着車） 

8 

T 10 

© 

番号灯 

5 

T 10 

⑩ 

前照灯 

60/55 

H 4 

@ 

前面方向指示灯兼非常点滅灯 

21 

T 20( アンバ ー) 

⑩ 

車幅灯 

5 

T 10 


下記①電巧の交換は、スバル販売店にご相談<ださい。 

颇側面方向指示むまホ常点滅む 
@才ーパーヘッド イルミ ターシヨン （ LED ) 

堅アドバイス _ 

• 側面方向指示灯ま非常点滅‘なは、レンズセット交換になるため、電球のみの交換を 
することができません。スバル販売店にご相談ください。 

• LED を使用しているランプは、電巧のみの交換をすることができません。スバル販売 
店にご相談ください。 
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いざといラときに _ 

をちいざといラときか処置 


カスタム仕様車 

ブしードの違い、ベーカーオプションち記載しています。 

⑨⑩ ⑩ 
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いざといラとまに 

いざといラときの処置 



ランプ 

電球（バルブ） 

W (ワット）数 

タイプ 

① 

後退灯 

16 

T16 

② 

後面方向指示灯兼非常点滅灯 

21 

T20C アンバ ー) 

③ 

制動灯/尾灯 

21/5 

T20 

④ 

力ーゴルームランプ 

5 

T10 

⑥ 

バニテイミラーランプ 

2 

- 

⑥ 

ルームランプ（フロント） 

8 

T10 

⑦ 

マップランプ 

5 

T10 

⑧ 

ルームランプ（センター) 

8 

T10 

⑨ 

ルームランプ（フロント） 

(才ーバーヘッドコンソール装着車） 

5 

T10 

⑩ 

ルームランプ（センター) 

(才ーバーヘッドコンソール装着車） 

8 

T10 

⑩ 

番号灯 

5 

T10 

© 

フォグランプ 

35 

H8 

⑩ 

前面方向指示灯兼非常点滅灯 

21 

T20( アンバ ー) 

@ 

前照灯 /A イビーム 

55 

H7 

⑩ 

車幅灯 

5 

T10 


下記の電球の交換は、スバル販売店にご相談<ださい。 

饭ハイマウントストップランプ （ LED ) 

@オ ーバー ヘッドイルミ ネーシヨン （ LED ) 

颇前照む/□ー ビーム （ HD ランプ） 

® 側面方向指示むまホ常点滅む （ LED ) 

fe アドバイス _ 

• LED を使用しているランプは、電球のみの交換をすることができません。スバル販売 
店にご相談ください。 

• HD ランプは、高電圧を使用しているため、お客さまご自身による電巧の交換はでき 
ません。スバル販売店にごネ目談ください。 
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いざといラとさに 

^いざといラときの処置 


交换の手順 

A 警告 _ 

•電巧を交換するときは、ランプを消‘灯 
させ電球が冷えてぃる状態で巧つてく 
ださぃ。電球が熱ぃ状態で、電球やそ 
の周辺を触ると、やけどをするおそれ 
があり危険です。 

• 電なおよび電 i ま固定具の取り付けが不 
完全な場合、発熱や発火、および水入 
りなどによる故障、レンズ内面の曇り 
につながるおそれがあります。 

• 電巧、ソケット、電気回路、および構 
成部品を修理、分解しなぃでくださ 
ぃ。感電による重大な傷害の原因とな 
ります。 

HID ランプ窝着ま 

• HD ランプのバルブ.コネクター■電 
源回路-光軸調整部分を分解したり、 
取り外したりしなぃでくださぃ 。 HD 
ランプは高電圧を使用しており、不適 
切な取り扱ぃをすると、感電するおそ 
れがあり危険です。 

ランプを交換-修 a ■ 廃棄するとき 
は、必ずスバル販売店にごネ目談くださ 
い。 


A 注意 _ 

• 同じワット数の電球 LU 外は使用しない 
でください。過熱などにより故障の原 
因になります。 

• 同じバルブ色の電球 LU 外は使用しない 
でください。異なる色で点むします。 

• ©ドライバーなどを使用するときは、 
布などを卷いてください。クリップ、 
レンズなどに傷が付くおそれがありま 
す。 

• ランプ本体やレンズを取り外すとき 
は、ボディに傷を付けないように注意 
してください。 

• ネジなどでレンズを取り付けるとき 
は、締めすぎないようにしてくださ 
い。レンズを破損するおそれがありま 
す。 

• ハロゲン電 i まはガラス巧内部の圧力が 
高いため、落としたり、物をぶつけた 
り、傷を付けたりすると破損して、ガ 
ラスが飛び散る場合がありますので、 
十分注意して取り扱ってください。 

• 電球のガラス部は、素手で触れずにき 
れいな手袋を着用してください。特に 
前照灯用（フォグランプ含む）の電 
球は油脂が付着すると、発熱による早 
期電球切れを起こします。 

• 電球を交換しても点灯しない場合は、 
電球切れ 1 U 外の理由が考えられます。 
スバル販売店で点検を受けてくださ 
い。 
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いざといラとまに 

いざといラときの処置 


fe アドバイス _ 

•ヘッドランプ、制動灯などのランプ 
は、雨天走行や洗車などの使用条件に 
よりレンズ内面が一時的に曇ることが 
あります。これはランプ内部と外気の 
温度差によるもので、雨天時などに窓 
ガラスが曇るのと同様の現象であり、 
機能上の問題はありません。 

ただし、レンズ内面に大粒の水滴が付 
いているときやランプ内に水がたまつ 
ているときは、スバル販売店にごネ目談 
ください。 

クリップの取り付け、取り外しじついて 
•取り外すときは、©ドライバーで中央 
部を浮かしたあと、クリップ全体を引 
っ張ります。 



•取り付けるときは、取り外したが態の 
まま差し込み、中央部を押し込みま 
す。 



〇前照灯 
I 標準ま I 

▼取り外し手順 


1. コネクターを取り外したあと、カバ 
一を取り外します。 



2. クリップを失印のち向 I こ外します。 



醒 L 侃卜麵。日1~瞧92丄46日卜。醒卜誦59 247么 














いざといラときに _ 

ををいざといラときか処置 


3 . パルブを取り外します。 



▼ 取り付け手順 

1 . バルブの突起部をヘッドランプ本イ本 
①溝にはめ込みます。 



之クリップをお実にフックじ取り付け、 
バルブを固定します。 

3 . 矢印の方向 I こカバーを押ちえて、確 
実 I こカバーを取り付けたあと、コネ 
クターを取り付けます。 



248 


LUCRA L455F-0000051 -0007592, L465F-0000051 -0002059 








いざといラとまに 

いざといラときの処置 


〇前照け/ハイビーム 
カスタム仕様車 

A 警告 _ 

■ハイビームバルブを取り外すとき 
は、 HD ランプ（口ービーム）が消‘■灯 
していることを確認してください。 

■ HD ランプ（口ービーム)が点な中 
は、高電圧が発生するため、 HD ラン 
プのコネクターなどに触れる と、 感電 
により重大な傷害を受けるおそれがあ 

_ U 危険です。_ 

▼取り外し手順 

/. カバーを 回して外します。 




3 . クリップを失印の方向 I こ外します。 



▼ 取り付け手順 

/. バルブの突起部をヘッドランプ本体 
の溝 I こはめ込みます。 



2 . クリップをお実 I こフック I こ取り付け、 
バルブを固定します。 

3 . コネクターを取り付けます。 

4 . カバーを 取り付けます。 
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いざといラときに _ 

ををいざといラときか処置 


〇ま幅け 

▼取り化し手順 

/. ソク、ソトを回して取り外します。 



カスタム仕様車 



〇前面方向指示け兼が常点滅灯 

I 標準ま I 

▼取り外し手順 

7. ソクツトを回して取り外します。 




▼ 取り付け手順 

逆の手順で行います。 


难風 


▼取り巧け手順 
逆の手順で行います。 
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いざといラとまに 

いざといラときの処置 


カスタム仕様車 
▼取り化し手順 
/. "ンドルを 


〇フォグランプ 
オプション/グレード別装備 
▼取り外し手順 


ち側の電球を交換する場合は左に、 
左側の電球を交換する場合はちに、 
いっぱいまで回します。 

2 . クリップ （2 個）を取りかし、バン 
パーとマットガードの間じ手巧入る 
<己い7、ソトガードをめ<ります。 



3 . ソク、ソトを回して取り外します。 


/. A ンドルを 

ち側の電球を交換する場合は左 I こ、 
左側の電球を交換する場合はちじ、 
いっぱいまで回します。 

之クリップ （2 個）を取り外し、バン 
パーとマットガー ドの間 I こ手巧入る 
<白い7ツト方ードをめ<ります。 




▼ 取り巧け手順 
逆の手順で巧います。 
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いざといラときに 

^いざといラときの処置 


4 . パ'ルブを回して取り外します。 



▼取り巧け手順 
逆の手順で行います。 


〇リヤコンビランプ 
▼取り外し手順 
/. リわヴートを開けます。 

2ボルトに本）を取り外します。 

3 . 車両後ち I こランプ本体を引いて、車 
両巧5ランプ本体を取り外します。 



4 . 交換する電球のソク、ソトを回して取 
り外します。 



を面方向指示丹 
兼非常点滅打 


制動灯/尾な 


を退 : a 
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いざといラとまに 

いざといラときの処置 


5 . ソク、ソトな己電巧を引き抜きます。 



▼ 取り巧け手順 
をの手順で行しほす。 


〇ま号灯 
▼取り外し手順 

/. ツイを矢印の方向に押して、ランプ 
本体を取り外します。 



2ソクツトを回して取り外します。 



3 . ソクット巧5電球を引き抜きます。 



▼ 取り付け手順 
逆の手順で行います。 
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いざといラときに _ 

ををいざといラときか処置 


〇ハイマウントストップランプ 
リヤスポイラー装着車な外 


▼取り化し手順 
/. I 」わヴートを開けます。 

2ナットロ個）を取り外します。 



5ち印のち向 I こツベを押して、ランプ 
本体をリわヴートな5淫なせます。 



4 . ドアを閉めたあと、ランプ本体を取 
り外します。 



A ま意 _ 

•リヤゲートはゆっくりと閉めてくだ 
さい。ランプ本体が落下し、破損する 
おそれがあります。 


5 . ツイを矢印の方向 I こ押して、ソクッ 
卜な己しンブを取り外します。 
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いざといラとまに 

いざといラときの処置 



6 . ソクットな5交換する電球を引き抜 
きます。 


〇ルームランプ（フロント） 

オーバーヘッドコンソール装着車 JU 外 
▼取り外し手順 

/. ©ドライバーを差し込んで、カパー 
を取り外します。 


▼ 取り巧け手順 
逆の手順で巧います。 



2電球を取り外します。 





▼ 取り付け手順 
逆の手順で行います。 
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いざといラときに _ 

ををいざといラときか処置 


オーバーヘッドコンソール 装着ま 


▼取り化し手順 

/. ©ドライバーを差し込んで、カバ 
を取り外します。 




▼ 取り巧け手順 
逆の手順で巧います。 


〇ルームランプ（センター) 

オーバーヘッドコンソール装着車 JU 外 
▼取り外し手順 

/. ©ドライバーを差し込んで、カパー 


を取り外します。 

©ドライバーなど 




▼ 取り付け手順 

逆の手順で行います。 
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いざといラとまに 

いざといラときの処置 


オーバーヘッドコンソール 装着ま 


▼取り化し手順 

/. ©ドライバーを差し込んで、カバー 
を取り外します。 




▼ 取り巧け手順 
逆の手順で巧います。 


〇マップランプ 

オーバーヘッドコンソール装着車 JU 外 
▼取り外し手順 

/. ©ドライバーを差し込み、ツイ （2 
箇所）を外してランプ本体を取り外 
します。 



之交換する電球のソクツトを回して取 
り外します。 
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いざといラときに _ 

ををいざといラときか処置 


3 . ソク、ソトな己電巧を引き抜きます。 



▼ 取り巧け手順 
をの手順で行しほす。 


〇力ーゴルームランプ 
▼取り外し手順 

/. ©ドライバーを差し込み、ランプ本 
体を取り外します。 


© ドライバーなど 



▼ 取り付け手順 
逆の手順で行います。 
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いざといラとまに 

いざといラときの処置 


〇バニテイミラーランプ 
オプション/グレード別装備 


▼取り化しず順 

/. ©ドライバーを差し込んで、カバー 
を取り外します。 




▼ 取り巧け手順 
をの手順で行しほす。 


キーの 電池交換 


• インジクーターザ点滅しな<なった場 
合は、電ミ也の消耗巧考え5れます。 

• 電ミ也は、お客様自身で交換できますが、 
破損などのおそれがあるため、スバル 
販売店での交換をおすすめします。 


メイン キー 

電巧式リモコンドアロック装着車 
▼症巧電ミ也について 

使用電池は rCR 1616 巧 V )」です。 


▼ 交換ちま 

/. 傷付き防止のため、巧端に巧などを 
巻いた、<ぽみに入る程度の薄刃の 
©ドライバーなどを用意します。 

之用意した©ドライバーなどを<ぽみ 
に差し込み、グリップを外します。 
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いざといラときに _ 

ををいざといラときか処置 


3 . t ジュールの裏側のカバーを外しま 
す。 

カバー 



モジュール 

4失印のち向 I こスライドちせて、電池 
を取り化し、新しい電池と交換しま 
す。 



▼ 交換したあと 

/. カバーと t ジュール、 およ ひ'ブリツ 
プを逆の手順で取り付けます。 

2 . スイツチを押したとき、インジクー 
ター巧点滅することを確認します。 


A 注意 _ 

• 電池交換をする場合は、必ず身体や衣 
類に帯電している静電気を放電してく 
ださい。静電気によりメインキーが 
損傷するおそれがあります。静電気を 
故電する場合は、静電気が除去できる 
物をあらかじめ用意しておくか、金属 
部分などに手を触れてください。 

•電池および取り外した部品は、お子さ 
まが飲み込まないように特にごま意く 
ださい。 


fe アドバイス _ 

•液漏れなどを防ぐため、電池の®極と 
©極は正しく取り付けてください。 

♦故障の原因となりますので、下記のこ 
とをお守りください。 

• 端子部分などを曲げない 
•水、油などでぬらさない 
• ゴミなどの異物を入れない 

• 電池はスバル販売店または時計店、力 
メラ店などでお求めください。 

• 電池交換はスバル販売店に依頼するこ 
とをおすすめします。 

• 電池は新品を使巧してください。 

•電池交換後はメインキーの機能が正 
常であることを確認してください。 

•ボタン電池を廃棄する場合は、テープ 
などで端子部を絶縁してください。電 
池が重なり合ったり、化の金属製品を 
混ぜたりすると電池がショートして、 
漏液、発熱、破裂するおそれがありま 
す。また、自治体が条例などを定めて 
いる場合は、その条例にしたがってく 
ださい。 
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いざといラとまに 

いざといラときの処置 


堅アドバイス 



アク七スキー 

キーレスアクセス装着車 
▼使巧電ミ也 I こついて 

使用電池は rCR 1632 巧 V )」です。 

▼ 交換方法 

/. アク t スキーのタブを矢印の方向に 
スライドちせたまま、アク tz スキー 
巧己、イカニカルキーを引き抜きま 
す。 



2 . アク tz スキーのタブを矢印の方向に 
スライドちせたまま、カバーを外し 
ます。 


カバ— 
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いざといラときに _ 

ををいざといラときか処置 


3 . 小ちい®ドライバーで、ネジ （4 
本）を外して、フタを外します。 



4 . ©ドライバーを差し込み、電ミ也を取 
り化し、新しい電池と交換します。 



▼ 交換したあと 

/. フタとカバー、およびイカニカルキ 
一を逆の手順で取り付けます。 

2 . スイツチを押したとき、インジクー 
ター巧点滅することを確認します。 


A 注意 _ 

• 電池交換をする場合は、必ず身体や衣 
類に帯電している静電気を放電してく 
ださい。静電気によりアクセスキー 
が損傷するおそれがあります。静電気 
を放電する場合は、静電気が除去でき 
る物をあらかじめ用意しておくか、金 
属部分などに手を触れてください。 

•電池および取り外した部品は、お子さ 
まが飲み込まないように特にごま意く 
ださい。 


fe アドバイス _ 

•液漏れなどを防ぐため、電池の®極と 
©極は正しく取り付けてください。 

♦故障の原因となりますので、下記のこ 
とをお守りください。 

• 端子部分などを曲げない 
•水、油などでぬらさない 
• ゴミなどの異物を入れない 

• 電池はスバル販売店または時計店、力 
メラ店などでお求めください。 

• 電池交換はスバル販売店に依頼するこ 
とをおすすめします。 

• 電池は新品を使巧してください。 

•電池交換後はアクセスキーの機能が 
正常であることを確認してください。 

•ボタン電池を廃棄する場合は、テープ 
などで端子部を絶縁してください。電 
池が重なり合ったり、化の金属製品を 
混ぜたりすると電池がショートして、 
漏液、発熱、破裂するおそれがありま 
す。また、自治体が条例などを定めて 
いる場合は、その条例にしたがってく 
ださい。 
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いざといラとまに 

いざといラときの処置 


キーを 閉じ込めたとき 


キーを閉じ込めたときは、 」 AF などを呼 
んで < ださし、。 

別冊の「スバルサービスネットワー 
ク」 に記載ちれています。 

▼キーをな<した廣合 
電ぶ式リモコンドアロック装着ま 
キーナッバーを最寄りのスバル販売店に 
ご連絕< だちい。 

堅アドバイス _ 

• キーの閉じ込みで困らないために下記 
の習慣をんがけてください。 

• 日頃からキーを使ってロックしてくだ 
さい。 

•バッグなどにスペアキーを入れてお 
いてください。 


キーレスアクセス装着ま 
保管していたソインキー（またはアク t 
つキー）とキーナンバープしートを最 
寄りのスバル目反売店にお持ち<ださい。 

堅アドバイス _ 

• アクセスキー使用時は特にキーを閉 
じ込めやすくなります。ドアを施錠す 
る際は、必ずアクセスキーを携帯し 
ていることを確認するか、電ミ巧式リモ 
コンドアロックで施錠を行ってくだ 
さい。 


事故が起きたとき 


交通事故ガ起きたときはあわてす'じ下記 

の姐置を取りましよラ。 

▼ 迎 f 置の方ミ去 

/. ただち I こ車を止めます。車を道のは 
しじ停車し、昼夜問わす'非常用表示 
板を立てるなどのむ要な®置を取り 
ます。 

2 . 負傷るを救護します。人命救助巧第 
一です。負傷者びあれば救急車を呼 
んだり、最寄りの救急病院などへ運 
ぷなどして救震します。 

3 . 警察へ事故の報告をします。最寄り 
の警察署または派出所へ事巧を報告 
して警察官の指示 I こした巧います。 
この届出はま令で義務付け5れてい 
ます。 

4 . 相手方のお認とべ亡をします。氏名、 
住所、電話番号などをベ t しておき 
ます。 

5 . 購入した販売会社と保険会社へ連絡 
します。 


LUCRA L 455 F -0000051 -0007592, L 465 F -0000051 -0002059 


263 












MEMO 
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風 

まのお手入れ 

車の整備、お手入れの方法について 
説明しています。 


■ 車のお手入れ 

エンジンルーム -266 

消耗品の補給、交換-268 

タイわの点検-271 

室内のあ手入れ-273 

エアコンの お手入れ-274 

ボディ、塗装面のお手入れ-274 

フイハ°-①交換-277 
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5 まのお手スれ 

まのお手入れ 


まのお手入れ 

まを安全、快適にご使用いただくには、日頃のお手入れが大切です。点 
検方法などは、別冊の「メンテナンスノート」に記載していますので、 
参照してください。 



ブしードの違い、ソーカーオプションち記載しています。 


KF - VE 型エンジン 



KF - DET 型エンジン 
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まのお手入れ 

まのお手入れ 





エンジン ルー ム 
サー ビス カバー 

下記のときは、エンジンルームサービ 
スカバーを取り外します。 

•パ’ッテリーあがりで、ブースターク 
-ブルをバッテリーじ接続するとき 
•ブしーキフルードの点検•交換をす 
るとぎ 

▼カバーの外しなた 

/. 車両の中央部あたりまで、シールを 
め< ります。 

運転席側 




之ツイを失印の方向 I こ押しな巧5、力 
バーを 取り外します。 

運転席側 



A 注意 _ 

•傷付き防止のため、運転席側のカバー 
を取り外すときは、布などを置いてく 
ださい。 


助手席側 



▼ カバーの 取り付けなた 
逆の手順で行います。 
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5 ~ まのお手入れ 

まのお手入れ 


A 注意 _ 

•シールをめくるときは、下側の取り付 
け部を持ってください。上側を持って 
めくると、シールが破れるなど破損す 
るおそれがあります。 


• シールを元に戻すときは、中央側から 
取り付けてください。端側から取り付 
けるとシールがたわみ、ボンネットが 
確実に閉まらない場合があります。 


消'耗品の補給、交換 


消耗品の補給、交換などは、別冊の「ベ 

ンテナンスノ ート」に記載していますの 

で、参照して <ださい。 

A 警告 _ 

•エンジンルームは大変高温になって 
いることがあるため、下記のことをお 
守りください。 

• やけどをするおそれがありますので、 
点検するときは、十分に冷めてから行 
ってくださし、。 

•点検したあとは、エンジンルーム内 
に工具や布を置き忘れていないことを 
確認してください。点検や清掃に使用 
した工具や布などをエンジンルーム 
内に置き忘れていると、が障の原因と 
なったり、車両火災につながるおそれ 
があり危険です。 

•オイルを点検•交換するときは、オイ 
ルがオルタネーターなどに付着しない 
ように行ってください。 

オイルが付着したときは、ただちにが 
き取ってください。オイルが付着して 
いると、車両火災につながるおそれが 
あり危険です。 
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車のお手入れ 

まのお手入れ 





A ま意 _ 

•エンジンルームを点検するときは、 
フロントガラス下部周辺に物を置か 
ないでください。エンジン内部に物が 
落下し、故障につながるおそれがあり 
ます。 



エンジンオイル 

エンジンオイルの量を定期的に点検して 
<ださい。なお、高ま走行を巧ラ前には、 
化す点検して < ださい。 

C © ◎ 


I 適量範囲 I 

オイルレベル ゲージ 

堅アドバイス _ 

•エンジンオイルはエンジン 内部の潤 
滑、冷がなどをするはたらきがありま 
す。通常の運転をしていてもピストン 
および吸気、排気バルブを酒滑してい 
る オイルの 一部が燃巧室などで燃える 
ため オイル 量は走行とともに減少しま 
す。また、減少する量は走行を件など 
により異なります。 

•外気温がほいときに、 エンジンオイ 
ル ま入口の裏側や、 オイル ミ主入口に エ 
ンジンオイルが 白い クリ ーム状にな 
つて付着していることがあります。 
これは、 エンジン 内部の水蒸気が;令ミ P 
されて水滴になり、 エンジンオイル 
と混ざることにより発生するもので、 
か気温の上昇、 エンジンの 暖機等で水 
分が蒸発すると解消‘します。 

この現象によるエンジンオイルの変 
質はなく、そのまま使用しても、問題 
はありません。 
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5 まのお手スれ 

まのお手入れ 


みが水 

▼ お却水の点検 I こついて 
ち封!水リザーバータックの側面の目盛り 
で巧って < ださし、。 

詳し<は別冊の「インテナンスソート」 
を参照して < ださい。 

A 警告 _ 

• 水;品が高いときは、：令ちい k を入口を外 
さないでください。：令ちわ k の圧力が;令 
が水ミち入口にかかっているので、蒸気 
や熱湯がふき出し、大変危険です。 

• ;令ち|1ファンに絶巧に触れないでくださ 
い。ファンが回転するため、大変危険 
です。 


ウインドゥウォッシャー液 
の捕給 

ウォッシわ一液の量を定期的に点検して 
<ださい。ウォッシわ一液が不足してい 
るときは、つバル指定ウインドウウオツ 
シわ一液を浦給します。 

fe アドバイス _ 

•ウインドゥウォッシャー液はスバル 
指定をおすすめします。ウォッシャー 
液の濃度の使い分けとま意事項はウォ 
ッシャー液の容器に記載されていま 
す。 

• ウインドウウォッシャータンクはフ 
ロント、リヤ兼用です。 


▼点検のしなち 

ウォツシわータンクの側面好己、液面を 
目視じよりお認します。 
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まのお手入れ 

まのお手入れ 





▼補給のしなた 

ウォツシわータンクのキわ、ソプを外し、 
ウオッシわ一液容器 I こ表示してあるま結 
温度を参考 I こ希釈して補給します。 



A 警告 _ 

• エンジンが熱いときやエンジンがかか 
つているときはウォッシャー液を補給 
しないでください。ウォッシャー液が 
エンジンなどにかかると、出火するお 
それがあり危険です。 


A 注意 _ 

• ウォッシャー液のかわりに石けん水な 
どを入れないでください。塗装のしみ 
や目づまりになるおそれがあります。 


fe アドバイス _ 

• ウォッシャー液をあふれるほど入れな 
いでください。 


タイヤの点検 


タイヤ空気圧の点検 

タイわのを気圧の点検は、最低でち月に 
1回巧って < ださい。 

タイわガをえているときに、タイわ づ一 
ジで空気圧巧規定值にあるなを点検して 
<ださい。また、スペアタイわのを気圧 
ち点検して < ださい。 

を気圧げ適正でない場合は、化す'指定空 
気圧に調整して < ださい。 

(タイわの指定空気圧は運転席側ドア開 
□部に記載しています。） 

A 警告 _ 

• 指定空気圧より低いと車両の安定性を 
損なうばかりでなく、タイヤが偏摩耗 
や早期摩耗します。高速走行時にスタ 
ンデイングウてーブ現象*によりタイ 
ヤがバースト（破裂）するなど、思わ 
ぬ事故につながるおそれがありを険で 
す。 


fe アドバイス _ 

•タイヤが;令えているときとは、一般道 
路で走行距離が IkmiU 下の場合、また 
は3時間 1 U 上駐車している状態のこと 
をいいます。 

•タイヤが暖まっているときは、タイヤ 
の中の空気が膨張しているので、約20 
〜 30 kPa (0.2 〜 0.3 { kgf / cm ^}) 空気 
圧が高くなっています。この場合、誤 
って空気圧を下げないようにしてくだ 
さい。 


高速で走斤しているときじ、タイわ丹'波ラつ 
現象。 
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5 ~ まのお手入れ 

まのお手入れ 


タイヤの亀裂、損傷 

タイわの側面や接化部全周に亀裂や損傷 

がないかを点検してくださし、。 

また、釘、石、その他の異物が刺さった 

り、かみ込んでいないかを点検してくだ 

さい。 

A 警告 _ 

• タイヤの側面などに傷や亀裂のあるよ 
うな異常なタイヤを装着しないでくだ 
さい。 

• 異常があるタイヤを装着していると、 
走行時にハンドルが取られたり、異常 
な振動を感じることがあります。 

また、バースト（破裂）など修理でき 
ないような損傷をタイヤにあたえた 
り、タイヤが横滑りするなど、思わぬ 
事故につながるおそれがありを険で 
す。走行中、異常な振動を感じた場合 
は、スバル販売店で点検を受け、正常 
なタイヤに交換してください。 

• 異常があるタイヤを装着していると、 
車の性能（燃費-車両の安定性-制動 
距離など）が十分に発揮できないばか 
りでなく、思わぬ事がにつながるおそ 
れがあり危険です。また、部品に悪影 
響をあたえるなど故障の原因となるこ 
とがあります。 


タイヤの溝の深さ、異常な摩揉 

タイわの溝の深さに不足がないかをスリ 
ップサイン（摩耗限度表示）じより点検 
してくださし、。 

また、タイわの接化面全固に極端じすり 
減っている箇所がないなを点検してくだ 
さし、。 


スリップサイン 



A 警告 _ 

• 摩耗限度を超えたタイヤは使用しない 
でください。タイヤの溝の深さが少な 
いタイヤやスリップサイン（摩耗限 
度表示）が出ているタイヤをそのまま 
使用すると、制動距離が長くなった 
り、雨の日にハイドロプレーニング 
現象#により、ハンドルが操作できなく 
なったり、タイヤがバースト（破裂） 
したりして、思わめ事故につながるお 
それがあり危険です。摩耗限度を超え 
たら、すみやかに正常なタイヤと交換 
してください。 


水のたまった道路を高速で走斤すると、タイ 
わと路面の間じ水丹’入り込み、タイわ好'路面 
な5譯いてしまし、、 M ンドルやブしーキげ効 
ななくなる現象。 
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まのお手入れ 

まのお手入れ 





タイヤの□— テーシヨン 

タイわは同じ位置で長<走ると、それぞ 
れ異なった減リヴたをします。これを防 
<ために、タイわの位置を□- テーシヨ 
ンして < だちし、。 

□-テーシヨ ンは日，000 km 走行ごとに 巧 
って < ださし、。 

▼ □—テーシヨンのしなち 

図の順 I こ□-テーシヨッ して<だちい。 

(タイわ交換一229ぺ-ジ) 



A ま意 _ 

•応急用スペアタイヤは口ーテーシヨ 
ン用タイヤとしては使用しないでくだ 
さい。 


室内のお手入れ 


ビニール、しザー、プラつチック、巧が 
のちれ落としには、中性洗剤の水溶液を 
柔己ない巧に軽<含ませてお使い<だち 
い。洗';き後、残った洗剤分は真水を含ま 
せた柔5ない巧でよ < 落として <ださし、。 
室内側のウインドウガラスち、こまめに 
みいておきましよラ。ちれたままじして 
お<と、取れに<<なる場合があります。 

A ま意 _ 

•ベンジン、ガソリン、シンナーなどの 
有機溶剤は変色、しみなどの原因とな 
るので使わないでください。 

特にシートベルトについては、必ず 
中性洗剤を溶かしためるま湯を使用し 
てください。中性洗剤 JU 外を使巧する 
と、ベルトが弱くなり万一のときに正 
常なはたらきをしないことがありま 
す。 

•乾燥は直射日光をさけ、風通しが良 
く、ほこりの立たない日陰で行ってく 
ださい。素材のいたみを早める原因と 
なります。 


fe アドバイス _ 

• リヤウインドゥガラス内面を清掃す 
るときは、電熱線を傷付けないでくだ 
さい。 
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5 まのお手スれ 

まのお手入れ 



エアコンガスは新）ち媒 HFC 134 a 
( R 134 a ) を使用しています。 i 也が環境 
保全のため、大気放出しないで<ださい。 

fe アドバイス _ 

•エアコンガスの補充、エアコンの修 
理をする場合はスバル販売店にご相談 
ください。 


クリーンエアフィルター 

エア コンには、 車外な5進入する粉じん 
などを除去し、車内を快適な空気に保つ 
クリーンエアフィルター巧取り巧け己 
れています。快適にお使いいただ<ため 
定期的な交換をおすすめします。 

• フイルターの交換については、スバル 
販売店じご相談 < ださい。 

• 交換の目をは20,000 km (大都巿、寒 
お i 也など交通量や粉じん巧るい場所は 
10,000 km ) です。 

fe アドバイス _ 

•エアコンの風量が著しく減少したり、 
ガラスが量りやすくなったときは、フ 
ィルターの目詰まりが考えられます。 
フィルターを交換してください。 


ボディ、塗装面のお手入れ 


塗装面など車かの外観を美し<保つため 
に、洗車、ワックスがけを月1回程度の 
割合で定期的に巧って<ださい。また、 
長時間屋外で駐車するときは、ボディカ 
バーを巧けるよラにムガけましよラ。 

車がにほこりや異物などをがけたままに 
しておきますと、塗装面の劣化や車体、 
部品の腐食を早めたり、化学変化による 
塗装面の変色やはん点の発ちなどの原因 
になります。 

下記の場合は早めに洗車をして<ださい。 
• 凍結防止剤を散巧した道路を走行した 
とぎ 

• ばい煙、粉じん、巧粉などの降下のる 
い場所に駐車したとき 
• コールターん、巧粉、鳥の/るん、虫、 
樹液など巧付いたとき 
• フェリーじ乗船したときや、海岸化帯 
を走行したとき 

• I まこり、ミ尼などで著し<汚れたとき 

fe アドバィス _ 

• 塗装の巧石傷やかき傷は、腐食の原因 
となります。ちつけたら早めにペイン 
卜で補修してください。 

•保管、駐車は風通しの良い車庫や屋根 
のある場巧をおすすめします。 
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まのお手入れ 

まのお手入れ 





^ 

▼ 洗車の手順 

/. 十分 I こ水をなけな好白スポンジまた 
は tz — ム皮①よラな柔5巧い物で洗 
います。汚れのひどい箇所はカーシ 
ゎンプー液または中性洗剤で洗い、 
水で完全にミホい落とします。 

2 . 水巧乾なないラちに/るき取ります。 

A ま意 _ 

•故意に空気取り入れ口やエンジンル 
-ム内の電気部品に水をかけないでく 
ださい。エンジンの始動不良や電気部 
品の故障の原因になります。 

• 洗車後や水たまり走行後はほ速でブレ 
-キペダルを軽く踏んでブレーキが 
正常にはたらくことを確認してくださ 
い。効きが悪い場合は、周囲のま全に 
十分ミち意して効きが回復するまで数回 
ブレーキペダルを軽く踏んでくださ 
い。 

• 高温の湯で洗ますると樹脂部品などが 
損傷するおそれがあります。 

• 下回り足回りを洗うときは手をけがし 
ないようにミ主意してください。 

• ランプのレンズ表面をワックス-ベン 
ジンやガソリンなどの有機溶剤でふい 
たり、硬いブラシでこすらないでくだ 
さい。レンズが破損したり、劣化を早 
めるおそれがあります。 


〇自動洗ま機を使用するとき 

A ま意 _ 

•エアコンコントロールパネルの内外 
気切り替えレバー、またはスイッチで 
"内気循環"にしてください。ま内に 
水が入り、故障の原因になります。 

•ミラーは格納し、ルーフアンテナは 
取り外してから、前側から洗ましてく 
ださい。また、走行前には必ずアンテ 
ナを元どおりに取り付けてください。 

• ときによりブラシの傷が付き、塗装の 
光巧が失われたり劣化を早めることが 
あります。 


〇高圧洗車機を使用するとき 

A ま意 _ 

•ドアガラスやドア周りなどの開閉部 
分に洗車ノズルを向けると、ま巧に水 
が入ることがあります。 

キーレスアクセス 装着ま 

•フロントドアハンドル、およびリヤ 
ゲート八ンドル下側のスイツチ周辺 
に洗まノズルの先端を巧付けすぎない 
ようにしてください。水圧によりスイ 
ッチが破損するおそれがあります。 
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5 まのお手スれ 

まのお手入れ 


ワックスがけ 

月に一回程度またはかをはじかな<なっ 
たときに巧って < ださい。 

▼ワックスをなける前 I こ 
塗装面の汚れを水ミホいし、水分を十分に 
みき取ってな己日陰または車体表面び体 
温た(下になっているときじ行って < だち 
し、。フックスはスバル指定力ーフックス 
をおすすめします。 

A ま意 _ 

キーレスアクセス 篇着ま 
■フロントドア八ンドル、およびリヤ 
ゲートハンドル下側のスイッチ周迈 
にワックスが付着したときは、鋭利な 
もので清掃しないでください。スイッ 
チが変おして操作のさまたげになるお 
それがあります。 


堅アドバイス _ 

• 塗装されていない樹脂部品にワックス 
を使用しないでください。ワックスが 
付着すると、白くなったリムラになる 
ことがあります。 


樹脂部分のお手入れ 

樹月旨塗装部品（バンバーなど）にガソリ 
ン、オイル、ちがか、バッテリー液など 
ガイ守着すると、しみの発生や塗腹好はが 
れる原因となります。十分にか洗いをし 
たあとただちに柔5ない巧でみき取って 
<ださい。 

fe アドバイス _ 

• 樹脂塗装部品の傷の補修をする場合 
は、スバル販売店にご相談ください。 
不適当な塗料を使用すると塗膜をいた 
めます。 


アルミホイールのお手入れ 

オプション/グレード別装備 
アル S ぶイールはボディの洗車と同じ要 
領で巧い、ボディと同じワックスでワッ 
クスがけをして <だちし、。 

A ま意 _ 

•アルミホイールにワックスがけをす 
る際は、ホイールナットの座面にワ 
ックスを付着させないように注意して 
ください。必要 1 U 上に締め付けられ、 
ボルトが破損するおそれがあります。 
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車のお手入れ 

まのお手入れ 





ワイパーの交換 


A ま意 _ 

• ワイパーブレード、ラバーはスバル 
指定品をおすすめします。スバル指定 
な外を使用すると、適切に装着できな 
い場合があります。 

•傷んだワイパーブレードラバーを使 
用し続けると、ウインドゥガラスを 
傷付けるおそれがあります。おきむら 
がある場合は、早めに交換してくださ 
い。 

• フロントワイパーアームを起こすと 
きは、おず運転席側のワイパーアー 
ムから起こしてください。 また、もと 
に戻すときは助手席側のワイパーア 
-ムから戻してください。 

• ワイパーブレード、ラバーを取り外 
したときは、ワイパーアームを倒さ 
ないでください。ウインドゥガラス 
やボンネットに傷が付くおそれがあり 
ます。 

•起こしたワイパーアームを戻すとき 
は、手を添えながらゆっくりと戻して 
ください。離れた位置から戻すと、ワ 
イパーアームが変形したり、ウイン 
ドゥガラスに傷が付くおそれがあり 
ます。 

• 確実に取り付けられていることを確認 
してからワイパーを作動させてくださ 
い。ウインドウガラスに傷が付くお 
それがあります。 


フロントワイパー 

〇ワイパーブレード 

▼取りかしなち 

/. アームを 起こします。 

之ブしードをツイ巧見える角度まで傾 
けます。 

3 . ツイを押しなな己、ブしードを矢印 
①の方向 I こ引いたあと、失 EP ②①方 
向に巧き取ります。 



▼ 取り付けなた 

• ブしードをアームに取り付けます。 

• ブしー ドと アーム 巧確実に固定ちれて 
いることを確認して < ださし、。 
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5 まのお手スれ 

まのお手入れ 


〇ワイパーブレードラバー 

▼取り化しなた 


取り付けたとき、ストッパーのある 
側な運転席側じなるよラにして < だ 


/. ラバーの:トツパーびブしードのツ 
ベな5外れるまで引きます。 



ちし、。 

A ま意 _ 

• ラバーのストッパーにブレードのツメ 
を確実に挿入してください。ウインド 
ウ ガラスに 傷が付くおそれがありま 
す。 



2 . そのまま ラバーをブしード 巧己引き 
抜きます。 


▼ 取り巧けなた 

/. ラバーな5プしートを取り外します。 
2 . ラバーを取り替えます。 

5プしートの反りの向き I こを意して、 
プしートをラバーに差し込みます。 



4ストッパー巧ない側な5ラパーをブ 
しードに挿入します。 
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車のお手入れ 

まのお手入れ 





リヤワイパー 

〇ワイパーブレード 

▼取りかしなた 

/. アームを 起こします。 

2 . ブしードを矢印の方向 I こ回し、アー 
ムと垂直にします。 



3 . ブしードを矢印のち向 I こ引いて、ア 
-ムな己ブしードを引き抜きます。 



〇ワイ パー ブ レードラバー 
▼取り外しなた 

/. ラバーを手前 I こ引いて、ブしードの 
先端部のストッパー巧己取り外しま 
す。 


ストッバー 




▼ 取り巧けなた 
逆の手順で巧います。 
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5 まのお手スれ 

まのお手入れ 


▼ 取り巧けなた 


4 . ブしードの中央のツベな白ラバーを 


/. ラバーな5プしートを取り外します。 
2 . ラバーを取り替えます。 

5プしートの反りの向き I こを意して、 
プしートをラバーに差し込みます。 



挿入します。 

5 . ブしードの後端部の、ソべにラバーを 
通し、ち己じラバーを挿入して、後 
端部のストッパーを通過ちせます。 

6 . 先端部のツべにラバーを通し、先端 
部のストッパーまで挿入します。 

7 . 後端部の、ソべ I こラバーびお実に挿入 
ちれていることをお認して <だちし、。 


巧端部のスト ツバー 



A 注意 _ 

• ラバーにブレードのツメを確実に挿入 
してください。ウインドウガラスに 
傷が付くおそれがあります。 
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MEMO 
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積雪、寒冷時の巧 y 巧い 

積雪時、寒冷時に必要となる 
運面巧識について説明しています。 


■ 積雪、寒を時の取り扱い 


を I こ向灯ってのお手入れ-284 

走行前点検と準備-284 

積雪、寒)剖き①走行-285 

走行中の点検とミち意-287 

走行後の取り扱い-288 
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積雪、寒を時の巧 y 扱い 

積雪、寒冷時の巧 y ない 


積雪、寒冷時の巧 y 巧い 


をに向かってのお手入れ ■ 走行前点検と準備 


点検方まなどは、別冊の「；><ンテナンス 
ソート」じ記載していますので、参照し 
て < だちし、。 


ハッブ"リー 

気温ガ下がるとバッテリーの性能が低下 
しエンジン始動やキーしスアク t つ（才 
プシヨン/ブしード別装備）にち障をきた 
すこと巧ありますので、液量、比重の確 
認をし、 I 必要に応じて液の補給や補充電 
をして < ださし、。 


エンジンオイル 

を期はオイルの劣化巧激し < なります。 
指定ブしードのエンジンオイルを、早め 
に交換して < ださい。 


みが水 

冷®水の凍結を防<ためにクーラント 
(不凍液）①濃度の確認をスバル販売店 
に依頼して <ださい。 


ウづントウウオツンヤ—液 

ウオッシわ一液のま結を防 < ために、ウ 
ブッシわ一液の濃度を上げて<ださい。 


走行前点検の際に下記の点検ち巧って< 
ださい。 


足回りなどの着氷 

車の下回 U をのぞいて、足回 U などに氷 
塊ガ付着していないなお認して < だちい。 
付着している氷塊は、部品を損傷しない 
よラに十分ミち意して取り除いて < ださい。 
ペダル類やハンドルの動きが円滑などラ 
かもお認して <だちい。 


ま体への積雪 

屋根に積ちった雪は、走巧する前に取り 
除いて<ださい。走行時、ガラス面に落 
下すると視界のちまたげとなり危険です。 

A ま意 _ 

• 氷結している部分を巧理に取り除くと 
塗装などをいためる場合がありますの 
でを意してください。 


ドアの凍結 

ドアが凍結した場合は無®に開けよラと 
するとドア周りのゴムヴは巧れたり、破 
損するおそれ巧あります。めるま湯をな 
けて氷をとなして<ださい。開けたあと 
は水分をよ<みき取って<ださい。不十 
分ですとまたま結することがあります。 
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積雪、寒を時の巧 y 扱い 

積雪、寒冷時の取 y 扱い 



ウインドゥガラスの凍結 

凍結しているときは、めるま湯をかけて 

氷をとなし、か分をよ < みき取って <だ 

さい。 

A ま意 _ 

• 氷をとかすときはぬるま湯を使用し、 
熱湯はかけないでください。ウインド 
ゥガラスが割れるおそれがありま 
す。 

•フロントウインドゥガラスに付いた 
氷を取り除くために、氷をたたいて割 
らないでください。フロントウイン 
ドゥガラスの内側（車内側）が割れ 
るおそれがあります。 


積雪、寒冷時の走わ 


雪道、ま結おを走るときはタイわチェー 
ンまたは冬用タイわ (スタツドしスタイ 
わ）を装着して<ださい。 

A ま意 _ 

•積雪時は、スピードを控えめにしてく 
ださい。路面が;ま結している可能性が 
高く、大変スリップしやすくなり、思 
わめ事故につながるおそれがありま 
す。 

チェーン装着車、を用タイヤ（スタッ 
ドレスタイヤ）装着ま、また AWD 
車、 ABS 装着車であっても慎重な運転 
をしてください。 


ワイパーなどのま結 

ワイバー、ドア5ラー、ドアガラスな 
どが凍ったり、雪ガ固まって動なないと 
きは、めるま湯をかけて氷や雪をとなし、 
ZK 分をみき取って < ださい。 

A ま意 _ 

•凍結したまま、または雪が固まったま 
まワイパー、ドアミラー、ドアガラ 
スなどをお理に作動させると、ワイパ 
-ゴムを損傷したり、 モー ターなど 
がが障するおそれがあります。 


ま車時のを意 

靴にこびりついた雪は、乗車時によ<落 
として<ださい。ペダル類を操作すると 
きに滑ったり、室内の湿気ヴを<なりガ 
ラスガ量ったりすることがあります。ま 
た、床面などが加湿状態となり、腐食の 
原因となります。 
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積雪、寒を時の巧 y 扱い 

^積雪、寒冷時の巧 y 疲朽 


タイ下チェーンの装看 

前輸駆動車ですので、チェーッは前2輸 

に装着します。 AWD 車ち前 2 輪に装着し 

ます。 

タイわチェーンは、スパル純正タイわ 

チェーンを使巧してください。詳しくは 

スパル販売店にご相談ください。 

A 注意 _ 

•タイヤチてーンは車のタイヤのサイ 
ズに合った、スバル指定品または指定 
サイズの物を使用してください。サイ 
ズの合わないチェーンを使用すると、 
ブレーキ配管や車体を破損し、危険で 
す。 

•タイヤチェーンの取り付けは各タイ 
ヤチェーン付属の取扱説明書にした 
がって行ってください。 

• タイヤチ X — ン装着時は 30km/hJU 上 
で走巧しないでください。タイヤチ 
ェーンにかかる負担が大きくなり、チ 
ェーンが切れやすくなります。 

• 取り付け作業は雪上などをさけ交通の 
さまたげにならない安全で平らな場所 
で巧ってください。必ず駐車ブレーキ 
をかけ、非常点滅灯を点減させ、人や 
荷物は降ろし、停止表示板も使用して 
ください。 

■作業をするときは、車体端部などでけ 
がをしないように注意してください。 

•応急用スペアタイヤには標準タイヤ 
用のタイヤチェーンは装着できませ 
ん。刖輪がハンクした場合は、応急用 
スペアタイヤを後輪に装着し、外し 
た後輪タイヤを前輪に取り付け、これ 
に標準タイヤ用タイヤチ: L ーンを装 
着してください。 


堅アドバイス _ 

•タイヤチ X — ンを装着するとホイー 
ルキャップやアルミホイールに傷が 
付くおそれがあります。ホイールキ 
ャップ装着車はホイールキャップを 
取り外した状態で、タイヤチェーン 
を装着してください。 
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積雪、寒を時の巧 y 扱い 

積雪、寒冷時の巧 y 扱い 



を用タイヤ 


走行中の点検とま意 

(スタッドレスタイヤ）の装着 


ブレーキの凍結 

A ま意 

糧雪、裏冷時ではブし一丰装置 I こが着し 

•冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ） 
装着時も、必ず標準タイヤと同じキ旨定 
サイズで、同一種類のタイヤを装着 
し、指定空気圧で走行してください。 
また、冬用タイヤ（スタッドレスタ 
イヤ）を装着するときは、 4 輪とも同 
じ種類の物に交換してください。 

•地方により条例の違いがありますの 
で、その地区の条例にしたがってくだ 
さい。 

た水がま結し、ブしーキ①効きガ悪<な 
ることがあります。その際には、前後の 
車に十分ミち意して、ブしーキペダルを程 
<踏みなガ5イ氏速で走巧し、ブしーキパ 
ッドのしめりを乾なして<ださし、。 

A ま意 


•万一、ブレーキの効きが回復しないと 
きは、ただちにスバル販売店で点検を 
受けてください。 


雪道、凍結おのを意 
A ま意 _ 

• 雪道や凍結路では、急加速、急減速、 
急ブレーキ、急ハンドルをさけてくだ 
さい。スリップして方向性を失い事故 
につながるおそれがあります。 


走行中の雪の付着 

雪道走行時、タイわ A ウス裏側に付着し 
た雪ヴ氷結し、巧第にたい積してハンド 
ルのきれが悪<なることがあります。と 
きどき異常のないことを確認して<だち 
い。ランプ類などは、走行中に雪のため 
に暗<なること巧あるので、ときどき異 
常のないことを確認して<ださい。 
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積雪、寒を時の巧 y 扱い 

^積雪、寒冷時の取 y 疲朽 


パンク時の対応 

タイわチェーッ装着時、前輸ぜバンクし 
た場合は、応急用スペアタイわを後輸に 
装着し、かした後輸タイわを前輸に取り 
巧け、これにタイわチェーンを装着して 
<ださい。 

応急巧スペアタイわにはタイわチェー 
ツは装着できまだん。 



屋外に駐車するときは、車の前部を風下 
や曰の当たるち向に向けて止めて<だち 
い。 

エンジンガをえすぎると、始動しに<< 
なることガあります。 

また、ワイパーアームは起こして < だち 
い。雪の重みでアーム取り付け部ヴこわ 
れることザあります。 

A ま意 _ 

• フロント ワイパー アーム を起こすと 
きは、必ず運転席側のワイパーアー 
ム から起こしてください。また、もと 
に戻すときは助手席側のワイパーア 
-ム から戻してください。 


fe アドバイス _ 

• 寒;令時は駐まブレーキをかけるとブレ 
ーキ装置が凍結して駐車ブレーキが解 
除できなくなるおそれがありますので 
使用しないでください。七レクトレ 
パーを回レンジに入れておきましよ 
ラ。 

• 軒下や樹木の下での駐車はさけてくだ 
さい。落雪で車体を損傷するおそれが 
あります。 

•降雪時に長時間駐車するときは、ルー 
フアンテナを取り外してください。 

(ルーフアンテナー185ページ) 
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積雪、寒を時の巧 y 扱い 

積雪、寒冷時の巧 y 扱い 



洗車方法 

凍結防止剤をまいた道路を走行したとき 
は、早めに下回りを洗車して < ださい。 
放置すると腐食の原因となります。洗車 
後は凍結防止のため水分をよ<みき取つ 
て < だちし、。 

fe アドバイス _ 

• ドアのキー挿入□やドア周りのゴム部 
の水分は特によくふき取ってくださ 
い。 


格納方法 

長時間使わないで屋外に放置してお<と 
きは、塗装面の保護とドア周りのま結を 
防 < ために、ボディカバーを使用して< 
だちい。 

A ま意 _ 

• エンジンの;令えすぎを防ぐために毛巧 
でおおったり、フロントグリルに段 
ボールや、新聞紙を挟み込まないでく 
ださい。これがもとで燃え出す危険が 
あります。 
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サービスデータ 


巧 

1 S 

- — プつグ型式 

サービ三 

、データ 

点火プラグ 

エンンン型ま 〜、ム:心全王、 

KF-VE 型 

LKR 7 C 

XU 22 HR 9 

KF-DET 型 

ILKR 7 D 9 

(イリジウムプラグ） 

SXU 22 HPR 9 
(イリジウムプラグ） 

フアンベルト 

たわみ量 ( mm ) 巧力目 8 N { l 0 kgf 照 

7.6 〜 9.3 (点検時） 

德 

点検位置 

アイドリング回転数 ( rpm ) 

800 

ブ レー キペダル 

遊び ( mm ) 

0.5 〜 3.0 

巧板とのすき間 ( mm ) 

(踏力 294 N {3 日 kgf 牌） 

75.8 む上 

駐車ブレーキ 

踏みしろ（踏力 245 N {25 邮時） 

4〜6 ノッチ 

バッテリー 

電ぶまリモコンドアロック装着車 ( FWD 苗 

26 B -17 L 

キーレスアクセス装着車 （ FWD 車） 

34 B -19 L 

寒;令地仕様車:、 AWD ま 

44 B -20 L 

フューエルタンク 

容量 U ) (無鉛ガソリン使用） 

36( FWD )、 34 ( AWD ) 

ウォッシャータンク 

容量 U ) 

2.0 
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ヴー ビス データ 


項 目 

サービスデータ 

エンジンオイル 

使用オイルと 
交換時期 

ターボ車なが 

アミックス*2モーターオイル SAE5W-30 または 0W-20 
(API 々類 SJ が上） 

6か月ごとまたは、10,000 km ごと（5,000 km ごと* 1 )の 
どちらか早いで 

ターボ車 

アミックスキ 2 モーターオイル SAE5W-30 
(AP 份類 S 北ソ上） 

6か月ごとまたは、5,000 km ごと（2,500 km ごと* 1 )の 
どちらか早いで 

交換量 U ) 

オイル交換時 

約 2.6(A/T 車）、約 2.7(CVT 車） 

オイルけイルフィルタ¬ 
けイルクトト) 交麟 

約 2.8(A/T 車）、約 2.9(CVT 車） 

オイルフイ ルター 
(オイルクリーナー） 

交換時期 

10,000 km ごと（5,000 km ごと* 1 ) 

トランスミッション 
オイル 

交換時期 

A/T 車 

100,000 km ごと 

CVT 車 

50,000 km ごと 

巧用オイル 

A/T 車 

アミックス* 2ATF D3-SP 

CVT 車 

アミックス *2 cVT フルー ド- DC 

交換量 （•《) 

A/T 車 

約 1.5 (ドレン）、約 3.76 (全容量） 

CVT 車 

ターボ車];!巧 

約2.目（ドレン）、約 5.9 (全容量） 

ターボ車 

約 2.9 (ドレン）、約 6.2 (全容量） 

トランスファオイル 

交換時期 

100,000 km ごと 

使巧オイル 

アミックス *2 デファレンシャルハイボイドギヤオイル SAE80W-90 
(API 分類 GL-5) 

交換量 U ) 

約 0.57 


A 注意 _ 

CVT まのトランスミッションオイルを交换する場合 

•スバルキ目定オイル（アミックス* 2 CVT フルード- DC ) のみご使用ください。ほかの才 
イルを使用したり、混合して使用すると、故障するおそれがあります。 

_オイルの交換については、必ずスバル販売店にご相談ください。_ 

*1 シビアコンディション条件での定期交換の場合 

シビアコンディション条件とは、走行距離大に0,000 km む上/年）や短距離走行の繰り返し 
(8 km 挺下/回）または外気温が氷点下での繰り返し走斤が多い場合などに適用します。 

詳しくは別冊の「メンテナンスノ ート」を参照してください。 

*2 「アミックス」または 「 AMMIX 」 はダイハツエ業株式会社の登録商標です。 

当社は使用許諾に基づき使用しております。 
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サービスデータ 


項 目 

サービスデータ 

リヤ 

デフアレンシャル 
オイル 

交換時期 

30,000 km または2年（初回は3年） 

巧用オイル 

アミックス *2 デファレンシャルハイポイドギヤオイル SAE 如 W -目〇 
(API 分類 GL-5) 

交換量 U) 

約0.81 

ブレーキオイル 

交換時期 

2年ごと（初回は3年） 

巧用オイル 

アミックス* 2 ブレーキフルード （DO 口相当） 

エアクリーナーエレメント 

交換時期 

40,000 km ごとに0,000 km ごと* 1 ) 

冷却水 

(除くリザ—パ-タンク) 

交換時期 

2年ごと（初回は3年） 

ほ用お 

アミックスが□ングライフクーラント（高防鐘カタイプ） 

規を濃度(％) 

30 (寒冷： t 也 50) 

全容量 U) 

ターボ車なが 

約 3.0 

ターボ車 

約 3.2 


*1 シビアコンディション条件での定期交換の場合 

シビアコンディション条件とは、走行距離大に0,000 km む上/年）や短距離走行の繰り返し 
(8 km む下/回）または外気温が氷点下での繰り返し走行が多い場合などに適用します。 
詳しくは別冊の「メンテナンスノ ート」を参照してください。 

*2 「アミックス」または 「 AMMIX 」 はダイハツエ業株式会社の登録商標です。 

当社は使用許諾に基づき使用しております。 


タイヤサイズ 

タイヤ空気圧 
性き時: kPa 帕 f/crrf}) 

タイヤの溝の 
深さ （0101) 

タイヤ位置 
交換時期 

前輪 

後輪 

一般高ま 

一般高ま 

145/80R13 

240に 4} 

1.目む上 

5,000 km ごと 

155/65R14 

165/55R15 

220に 2} 

T1 05/90 D12( 応急用タイヤ） 

420(4.2} 


T1 05/70 D14( 応急用タイヤ） 
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さくいん 



バームしスト 


アーム しつ■卜 

フ□ントシート -4 日 

リわシ ー I -49 

ァイドリンブ回転数 -292 

アウター(ドア） ミラ - ] 日2 

アク tz サリーソクツ I -208 

ァシストグリップ-216 

足足望みす駐車ブしーキ -]43 

アンク'-卜しイ-212 

アンク'-ボ'、ソクス-215 

アンチ□ツクブしーキシステム 

( ABS ) - 69 

アンテナ-18己 



ELR シートぺ J レ! -57 

EPS (電動パワー：:^テアリンブ） 


ELR シートぺ J レ! - 57 

EPS (電動パワー：:^テアリンブ） 

警告む -125 

EBD -69 

イブニ、ソシヨン（エンジン） 

3イッチ-136 

イブニ、ソシヨンキ-74 

ISO 円Xお脑 SO FIX 固定バ'- 

るテザーアンカ-己1 

ィだラィザ—機能- 141 

インジ クーター ランプ 

(表示口）- 116 

インター □、ソ ク- 141 

インテグし ーテッ ド CD プし一わ一 

这 AM/FM チューナ- 190 

イン ナー ハンド J レ- 93 

インナー（ルーム）ミラ-102 

Info-ECO (インフォ•エコ） 

ランプ-119 

Info-ECO (インフォ•エコ） 

ランプの表示言受定- 11] 
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さくいん 



ウインカー（方向指示）しバ-131 

ウインドウウオツシわーミ夜の 


ウインカー（方向指示）しバ-131 

ウインドウウオツシわーミ夜の 

浦給-270 

ウインドウガラス 

りりー ウインドウ）- 98 

ウインドウデフオッ ガー 

スイッチ -13已 

ウィンドゥ反転機構-100 

ウオーニングランプ（警告む）…-120 

ウオ'ソシわータンクの容量-292 

ウオ、ソシわースイッチ -132 

運転席 SRS エアバッグ- 62 

運転席シートベルト警告な-123 

運転席シート I 」フタ-44 



エアクリーナーェしベントの 


エアクリーナーエしベントの 

データ- 294 

ェアコン 

才 一 I -177 

マニュアル-170 

エアコンガス- 274 

エアバッグ-62 

エアフィルタ-274 

AM ラジス-192 

AWD 車-144 

A/T (ブートマチック）車-148 

ABS -69 

AUX (外部入力）端す-202 

SRS エアバッグ-62 

FM ラジス-192 

LLC (冷却水）のデ-夕-294 

エンジンオイルのデータ-293 

エンジンオイルしべルヴージ ---- 269 
エンジン回転計 

(タコベーター）-113 

エンジンキ-74 

エンジン警告10-120 

エンジンスイツチ-136 

エンジンスタートヴポート-147 

エンジン フード（ボッネット）——93 
エンジンルーム -266 
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さくいん 



ブイルの交換量-293 


ブイルの交換量-293 

ブイルプし'ソシわ一警告な-120 

応急用スペアタイわ-228 

ブートエアコン-177 

ブート（パフー)ウインドウ- 98 

ブ—トマチック車-148 

ブートしべライザー警告な-12已 

ブーパ'-ヒ ー I -236 

ブ ーバー ヘッドコン ソール -211 

スープ ナー 

フユーエルリッド- 97 

ボンタッ h - 94 

ブドベーター（積算距離計）——111 
スルタネーター（フアン）ベルトの 

点お基準值-292 

温度調節 tz ツサ-184 



力ーコルームランプ-206 


力ーコルームランプ-206 

力ードホルタ'-209 

外気温-115 

外部入力端す-202 

錯（キ _) - 74 

カップホルダ-213 

巧変□-ドリミッター機構付 

シートベルト-已9 

間欠フイパー（ワイパー • 

ウオ、ソシわースイ、ソチ） -132 



キ-74 


キ-74 

キーインター□ック-141 

キー(エンジン）スイ'ソチ-136 

キ-巧き忘れ警告ブヴ-91 

キーの電池交換- 259 

キーしスァク tz ス-77 

給油 □ (フユーエルリツド）-9已 



空気圧- 294 


空気圧- 294 

空調-170 

クーラー （エアコン） 

才ートェァコン-177 

マニュア J レエアコン-170 

クーラント（を瓦!水）のデータ…--294 
区間距離計 

(トリップベータ ー) -111 

曇り取り 

フ□ント（ブートエアコン） ----- 183 
フ〇ント 

(マニュアルエアコン）-175 

リわ-135 

クラクシヨン（ホーン）スイツチ--- - 13已 
クリーナー（オイルフイルター）の 

デ_夕 - 293 

ク1」ーンエアフイルタ-274 

ブ□-ブボック]-210 


300 


LUCRA L455F-0000051 -0007592, L465F-0 朋 0051 -0002059 

















































警音器（ホーン）スイ'ソチ-13已 

計器けータ ー) -108 

警告な-120 

警告ブヴー 

キー抜ぎ忘れ警告ブヴ-91 

ランプ消し; S れ警告ブザ-129 

けん引-226 

工具-220 

化軸調整ダイわル-130 

高水温警告む-122 

を席（リわシート）- 4已 

航続可能距離-115 

固定バ- 51 

小物入れ 

ブーパ'-ヘッドコンソール——211 

助ず席アンプートしイ-212 

tz ンタ-ボックス-210 

フ□ント tz ンターコンソールー--212 

コンビネーシヨンスイ、ソチ -127 

コンビネーシヨンベータ-108 

ヴービス デー勺 -291 

サィド（ドァ） ミラ -102 

ヴブトランク-21已 

3,な式 ELR シートベ J レト- 57 

サンバイヴ-208 


CD プし一わ-196 

シート 

フ□ン I -43 

リわ-45 

シートアしンジ-已〇 

シートベル!-55 

シートベルト警告な（運転席）----123 

シート I 」フタ-44 

CVT 車-158 

室内照日月- 204 

シフト t しクト 

インジクータ-119 

シフト （ t しクト）しバー 

才 —トマチック車-149 

CVT 車-158 

シフト□ック装置 

才—トマチック車-149 

CVT 車-158 

車載工具- 220 

ジわ'ソキのイまし、巧た-221 

車両盜難防止（イ t ビライヴー） 

機能-141 

集中ド'ア□ック-90 

充電（チわージ）警告な-121 

瞬間燃費-114 

瞬間燃費計-112 

使用オイル- 293 

照度調整-112 

照明- 204 

助手席アッグートしイ-212 

助手席 SRS エアバッグ-62 

シヨ、ソピッグフック-215 

シヨルグーアジわスタ-已8 
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水温警告な-122 


水温警告な-122 

水温表示口-117 

スイッチ-127 

ステアリンブまりを P 警告;0-12已 

ステアリンブホイール 

(チルトステアリンブ）-105 

ス y - (タイわ）チェーン-286 

スパーク（点义）プラグの型式…—292 

スピードベータ-111 

スペアタイわ-228 

スライド調整 

フ□ントシート-43 

リわシ -I -46 



夕ーボ車-144 


夕ーボ車-144 

ターンシグナルインジクーター 

(ち向指示器表示口）-116 

ターンシグナル（方向指示） 

しバ-131 

タイわ交換- 229 

タイわチェーン-286 

タイわの■^―夕- 294 

タイわの□-テーション-273 

タコベータ-113 

暖肩（エアコン） 

才ートエアコン-177 

7ニユアルエアコン-170 



積算距離計（ブドベーター）——111 


積算距離計（ブドベーター）——111 

tz キュリティ表示口-118 

tz しクトインジクーター-119 

tz しクトしバー 

ブ—トマチック車-149 

CVT 車-158 

況車-275 

前照む（ヘッドランプ）の 

切り營え-128 

前席（フ□ントシート）-43 

tz ンターボックス-210 



速度計（スピードべーター）——111 


ソフト^ フット シ _ [ - 已〇 



チェーン- 286 

チェックエンジン警告な-120 

チェンジ （ tz しクト）しバー 


チェーン- 286 

チェックエンジン警告な-120 

チェンジ （ tz しクト）しバー 

才—トマチック車-149 

CVT 車-158 

チクットホルタ'-208 

チゎージ警告む-121 

チゎイルドシートの取りが■け 
ISO 円 X 巧砲 so FIX 固定バー 

&テヴー アンカ-已1 

シートベルト-60 

チゎイルドプルーフ-90 

i 主車ブしーキ-143 

駐車ブしーキの点検基準值-292 

チルトステアリンブ-105 
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ツール（工具）-220 



化水温表示む-117 


化水温表示む-117 

ディスクホイール（タイわ）の 

交換-229 

ディスクホイール（タイわ）の 

デ—夕 -294 

ディスチわージヘッドランプ…--129 

テヴーアッカ- 51 

デッキ（力ーゴ）ルーム 

ランプ-206 

デフアしンシわルオイルの 

デ—夕 -294 

デフォッガースイ、ソチ-13已 

デフ□スター（曇り取り） 

フ□ント（オートエアコン）——183 
フ〇ント 

(マニュアルエアコン）-17已 

リわ-13已 

デュアル SRSZ アバッグ- 62 

点义プラグの型式-292 

電球の交換-242 

点検整備項目 

(サービスデータ）-291 

電池の交換-259 

電動輸由式（ドァ）ミラ-103 

電動格納式ヒーテッド 

ドア ミラ -104 

電波式 i 」 t コンドア□ック- 7已 



ド7-88 


ド7-88 

ドア（パフー)ウィンドゥ-98 

ドア巧- 

手動式 (鏡面巧動）-103 

電動格納式-103 

ドア□ック-90 

盜難警報装置-祀 

0寺計- 200 

トラツスフアオイルのデータ——293 
トランスミツシヨンオイルの 

デ-夕 - 293 

トリップベーター 

(区間距離計）-111 



内気 t ンサ-184 



曰射 tz ンサ-184 



燃費 


燃費 

瞬間燃費-114 

平巧燃費-113 

燃ホ斗カットシステム-224 

燃料給油 □ (フユーエルリッド）… -95 

燃料計-113 

燃料残量警告む-123 


燃巧（フューエル）タンクの容量---- 292 
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八 


パーキング（駐車）ブしーキ-143 

パーキング（駐車）ブしーキ① 

点お基準值-292 

ハイビーム/パッシング表示口-117 

ハヴ—ドインジク— ター 

(非常点滅表示む）-116 

ハヴード（非常点滅む）スイ'ソチ-…131 

発お筒-225 

バック（ルーム ）ミラ -102 

パッシング 

(へ、ソドランプの切り替え）——128 

バッテリーあ巧り-2：34 

バッテリーあ巧り防止機能-207 

バッテリーの型式-292 

バニティ ミぅ -209 

バルブ（電球）の交換-242 

パフーウインドゥ- 98 

パフーステアリンブ警告む-125 

パンク-228 

ハンドル 

(チルトステアリンブ）-105 



ヒーター（エアコン） 


ヒーター（エアコン） 

ブートエアコン-177 

マニュアルエアコン-170 

ヒーテツドドアミラ-104 

非常点滅ロスィッチ-131 

非常点滅表示む-116 

ヒ ューブ ボックス-240 

表示な-116 



フアンベルトの点お基準值-292 

V (フアン）ベルトの点検基準值 ---- 292 


フアンベルトの点お基準值-292 

V (フアン）ベルトの点検基準值 ---- 292 

フイ J レターのデータ-293 

フオブランプスイ'ソチ-134 

フオブランプ表示-117 

フット（足踏み式駐車）ブしーキー--143 

フットライト（運転席）-206 

不凍液（を巧水）のデータ-294 

フユーエルウォーニンブ 

(燃料残量警告な）-123 

フユーエルタンクの容量-292 

フユーエル（燃料）カット 

システム- 224 

フユーエルベーター（燃料計）----113 

フユーエルリッド-95 

プラグの型式- 292 

プリテンシヨナ ー& 巧を□-ド 

リミッター機構付シートベル!-已9 

ブルーイルミネーシヨッ-217 

フルタイム AWD 車-144 

ブしーキ ( ABS ) -69 

ブしーキオイルのデータ-294 

ブしーキ警告な-121 

ブしーキペダルの点お基準値——292 

ブしード（フイパー)の交換-277 

フ□ントシ ー I -43 

フ□ットシートベ J レ!-已7 

フ□ント tz ンターコツソールー…212 

フ□ットドア-88 

フ□ントフォブランプ 

スイ、ソチ-134 

フ□ットフイパー•ウォッシゎ一 
スイ、ソチ-132 
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平巧燃費- 

——113 

ヘッドランプの切り营え—— 

——128 

ヘッド' しス h の調整- 

-44 

ヘッドしストの取り外し—— 

-47 

ベル h の点檢基準イ直- 

——292 



ホイール（タイわ） 

の父換- 

- 229 

ホイール（タイわ） 

のデー勺 - 

- 294 

方向指示器表示む-- 


-116 

方向指示しバ— 


-131 

ホー ンスイ、ソ^^- 


-135 

補給 □ (フユーエルリツド） ----- 
ポジション表示（シフト tz しクト 

-- 9己 

インジクーター）-- 


-119 

ボトルホルダ- 


- 214 

ボンネツ I - 


--93 



前倒し- 

-…48 

マツプランプ- 

— 206 

窓ガラス(パフーウインドウ）-- 

-…98 

7ニユアルエアコン- 

— 170 

マルチインフォ:ーシヨン 


了イつ_プしイ- 

— 113 



乂一 9 -108 


^カニカルキ-83 

^ンテナンスデータ 
けービ:データ）-291 



ミ由圧（スイルプし、ソシわ一) 


警告む-120 



4速ブートマチック 


トクンス女、ソシヨン -148 



フイ了イングスイ、ソチ- 

— 128 

ライティンブスイ、ソチ表示打--- 

— 117 

ランプ消し忘れ警告ブヴ- 

— 129 

ラジエーター液（を巧水）の 


了 夕- 

— 294 

ラが- 

— 192 

ラバー(ワイパー)の交換— 

--- 277 



乏ラー 


ミラー 

ドアミラ-102 

ルーム ミラ -102 
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リクライニング調整 


リクライニング調整 

フ□ントシート-43 

リわシ ー I -47 

リバ'-::^連動リわワイパ-134 

リフタ-44 

iJt コン：:^イツチ 

キーし::^アク t ス- 79 

電波式 ijf コンドア□ック -75 

リわウインドウデフォッ方'— 

スイッチ-135 

IJ わヴ_|- 91 

リわシ ー I - 4日 

リわシートベル! -57 

リわデファしンシわルブイルの 

デ— 夕-294 

IJ わド'ア- 88 

リわワイパー•ウォ、ソシゎ一 

スイ、ソチ -133 



ルーフアンテナ ……-185 


ルーフアンテナ -18 己 

ルーム ミラ -102 

ルームランプ -204 



冷却水のデータ-294 

冷房（エアコン） 


冷却水のデータ-294 

冷房（エアコン） 

ブートエアコン-177 

マニユアルエアコン-170 

しべリンブ警告乂了-125 

しべリンブイツチ-130 



□ーテー シヨン-- ……. . 273 


□-テーシヨン -273 

□-ビーム.ブートしべリンブ 
警告む-125 



ワイ パー •ウオ 、ソシわ一 イツチ----132 


ワイ パー •ウォ 、ソシわ一 イツチ----132 

ワイ パーの交換 -277 

フイわし::^ドア□ツク 
(電波式リ亡コンドア□、ソク） ----- 了 5 
W 数（電球）-242 
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3,な式 ELR シートベ J レト-已7 



4速ブートマチック 


卜つンス呈'ソシヨン -148 



ABS -69 


ABS -69 

ABS 警告む-124 

A/C (ェァコン） 

才ートエァコン-177 

マニユア J レエアコン -170 

AM ラジス-192 

A/T (ブートマチック）車-148 

AUX (外部入力）端子-202 

AWD 車-144 



CD プし一わ-196 


CD プし一わ-196 

CVT 車-158 



EBD -69 


EBD -69 

ELR シートベル! -已7 

EPS (ステアリンブ制御） 

警告む-125 



HD ランプ-129 
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In 干〇モ CO (インフォ.エコ） 


Info-ECO (インフォ•エコ） 

ラップ-119 

Info-ECO (インフォ•エコ） 

ランプの表示設定-111 

ISO FIX 巧府 SO FIX 固定バー 
&テザーアンカ- 51 



LLC (をな!水）のデータ-294 



SRS エアパツグ- 62 


SRS エアバッグ警告打-124 

SRS エアバッグコッピュータ-68 



V (フアン）ベルトの点お基準値…-292 



W 数（電嫩-242 
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居自動まを巧ましたとまは 

自動車検査証返納の手続さびお要になりますので、軽自動車検査協会事務所で手 
続をを行ってください。 


返納に必要な書類など（曰は一時使用中止時、回は解体返納時に 
必要です） 

凸自動車検査証返納証明書交付申請書-自動車検査証返納届出書 
回解体届出書 
凸回自動車検査証 

凸回車両ま号標（ない場合は r 車両ま号標未処分理由書」） 

凸回軽自動車税申告書 

凸回印鑑 



凸一時使用中止時 


7まな □ 


ナンパー頒巧 

み 


6まな □ 


自動車取得税の納付、および軽自動車税 
の申告 

み 


2ま.奋〇 


申請書類の確認 

み 


3ま.奋〇 


検査手数料収納 

み 


2まな □ 


申請書類の確認 


回解体返納時 


フを窓 □ 


ナンバー頒布 

み 


6番窓 □ 


自動車取得税の納付、および軽自動車税 
の申告 

み 


2ま窓口 


申請書類の確認 

み 


5番窓 □ 


申請書の受付、および検査証交付 


《上記の順序は一般的な例です。 
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ほ用ち • 丹 i ちち • ほ用ちの住丹 i 巧密更したとをは 

検査証記載事項変更の手続さび必要になりますので、使用中の本拠位置を管轄す 
る軽自動車検査協会事務所で手続をを行って<ださい。 


申請にお、要な書類など（曰は使用ち•所有者を変更した場合、因 
は引っ越しなどにより、使用者の住所を変更した場合に必要です） 

因因自動車検査証記入申請書 
B 囚自動車検査証 

因因使巧をの住所を証する書面（印鑑証明書、または住民票抄本などで 
発行を3ヶ月(内のをの） 

曰自動車損害賠償責任保険証明書、または自動車損害賠償責任共済証 
明書（使用者び変わった場合に必要です） 

因因車両番号標（同じ管轄であれば変更する必要びありません） 

曰軽自動車税申告書-自動車取得税申告書 
因軽自動車税申告書 
因因印鑑 



曰因（ナンバー変更あり） 


绳な □ 


申請書類の確認 

み 


7まな □ 


ナンバー頒布 

み 


5まな □ 


申請書の受付、および検査証交付 

み 


6ま•如 


自動車取得税の納付、および軽自動車税 
の申告 

み 


7ま•如 


ナンバー頒布 


因因（ナンパ’一変更なし) 


绳•奋 □ 


申請書類の確認 

み 


6ま窓 □ 


自動車取得税の納付、および軽自動車税 
の申告 

み 


5ま窓 □ 


申請書の受付、および検査証交付 


《上記の順序は一般的な例です。 
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ご意見、ご感想、お問い合わせはお近くのスバル販売店 
または鮮社 rSUBARU お客様センター J へお願いいたしまず。 


ネお乗りのおまに関してお電話などでお問い合わせをいただく際は、お客さ 
まへ正確•迅速にご対応させていただくために、あらかじめ、お手元にお 
車の車検証などをご準備いただきまずよラご協力をお願いしておりまず。 

① ま検証記載事項 

型式-車台香号-登録ま号-登録年月曰 

② 走行距離 

⑤販売店*担当者名 


SUBARU お客様センター 
SUBARU コ-ル 0120-052215 

受付時間9:00〜 17:00( 平日）、±日祝は9:00〜12:00、13:00〜17:〇〇 

SU 巳 ARU お客様センターでは下記の内容を承っております。 

(1) ご意見/ご感想/ご案巧（カタログ、販売店、転居お手続き他） 

(2) お問合せ/ご相談 

※平日の12:00〜13:00および±日ネ兄は （1) のインフオメーシヨン 
サービスのみとなります。 

富±重工業株式会社 

スバルカスタマーセンターお客様相談部 
干 160-831 6新宿区西新宿 1-7-2 (スバルビル） 


禁複製-転載 


編集発6冨±重工業株式を社 

スバルカスタマーセンター 
カスタマーセンター企画部 
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